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一 枚 の ル ー フ イ ン タ ・ 一 滴 の 涯 青 を も 使 は ず 而 も 紹 釣 防 水 の 新 工 法

トタン・スレート・陸屋根知何なる屋根の雨漏りも完全且つ迅速に手直出来る修繕材
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スレ ート 屋根防水断商

断根屋陸

。鞍時匝2誌に感へ

如何なる屋根の

お障も雨漏 りも

簡単に手直し出

来る修繕材

1. 1弱状 液 状 iこ分れ雨者の合理的回目合
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本協舎定款第十七僚、第十人候及第二十僚に依り昭和十四

年十一月二十九日開舎の評議員舎に於て理事、舎長、冨lJ 舎

長、常務の選奉を執行致しました結果下記の通りでありま

す

( 嘗日常務の職務分掌を頭書の遁り互選)

理 事 曹 長 片 岡 安 氏 理 事 副 曾 長 今 林 彦 太 郎 氏

理 事 副 曹 長 坂 静 雄 氏

常 務 〈主 記 ) 伊 総 正 文 氏 常務 ( 主 記 〉 北 垣 熊 之 介 氏

常 務 ( 主 記 ) 玉 世 盟 次 郎 氏 常務 ( 主記〉 三 茂 氏

常務 〈 主 記 ) 張 中 良 氏

常 務 〈主 計 〉 岩 尾 保 衛 氏 常 務 ( 主 計 〉 桐 本 村i 雄 氏

常 務 〈 主計 〉 米 倉 威 夫 氏

常 務 ( 編 輯 ) 範 井 幸 次 郎 氏 常 務 ( 編i附) 北 川 正 捕 氏

常務 ( 編輯) 棚 橋 諒 氏 常 務 ( 編 輯 〉 政 岡 基 次 氏

〈五十音 ｾｭ

昭 和 I 5 年 1 月

祉 国

法 人 日 本 建 築 協 曾



大阪都市計霊防火地匡圏を頒布す

今回下記内務省告示に依って大阪の防火地匿す康範園に渉

って這加指示されましたに就いて、同防火地N [ 園を突の遁

り賓費にて頒布しますから御入用の方は至急ぉ申込下さい

大阪都市1+壷防火地区圏( 二高分ノー) 1郎

内 務 省 告 示

- 貸 費 I  5 銭 ( 外に怠料 3 鐘〉

・ 準 金 方 法 掻 替 ( 娠 轡 口 座 大 阪39975)

a._ -
- _守-_

大阪都市計壷防火地区迫力n蟹更ノ{ 牛

昭和十年十月二十八日附議議事第一一九 蹴 第 六O 四

内務省、告示第百八十八韓

大正十二年七月十三日内務省告示第二百二十七蹴大阪都市計- 霊防火地直迫力日鑓更ノ件

昭和十一年四月四日内閣ノ認可ヲ受ケ昭和十一年四月二十九日ヨリ之ヲ施行ス共ノ係

闘圃商ハ大阪府鹿及大阪市役所ニ備へ置キ従覧ニ供ス

昭 和 十 一 年 四 月 九 日

申 込 所

量士圏

法 人
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皇 紀 2 6 0 0 年 を 迎 乏 て

工 準 博 士

本 合 々 長
片 岡 安

“ ーに Ｑ Ｑ Ｍ ＱｾＱｾ 岡ヨ〉反省ｻｴ＾ ｦ ＡｲＺし 、 辿に ［ 庶民のＭｬ弓 Ｑ Ｑ 佐確立せんとする Ｂ と云』、御勅語

を奔し奉りてから ー早〈 も第三回目の新年なる忠紀 2. 600 年を我等は迎 えにのであ



2  

る。が然し聖戦は今も f均ほ続いて居るのを忘れてはならぬ。而も千境極まりなき

肱洲戦局の行〈てを見守りながら寓難を排して事費滋理に; 直進せねばならぬ重大

なる年を迎へ? こ課なのである。か、る時期に於て我が建築界の前途¥t ' 眺めるなら

ば、我々は怨1射ごもしなかっ? こ程の大枠換期に遭遇して居る桜な気がする。而も

此輝やかしき 2. 600年を契機として今や特換期の最高潮閉じ直商して居るのではあ

るま L、力、。

何故なれば、我カ: 日本帝閥現代の文化は過去七十年の永い年月の聞に潮の如く抑

寄せて米 fこ肱洲文明の矯めに、| 孟|子J の停統的文化の混乱をば民族的自ー覧の上に反省

し且つ新文化の建設に努力せねばならぬ時期に直面して居るからである。

我が日本の閤民的生命は盛岡このかに一貫し? こ不断の琵展を傾け、而もそれが舟]

流充質して今日に及んにのである。此の間幾度ーとな〈外来の文化に渦ひされ fこので

あるが、大和民族はよく六化革新と去っ? こ如〈常 lこか〉る災禍をば克服し、民族的

自売を昂揚し繰りて来 ｦ このはｾｾ史に徴するまでもない。然るに明治の維新を契機と

して西洋文明の思想的霊園5は梢もすれば世界に誇るべき皇統連綿として絶ゆるとこ

ろを知らない皇室の傘践をば忘れ帝閥臣民? こることさへ無視する様な思想的危機に

直面し、大正の米期から昭和の初めにかけて外来文化の思想的災禍の最高潮にあっ

? こ事は、吾人の記憶に未fご新? こなるものがあらう。亡が然し日支事慢を契機として

大和民族特有の愛国的勲h ¥i ¥t ' 持つ赤誠は東亜の新秩序の建設と云」、民族的使命の自

究と共にか〉る危険なる外来思想、の再検討、再吟味を要求して来? このである。市し

て我が民族が古米より糟承して司<i.1こw統的文化の確認の上に新日本の建設と東洋的

文化創造への力強い IH護が開始されにのである。此の意義深い劃期的な時期に際し

皇紀 2. 600年は輝かしい希望を乗せて到来しにのである。

此の時に際し、か〉る時代的意志を表現する都市建設とそして新日本建築のおI j 造

とが開始されねばならない。都市建築は何日の時代でも時代を反日央しない事ーはなか

つ? こ。放に此の新文化の建設に重要な役割をは Tこすべき都市建築は7i? に東洋的略統

的な日本精神が基調となって表現されなりればならないのは諭す' るまでもなし、。何

故なれば精神と形態とは常に相伴: まねばならぬものであるからである。今や閤是が

必要とする都市建築が内地に大陸に起らねばならぬ時にあ Tこれ我等は最大の労力

を以って新しい民族的建築を例浩し以って岡jぷを世界に間明せねばな らぬ。此躍に

建築報閣の真意義があるので: まあるまいか。
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毎朝起き 出で〉柔かな陽光を浴び、新鮮な空気を吸ふ時、心 自ら新 t な り何 とな く真商

目な if，Jt聖な気分 となって 、迎ふべき一 日の計ーりごとをなしか〈行はんとする 心構え になる

もので すが、年新なる元旦に於ては、 この毎朝の心構に勝るや大きなプラン と心構 とが自

然 と生れて来るものである。皇紀 2. 600 年 と云ふ更に大きな時流の標識に較され鼓舞 され

Tこ人の心 は、毎日々々の新な心構えよりも 、毎年毎年の心構えよりも 、 よりづうっ と大き

な心構えを持つのが自然であると思ふ。 一一何も筒: 特iでな〈とも 、何も新年でな 〈とも何

も ＲＮＶ ＰＰ 年を迎へ Ｗ こ時でなく と も、人聞は常々自省し得米 の 正しき自分の琵展の迫紘ｾ見

上げな くて はならな いのであるとも云へるが、 勿論それはそれでもよ いが、 時流の標識、

標識に醒めでは、自分の殻展の道ぞ うち迎ぎ見透し、それを正 し〈 よ く歩むべき身仕度を

改める事もよ い事と思」、。我々建築家に各自の進u ベさ正しき道令、うち仰がしめ 、 それ

に向って身仕度を改めきする事は、誠に本誌の善良なる企である。

行き詰つにものには破壊作用が生じ、共の{ 政壊作用に絞いて新建設が起る。 2. 600 年を

迎へし吾々日本人が、 よきプランに組、力を ftfi 注すべきは大陸の新建設である。これは我は

行詰ってゐ? こ日本人の震の建設でもあるが、叉行き詰つ? こ支那人の支那人のmの建設でも

ある。又 WJ ¥Lの文化に待興貢献すべき東洋新文化 の大建設として有志; 議なものでな くて は

ならな い。

我々日本の建築家には、共の建築的な* 背・新文化建設が諜せられてゐる通り 、我々遁!言

建設家には、遮信建築に閥する東洋新文化建設の封任が課せられであるのであって 、我々

は多年共の事に首り技ｾ練つ＿こ専門建築家を大陸の共の需所に分ちて 、 共の建設に努めん

主してゐるのであるが、此の時流の大襟識「皇紀 2.600 年」によって究問、我等の進路を?

新に うち仰 ぎ、 その校畿を固め度い 主思ひます。

皇 紀 二 千 六 百 年 の 初 頭 に 蛍 り て

中 津 誠 一 夏B

2. 600年の昔、市JII 武天皇天業弘 i友の偉業主" ，( . 思ぴ奉り 、 日本今 日の非常時局に思ひを致す

とき、 時 iこは胸躍り 、時には! 感迫れ 此の時に生れ合はせ ?こ ることこそ: - 1L lこ男子の本懐で

ある主切に思 ふのである。

紀元 2. 600 年の初繭に首り我等は、 J湧勇き起る止出此l:の!感日長ぷ創長お制l懐l
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ぬ。翠なる御芽目度ではな い単なる御i耐ではな い。それは一億闘民が静かに日本盛岡の精

神を新fこにし、 一億霞l民が一死輩忠を期する恋々 fこる聾でなければならぬ。大義を賓践す

るといふこと は我々と して 何を詩すべきことであるかと 思はねばならぬ時なのである。自

己の脚下 を見ねばならぬ。そこから盛り上る勇気こそ 2.600 年にふさわしい生きに 力でーあ

る。

我々は最も 謙虚でなければならぬ。

功 をあせり、功に激するも謙虚を快ぐが鱈である。利を貨り 、他 ｾ陥る〉も然 ｢ 、内に

和 を似とき外に侮りを買ふも亦然りである。謙虚は即ちまことの根基であり 、道徳の本首長で

ある。若しむ徳地に墜ちて何の鴛すところあらんやである。我々 は敢て他を臨みて言ふを

要しないのであるが、試みに眼前に植はれる最も 手近の例を見ても徒らに鼓腹 して慶祝の

意を去すべきでないのみなら今連然として死生の岸頭に施し 、 Ｍ Ｍｈ ｩ 閤民が竪〈乎ｾ握り合

ひて 一言を渡せざるもの之れ年頭の肢も崇搬なる慶州であると 忠ふも のである。

我々は建築家として矯さねばならぬ多〈の事念持ってゐる。皆重要なことばかりであ

る。 Tごがその中には必今しもすべてが重要でな いのみならや、時には、従うlEの惰性から米

る錯覚もないとはいへない o Ujt 重要なるが欣にその打聞を求なるその前に、何故に重要な

るか、果してＷｊｊｾそのＥへ方に誤りはな ｌ 、かと 謙虚な気持で反省せねばならぬ。謙虚な紙偽ー

からは必十良質の判断がHi 来るであらう。建築界禦げて斯 〈反省しTこ結果は期せすe して 1!¥f，

言の内に手を握り合ふことが出来るであらう。そは必す' や日本撰閣の布!iilill l ¥こ生き 、大義の

質践に外ならぬであらう。非常時日本に貢献すべきものは自然に ![t 庖から山て米るであら

つ。

我々建築家はその方面を問はす¥老若を論せ' すイ: 己元 2.600 年の年頭に首l J 1謙虚に静思し

て斯J i ! . の行手を見つめ附頭を絶して手創屋り合ひ度いと思 ふ。

皇 紀 千 百 年

__t_... 

ノ、 迎を 之て

山回 守

Der Mensch ist etwas， das uherwunden soll. 一一Z A R AT HUS T R A  

あらゆる生物はダーウヰンの云ふ? こ如く進化しつ h ある。人! 昔! も自然の法則に従って進

化護展しつ〉ある。

人間界に於りる様 々な相削さへも生物外に於りる生11'. 殺さj J : の桟 lこ、 そしてそれが生物界

の進化殻民主 ｾｩ ＩｪｾすがＮｴｉ ｮ < 、人| 前界の文化改展 lこ力を興ふるものである。

平和1は何人も希望する所である。そして共千平11の時代に色々の文化が進展しつ〉ある。
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しかし共の平和であつに機構が古くなり相首に無浬を生じて来るしそ の無理を三Ji-;f u挫に

是正する事を成し得ない場 合には、依集作用として職年1 の如き人間同士の相剖が設生す

る。こ の 人間同 土の相刻は好ま しき ものではな い が 、 誠に ｬ ｬＺＭ Ｎ￙ｾ 得な いも のであっ て、よ

り高度の文化的大建設の大事業主? 意味するものである。かくての破壊行震はその積み上げ

らるべき建造物の大いきと 其の文化 高度によって悩値が決定され人類、文化賞展史上には意

義を生す・るものである。

我々の過去の文化は我々の過去の時代に適切なるものであっ Tこであらうが、それは今日

の文化でも なく叉明日の文化でもあり得な いのである。それは今日の文化建設 lこ叉明日の

文化 建設に大いに役立つ事があるにしても 、直ちに今日の文化でも又は明日の文化であっ

てはならない。我々は一 日も過去の文化に或は今日 の文化にすらも低佃する事は許されて

ゐな いのである。昨日の我に飽きない者は明日への改良向.1-，の力を夫つ fこ者であり， [1'1;日

の文化に安住するものは明日の文化 を創造するに足ら 5 るす干である。我々 はI I ' p 日の我を反

省して明 日の我に足ら F る所と越せ S る所とそ自党しな〈ではならな い。 我々はH乍日の文

化石? 認識して共れが明日 の文化に扶げ? こる所を見鑑め共の平むべき 所・を感得せなければな

らな し、 。そして今日の文化建設は一段 ｴ 高度ｾ橋し、明日の文化建設は今日の文化建設よ

りも誕に一段と高度を哨きなりればならない。かく人間 :文化は結え十越立さるべきもの

である。

我々建築家は日本建築史上に於て、 nil11iJi:l:建築の! 原始的素* 卜的美;1閣に感銘し法陪ミ判官招提ー

ミデの伸数建築の大陸的日本建築斐に打 fこれ或は出向IE官修皐院の日本化され? こる木造建築美

に共鳴し? こ。叉支那建築史上』こ於ては禽旦の長城の雌大性に或は大同 とか龍門 の石窟の伶

視さでは天型とか明の十三段等のj仕組に感動し? こ。この我々建築家の日本建築史上に於げ

る大陸建築史上に於げる過去建築文化への感動は尤も事であり必要な事である。この過去

建芽乙文化上の長所美黙を充分に今日の建 築文化に阻咽 ￝ｾｾ 化の 上これを吸牧し再生すること

は必要なる事である。市して他のー商に於ては現代建築文化の制執より日本建築史支那建

築 史を再吟味し十二分に共 の ［ｉￛｾ 貼＿こり弱製 ｩＱ こる所計ｼ司 祭し制服し之を松組排除せなけ れば

ならないのである。

「皇紀二千六百年を迎ふ j . . . . . これ日本文化及び東洋文化の一大反省、批判、清算: の機

合である 。 そしてこの好機を得て今日より明日への東洋新文化創造の準備金整へな〈ては

ならない。

明治以来の我々建築家の仕事を大糊すれば新富欧米建築の輸 入のI i 屯閤を超ゆる事少し

或は過去日本建築清算に努め＿こる純国を超ゆる事Ｏ少なしと云ふべきと思ふ。 ｾｾ ｉ 内 を日 Ｑｩ るも

過去の建築を清算して新 Iこに lりj 日の建築創造に駕起すべきl ' 火である。叉大陸建築の Iリj 日の

意義ある建設も ｩ 波堤作Ａ日を行つ ｦ こＱ］ Ｑ 木の建築家の Ｚ ｊＮ Ｇ ｌ イモであるが 、こ の椴 Ｚｦ 引こ近年 ｸ Ｎｊ ｽｬ￭ 大 ｾｬ ，ｾ

に於て行はれに建築制 ｩ 却すれば 、 過去の文那建築を泣代 ｲｗｩｬｩ に修剥せる Ａｭｾ 悦佃悦 Ｑ 般の主 ＱＱ
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築に過ぎなかっ ?こ のであれ或は欧米先進閣の殖民建築である。

我々日本の建築家は今ぞ東亜の舞査に立ち 上って明日 の高度文化 を持し且つ東西古今の

建築様式を清算し超克し? こる建築創造に詰らな げればならない秋である。而して明日への

東亜の建築創造の大舞基は誠に蹟大にして 、叉世界建築文化 の競争犠でもある。我々 日本

の建築家は個人的にも叉全誼的にも奮起せな 〈て はならな いのである。過去の英米人 の建

築 し? こ大陸建築は決して主主敬すべき ものではな い。かの青島を繰と文化建築とのオ ワシス

と化し? こ調過の建築にしてもそれは般民建築の一例に過ぎないのではあつわが、今や大陸

の低佃建築を破壊し大陸の殖民建築を排11余して、真によき明日の大陸建築を創造を 開始す

るに首って、乙れを指導するに足るべき良 質の建築家が奮起して大陸 に赴〈事が必要なｾｾ

である。出稼ぎ建築家丈では欧米植民建築家にも nl' はぬ事となるので ある。今や 日本の第

一級の建築家の奮起を必要とする。叉何んと云ふても大陸は民大でゐるから 、建築建設に

日本建築家の大量参j起すべき事も必要である。戦争と同じく兵数が相官; に物を云』、事にな

る、建築家 fこる者一度は大陸の土を踏u べきであ る。次 に叉我間建築家の綿力を鼓揚して

大陸建築に傾注する鴛には大陸に直接 iこi吐き之に参興する建築家のみなら今、老人とか弱

盟主か或は色々の事情で内地に残る建築家が相嘗あれ共の所;11銃後建築家の中には立派

な墜識経験を持ってゐる者があるのにから 、こ の内地の皐識経験者の力も叉大陸建設しつ3十

ー霊に集め出来る丈大陸建築創造の銃後の後援をさせなりればならないと jι ょ、。

この銃後後援の錆に本合 lこ於ても建築接合に於ても 、叉は建築士子? に於ても或は土木建

築協合等に於ても 、大陸建築の重賀を痛感し大陸建築に12討する委日子? を起し委員 F? をijfj 躍

せしめて出先との辿絡を計 ｢ 乎を携へて大陸建設 の儒に総力ｾ護協すべき秋でゐる。

今にして日 本建築家が覚醒奮起しなげれば明日の大陸建築は再度欧米人にリードさる〉

事となり 、戦に は成功しでも文化i践では従ふ結果となるのである。又今にして大陸建築の

用材ぞ大陸に於て生産する方法を講ぜなければ美し き日本の山野を荒接せ しめる事になる

であ ら う。

人間 フ〉生前は絶えさ' る向 k の一路会辿るべきものではあるが、今は東洋再建の大切な秋

で あ れ 折 し も 皇 紀 2. 600 年と云ふ日本文化の大精算の機併に I.i'， 'i)' ふfこわりである。我々

日本の建築家のとにたさな 1:( 任がどしんと重かれてしま っfこのである。まつ? こ〈我々日本

の建築家は今 こそボヤンボヤンしてゐられな いで はないか。大反省の釘・機皇紀 2. 900 年を

迎へ? こる日本建築家のねには ly.j 日の大陸建築制法の大重任がか〉てゐる。

【我等は今 日迄の大陸の建築を超克せなりればならな い】

皇 妃 二 千 六 百 年 を 迎 へ て

木 村 条 二 郎

若し人ｼ首 Ｑ ヵ［十進法で ｭｾｾ 勘 定 し てゐなかったなら Ｈ ｴ Ｎ 2. 600 e いふ数字も 2599なとと い



ょ、数字同様に極〈平凡な数字であっ? こかも知れないが、 ヨト; ひ十逃法で勘定して居? 二 、めlこ

2600 e いふ数字は我々に監貨の意金催さしめる底のきっちりとしに感じを奥へるのであ

る。つまり紀元 2. 600 年と! i l ft も今迄我々 の過して来? こ多〈の年々と同じ桜に平凡な日々が

流れて行 〈のであらふから 、ぞれにますする所感も[ 1ft 平生の所懐に過ぎない諜なのである。

言五、迄もない事ピヵヘ大陸の建設にまI し今日本はその?を運命t : ' 賭けてゐるのであるが、

建築家としても之に全力を打ち込t J べきであり 、叉こうしに大きな建設の時代に偶々建築

家として存在するといふ事は常然我々の大きな喜びである筈なのである。

惟五、に日支問の民の融和は建設によってのみ成就し得るのであるが、しかもその建設に

るや未開地にでな〈、既に 5. 000 年の文化を有する土地に行ふものであるから、何等かの

; 意味でそれに封し文化的に村抗し得るものでなければならす¥我々建築家のt' l 務も霊且つ

大と言はなければならないのである。

今 日本本土に於て温常I突き的に育って- s ! ( i 1こ日本の建築が大・臨に進展して行くといふ場合

色々の問題がある課であるが、何よりも第一 に日本にポ砲 をカパ ー しリードして行き得る

ほどの立汲な建築の睦系が存在してゐるであらふかと云ふ事が気懸りである。

例へばドイツ人 の青島の経営の場合を汚へると 、 彼等［は ＱＱｾ 令陳腐なものである として も

一通り完成しにヨーロツパ建築の規範を有してゐ? こので、それによって、- I . @HI I - : 麗なスペ

クタクルを有する街をi去り 上 げTこのであっ fこ。

日本人はどうか。正直の所、日本内J: lgに於てすら 美 しい{I : j は存在してゐな い。日本の代

表的な ＱＱｾｲ ごといって外岡人に銀ｦｪￍｦＮ通りを案内 ＱＫ｜ ＱＡＨるであらうか。銀座の無秩序さ低俗さは

質に共 (. t; 日本の建築的貧悶きを物知ってゐるものである。我々は新京の建築を批離するi -iiJ

に、あ の程度の事 しか1f t . 米なかっ?こ 日本の建築界を刷るべきであらう。大障の建設に直而

して 、 日本は先づ 日本内地の建築的質問さに呆然Tこらさ' るを得な いのである。総ては一一

日本内地も合めて一一これからな のである。

しかし我々 は只唯悲視のみをしてゐるものではなし 、。寧ろ大いな る期待をもってゐるも

のである。ぞれはこの異常な時代のiB肝? こる流れ、大いなる 1!J5力によって日本の建築は今

こそ本官のも の として産れ/:Hるで あらうといよ、胎動を感す' るのである。こよ、 ぃ」、機併にこ

そ長い Ｑ 民主＿とってゐ ｦ 二日本の偉大な力、強力なる姿が現はれてｾｾるであらう。我々は自分

自身の手によって それが顕示されるべきにといよ、期待と 信念とで心臨り身職〈 のを? ???すe る

ことが同11/>1( 1，よ いのである。

年 頭
仔

1
1

y

 

戚

新 名 手重 夫

紀元2600年を迎へるに首って、先づ思ひ1: 1 : ¥されることは、事謹前湾問| 専やオ リムピック

7 1  



. 8  

などの記念事業の計藍に胸を躍らせてゐ 7こ建築界の ことどもである。

それ寄; の開催に作ょ、槻光容を首で込んで計寄せられ? ニホテルt.:vt でも敬へ切れない院の

敢に上り、早いも のは既に工事に着手し?こも の 3 へあつ? こ。

帝都の催物に呼躍して、各地方で百十寄せられてゐ? こ紀念事業に主つては 、多過ぎて既に

記憶の呼外に出てしまっ? こ程である。

にがそれ 主宰の霊長かな夢は、支那事 礎 とし、 ｩ 、前 ＷＱｔ 未令イ ｦ の問具ｉｦｾの震に全〈跡形もな〈耐 え

失せて、今我々の目前にあるものは、強力な統! l i I J と物資の不足とであり 、30' f.の7rf 測が f象

想、せられる文字通臥薪嘗臓の時代となっ? こ。

飴りにも華・かな後想、を伴つにものである? ごり、今2600一年を迎へるに官って、誠に感慨無

量なるものがあるのである。

t.: が、 二番飛って考へるに 2600 年はこの局に一層その意義が深〈なつ? ことも 言へるとも思

」、。

紳武の建閣は決して量産かなお祭騒ぎの中に行はれにものではなし数限りなき親維を克

服することに依って成就せられ＿ここと勿 論であって、今日我闘が東亜のｾ主として、大陸

に行ひつつある建設の指導精神は 、と りもなほさす-1(1rll iI t建閣の精神であるからである。

この意味で、今日の苦難こ そ2600年を迎へるに; 陵もふさはし い ものであるとも言へるの

である。

紙芝に耐え、苦難i " 凌ぎつつ、而も常に聖代の有難さを謡歌する心こそ、 我問r ( の的統

で あ れ こ れ こ そ 紀 元2600年、年頭の心構へでなげればならぬ。

i;r i;r ｩ ，， ｾ＠

以上の如き心組みを持つ? ニー1-. 、扱この年頭か ら主張して置き度いことが 2、3 ある。

*  

オミ マJ

その第 l は物資の問題である 。

全ての物資は本年に入よりて一層窮屈になるといふことは、政府も専問家ーも口を揃へて唱

へてゐる所である 。

I つの物資の不足は他 の物資の不足を招き、! 京悶が結果ーとなり、結果が更に! 京閃となっ

て、結局に於て 、全て建築界へ悲閥的な材料となりつつある。 1-大風が吹いて桶毘が液昌

する」 といよ、論法を聯想せられるのが最近の物資の批態Jである。

織の事は賞分首に す る方が間違ってゐゃうが 、 セメントの不足はー瞳何うなるの ｴｾＧ ろう

これは土木建築界にとって銭よりも一層重大な問題である。鈍は少くとも今日程度の供給

があれば、何 主か木造建築はやって行りるのであるが、セメントが得られな いのでは建築

は全〈不可能である。

この扶態が本年 も依然績 くものとすれば、木浩建物建築統制規則などの効果に待つ迄も



なし平和的な建築は木浩まで全〈休業である。木浩建物統制規則の坪数制限に封して、

無筋コンクリートの建築に最後の活路を求めんとしでゐ? こ建築界 t，、セ メントの不足に伏

って至宝〈 雲隠誌の形となっ? こ。

セメントの不足は結局石炭の不足に! 京|大| する。石炭の不足は一時向に) 反問する のである

か。

北支の炭鉱のE 大な埋蘇? をに就いては間〈こと既に久しし今度の事経iこ依ってそれ ct

既に我問楠袋の時内にある 筈Tご。PI ¥rll はいろ いろあるであろうカヘ千のM¥かない鰻i容は 、

ｾ腹者にとって却って刺激 ｬ こなるばかりである。

1 昨年の初頭、政府の物動計 聾のほんの一端が公表せら れ? こが、それにりでも凶民は将来

への期待に於て 、心構への上に大に明るさを見出し得fこのであるから、本年も政府は年珂

ｬ こ上 の計聾の進捗 Ｇ［ｾｪ ｩＺ 態を瑳表し 、 更 ｩ こその帰京への見通しを閤民に了解せしめる乙 ｴ こそ

精勤にも増して必要なる事柄であり、建国紀元2600年の努頭に政府の悶民lこ向つてなすべ

き最も有効遁切な方策である様に思 五、。

(:{ 会 〈ミ

本年度の業界に於て 、今一つ明開lこ橡想、せられることは 、。ニ宅刻{ が続々激化するであろ

うといふことである。

これに劃して、木造建物建築統制規則は小貸家住宅の建築を助成するかの如〈一陣はう巧

へ られるのであるが、一方家賃の抑制と建築材料の腕貴とは 、家主会してノl、貸家よ b も克

に簡易なアパート一一名稿はアパートであるが、賞質は我々の撃生時代の下宿屋の外側を

洋風にし 、内容を一層殺風景にしにものに過ぎないものに走らしめる傾向が多分にある。

事賞、木造建物統制規則が公布せられてより、町外れに、何とこの耶の建物が荊えつつ

あるかを見れば、
この傾向は既に事責となって現lまれつつある様である。

所で、最近或緒級事問の略者が、
ア パ ート府快 諾ーに紺綬 ＮＺｾＮＧＢｘ の特に多い乙とを指摘し 、

アパ戸ト建築の現MJ i: の憂ふべきを説いてゐることは大に片:[:' 1すべき事であると思ふ。

今日銭・生しつ〉あるアパートは、言l立ば毛布築士1: 宅の肢後の形式fごとも司王へられ、従来の

小貸家住宅よりも更に 定的 に低下しにも のであって、岡氏髄{ 立の向上を肢も必要とする今

目、
こうし＿こア パ ｻ トの助長に依って住宅革 ｦｉｾｊＩ 一部を ￭ｦｬｬｦ 決せんとするが如 ｚ は、大 ｬ 二Ｅへ

なげればならない事柄fごと思ふ。

筆者は歳末所感にも少し〈この問題に綱れておいにのであるが、岡氏保 ｬｾ ｩＺの常に、厚生

省に於て l 日も -7-. <.生1: 宅建築の最低限度の規定を制定公平ii し、市問地建築物法の空地面的

や ｊ 宗光商船などの規定の不完全さを有 ｉｪ ひ 、 室内の換ぷ景 、 ｭｩ 系度、 ＩＡｾｴ 度等までを含む術生

準的な基礎に立って、住宅の質の低下を防止せられむことを、年頭更めて主張してやまな

いも のである 。

{:-{ 主公
-"， 
/.， 
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ヨ々は防空砲設の問題。

事費の始 ると同時に 、都市防空施設の重要性が強調せられ 、その述かなる整備が慌に 11月

導せられにのであるが、議算の開係からその貰施計聾は極度に縮小せられ、それが更に資

材の不足に依って阻まれ、今日貰施の Ａｉ 犬態は誠に心細き限りである椋 ､ｾ Ｇ 。

ぞれに、我閤都市に於ける防空 l立主要克するに防火であるとの立前から、ド'J j 火改修事業貰

施の計霊が立てられてから、我岡の防空設備はー肱落着〈所 ｬ こ終着い＿こかのＡ蕊ｾｻＧドって、

本格的な防空施設促進の熱意が、非常に減らいに様に感じらわ，るのである。

特 ｬ 二、 先んじて防空施設の必要を強調して ｾｉ､ こ建築家の問に於て一層このＡ患の深いのは

大に反省しなげればならない厳に忠五、。

木造都市の防空はとりもな lまさ宇都市防火であるといふ建築家の主張は、防火改修の賞

施に依つ τ 、兎も角も賀行に診されにものではあるが、それは我々の主張の最低限度であ

って 、決して現想ではないのである。

都市ｾｺ，ＧＺｾ襲の Ｑ 封筒から救ふ鴛には、建築家の協力を必要とするあらゆる施設の完備に伐

? こなりればならないことは言ふ迄もないことで、到1想は遥かに高速な所にある筈である。

防火改修はその: E !H想へ到達する迄の、差迫つ? こ現# ，) ，に釘する胞t i f ! : 底置に過ぎないのであ

って 、こ れに依って熱を冷すべ〈、防空施設は飴 b にも長期を要する現ff 事業である。

都市武装促進委員令結成常時の我建築協合のこの問題に釘する熱心さを想起し 、最近1>:

J絡的防空施設への一般建築界の熱情の冷却を省み 、建築協令としても本年はこの方而に史

めて tH直す必要が大にあるのではなし 、かと思ふ。

千

_ L  

ノ、 百 年 を? 迎
今

A~

て

清t 本 義

闘を皐げて奉祝すべき紀元 2600 年を迎へて思は疑問の古と現 !U: との間を往来する。円

向の闘を御殻途東征の軍を進められ或は浪速に、或は生町j に或は熊野に幾多の照刻! の辺を

履 ませられて大和 園短原の宮に官柱太〈建てきへ給へるその昔と現世とは、ＺｽＭｉｾ問 ＲＮ 600 年

を隔る左は云へ多〈の似通へる黙がある様に思はれる。今や皇軍将兵は支那海を押し渡っ

て大陸の各地に時戟し興: i l l Iの聖業達成に精進して居る。地域は嬬河泉紀平日に較」くべくもな

く民大で聖戦の規模も亦懸絶甚しきも皇運の隆盛と民族の褒展を阻む悪躍を! 背懲する聖戦

? こるこ左に鑓 りは無い。底津岩棋に格ぎなき東洋平和の宮柱が打建られるも近きこと H 言

じて居るが、 もしもその礎を本年に据ーえ ることが附来るならばこれに勝る紀元 2. 600 年記

念事業はないを考へる。
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ノ、 年百
ル

ι

迎
J 、

て

中 野 順 三 た 郎

技術者不 足の打柄私は一つの岡策ｾ提案し＿こ い と 思 」 、 。

義務教育としての小墜佼( 閑民事佼) から 1+1 る全閣の少年は閤家の大切とする 人的資源

であるが、之等の素材を如何にや1
1し如何に職業づけるかの同友の方針仁封してでめる。

農業、工業、商業、共何れをも必要 とする こと勿論なるも 、 日本としての岡家産業向上に

一 つ の 目 標 と 方針がある筈で 、こ の目標に 向 って会 ｩ 必 ｪ ｏＩ 少年ｾば如何なる方沼 ｩＨこ 如何なる

方針で111
1さうとする のか 、文部省にして も、厚生省に しても路間?こ る方策を樹て〉 貰はね

ばな らぬ。

そ こで私 の考 へ て居 る のは 、 ノ ｪ 、 皐校を ｾ II ¥-rこ者を大部分質業教育の1+
1

1取る椋にして置くこ

とである。明想的 Lこ言へば徴兵桧脊迄の就感年限等と云ふ乙とになる折、 それよりも最短

年 限で 三年でも四でも兎に灼賓業率校へならば工業であれ 、 農業であれ必す，入事 ｊ ｉＭＫｬ ｾｪ ｾ る棋

にして や ること である。場合に依つては閤2誌が墜資の制) J l )J をしてやって皐習の便宜主? 興へ

るこ と にすれ ば良 い 。 ｾｊ ｾ 常に ｲ ｪ Ｎ ｊ 与さ［志阿 Ｎ Ｗｦや更に高等、専 ｩ Ｂｊ 墜佼志願者が減ることは一 向 差

支 へないと思 ょ、。 中 皐から ｊ て級事院に逃ま う とするすは 、 持 Ｑ ｾ Ｇｾ 問ｾｾｻの指導的地位 に 立つ将

司と 考へて 厳選 にl首選寸る必要もあるから 、寧ろ入率四f I のある程い 〉とも言へ る。イJi' し従来

の如〈 撃力ばか りで無 し 韓力 、入物、家庭、素質、等の要素を入れての入謬嫌であるな

らばで あ る。

岡家の要求する産業の方向に従っ て先づ買業教育公施して世りば、関民が如何なる場合

にも 産業鞍士であると |司時に如何なる場合にも節制lの武人にもなれると言ふ こと であっ

て、 閤家百年の大青|ーである と信する。

技 術 者の 不 足の如きは最早問題では無〈 、 恰も中隊長が ＱＹｾｴｲｴ れば 、 小除長で然らぎれば

分除長が代って指折r . するが如〈 、日 本の岡 に農業政ー1: として 上等兵から伺長、軍皆、めTこ

りの者をどしどし養我せなり ればならな いと 忠 ふ。

迎 年 新 世 の 御 題 を 奔 し て

ι  ...... 

4コ 尾 保 衛

皇 ｮ ｩ 且 が大 日 本 有・ 閣を＿建設せられ賜ひ 、 皇統辿 ＪＺ￬ｾ として天織と共に窮 り 無〈 、 ｅ Ｑ Ｒ 閣の理想
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に準臨して逮〈寓世の礎を定め賜ひ、天下無比の精華・は順々千・として立掲せられ 、光輝あ

る一億図民は粛々として間運の大僚に浴し、聖代の高 ｦ 惑に釣し絶大 の Ｑ ＱＡｾ 奮を感じ、 ＱＡ 討議の

皇思に膳へ奉らんことを期するものである。

この光輝ある紀元 2. 600 年ぞ迎へて感極まりなさの時に首 h、今や世界を是非げて動乱の

渦中に潔ひ、所謂世界の一六時換に直面して居るのである、我岡は日支事費第四年を迎へ

て大東亜建設の覇業は着々としてその緒につき、只々巡匙の機涯に際令し、同家組、動員の

大令下に岡氏の自制自粛、高知: を排して閣憲の; 尋般に111到底し、| 必i策の京航lこ服従し 、同知1;

を排撃することにこれ努めねばならぬ重大時機である。

然るに現今岡策の一端として質施せられ? こる物{ 貨統111I Jの趣旨を逆灯j して、暗中飛躍即ち

日昔ｊｪｘ引を行ひ、暴利を＿占断し、図書 ｉｧ 重主主 の 中に民心ｾ不安に ｆ れれんとするが如き行鴬に至

りでは、天人共に許すべきも のではな い、且又統制 のｾｾ ［主に籍口し、 ｉｬ ｢ ｗ＿ 古同何れも物ｻ貨の

釣上策を廻らし、物貨の惜賀若し〈は不買等阻悪手段を弄 し、図民はこれ等不徳輩の震に

日々恐怖を受ける様であるならば、この間に於げる民の拡感を調抗研究 して民心の不安を

解消し、安業とその生活の安定を計る の道を講じ、間民の恐怖生活欣態 をl陀せしめ、初め

て民の慰問一致がなし得らる、ものであって、而して悶E廷をして長期聖戦 lこ耐へ得るもの

である。鴬政者? こるもの宜しく調茶研究せられ寓遣i痛なさを期せられにいものである口議に

明治大帝御製の中に

市'1
1
垣に朝まゐりしていのるなる

閣と民とのやすからめ世を

閤民のうへやすかれとおもふのみ

わが世に? こえぬ思なりげり

を奔し、かくも民臣の上に慈愛を垂れ賜ょ、? こ大御心の脱 lこ釘しti q ，問[ ¥' ; は皆ロ佐々 かし

こ Ｕ に感泣するばかりである。然も今 や同民はＧ首 ・ 々として寓 ｍｉ ・ ｾｾｩｬ し 、同 省 ｩｬｲｯ 克服の熱誠に

燃え、而して園家の長計に ｦｬｴｦｦｾ し、大 Ｊｾｭ の建設に迦Ｚ避し、イ作ん凶 ｊ 氏川均 ｬ こ精臓を致して

ゐるのである 。

鶴て ;大東亜建設の偽に我々土木建築業界が重要なる使命を千f し、IlIt 合政策上その' J . '"( 務の

重大なるものがある。即ち大陸建設の却一歩は買に我々が第一線に立? こねばならぬことで

ある。何と言つでも通信、交通機関である。海に陸に通信通話、鈍道、橋梁、道路、その

外各種産業機構に就ても綿て共基礎的施設は 、我々の双屑に負はぎるものはないのであ

る。 i盈般臨招せられて北文に在る同人よりの通信によれば、在留邦人が領事館に米の切符

を持ち 、一日一人宛二合の交附を受〈べ〈粛然として列を鳴して居るといよ、 、而もその揃

然fこる姿こそ日本人の強さであると 、斯の如〈見解をなし? こる我等の同人ある こt カf又日

本人の強きでなげればならぬ。

幸ひ我炉建築協舎は この聞に廃し 、多数の技術者 と闇躍が動がさるこ と二十鈴年の照史
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を有する我々 の協力 を以て 4佐々 似 ノ今大陸百年の建設大号1・ff 誤ら さe らんこ主に努力し? こい も

のである。

誌 に紀元2600年の光輝ある悟史を〆釘する我々凶民は、 4JE々出i品以てこの間刻{ーに崩し、 fが

誠以て愛闘精雨111ｦｦ 設 ｩＡ｛Ｈ し、大東 ｊｅＺ 建設の｝ｾＡＱＮ想に週挫し、 Ｑｲｫ も記念すべき瞬古の光栄に到し

敬虚と感激の意を致し 皐組の御大賢に奉符し 、ffXl日程の精華と寓 世不拐の皐運を扶翼し奉

るベ存であって、問 l記試練のi長好時機fこることを閑却しではならぬ宍第である。

戦 時 下

介

建 設 の 民 祈 り け り 手JJ 灯 1)

守守

の 新 年

亀 井

を 迎 ふ

幸 ヲた 夏目

東. 5 : f の新秩序建設をめさ' して我等は過去 2 ヶ年三!とを問家ーの線力会家げて職ひ掠りて米 fこ

が、今や意義深い県紀 2. ＶＰ Ｐ 年＼ｦ也 ｩ へ＿このである。Ｎ，ｾが然し第 一 線は今も向、政ひｾ縮け

られて居る事を忘れてはならぬ。 即ち 我等の父 l之、J"G拾11 、友人は第一線の職場に於て此

の輝か しい新年 を、戦ひの内 lこ或は休戦の内に迎へ? このである。此の時tこ於て年頭の所感

を記述するのは主主〈感慨無量のものがある。

今迄の「年頭の感」と云ふものは「本年も例年の通り賃矧:1: : 1 : り候」の後に来るものとし

て、慣脅的に日向度、円 H"，1変の外交部令で事が足り? こ詩であるが、本年の年踊の感はそん

な生やさしいものでは許されないものがある践な筑がする。即j ち同氏は取って事挫彪引に

向って買. 剣の碩張りのftt め再出張主7必要とする年であると同時に 、更 に力1¥はっ て来るであ

らうところ の統制経情の重睦に耐へ得るところの岡氏的 (1 日本精神 (1 の涌養と「偶袋日本

精神」の陶汰とを最も必要とする新年でもゐる。 i吹に戦時樫制下の新年の所感として、 l' 能

時経怖の館: l jlJ 下の技術家伝反省してみることにする。

戦時 経ｴｊ￬Ｇ Ｑ の鯉 ＺＱ ｭ を 整へる事に闘する急激なる要求は今 日 まで前ｩｅ ＨＺｬｾ に存ず ｅ して居つに訪

問題を、 急; 辿に現賓の問題と して表商 lこ押し H' ，し て米? こ。 即も 平時に於ては 、只単に皐問

上 の可能性 として のみの存在として僅かに干了ず ｅ の意義を持続してう ＱｾＱ こ多〈の問題が 、戦 争

目的遂行の必要から現宜' の問題としてクローヅアップされて米? こり或は昨日まで制めて絞

慢な歩調で自然的に庭理されて来? こ諸問題が、一撃に強化されて而も短期間内 iこ早急: に解

決が要求されて朱Tこのである。

此 の事はf臨時韓制 が粛し?こ新になる 事態とも云ふべきも のであらう。即ち戦時韓制下に
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於ける我闘の新経隣組織は金より物ぞれ自身がより大切なる事態を漸宍吾人の貫生活の内

に 兵髄 化せしめつ〉 あるのを痛感するであら う。図 家全髄の震には個 人主 義的私経 ｩｾｦ へ相

官の干渉とｾ力とが期待されてよい のは今更喋 々 の 必要もないのである。而も此の新態を

中心 ｬ こ想像 ｔ ごもされなかっ＿こ 多 〈の困難色吾人は既にｾ悟を 定め て居るところであらう。

園際情勢の逼迫し?こる現下の事態に釘臆しながら illl 納豆民族への蹄しき繁明としての東

革新秩序の建設の故民 、我々は図家の線、力を以って聖戦目的を達成せねばならないのであ

る。此の必然的の要求は生産力の蹟充、資金の調整、秒J動 計主主等々と云つに類ひの銃後生

活に於ける種々な制約が身謹に益々押しせまって京Tこのは又己むを得ないところなのであ

らう。

* 花の新秩序建設の中，恒指導力が日本でゐ b、我が大和民族の宿命的使命であるとする

ならば、我 々は共虚に限り なき民族的名称 と武務とを感ぜねばならな い、而して虎硯耽々

とレてそのすきを狙って居る白人勢力を収め る篤の偉大なる力として我が大和民践の貫力

炉作;( r : せねばならなし 、。?ごが然し斯〈の如き名将ある輝しき使命は一日豊何によって達成さ

るべきであるか? それは云ふ までもな〈、大手n1と放と して生を此の-w: に交げ?こ人それ自身

で、 それは決 して物それ日韓ではない。人は常に天興の自然的資制を開渡し工夫し且つ又

之を人類福祉の震に使揮するが放に今日 の瀧くべき科接的文化 W: 界を築い? このである。此

の故に ;東illi 新秩序の建設は少くとも直納豆民族の幸踊と- ' ] ' - ; f : 1 l への建設の需の科墜と技術の

動員を意するも のである。 Tごが然し間泣へてはいけない。 ir可i'ii cなれば科壊と技術と云って

ちそれ自 轄で は何等意味 をなさ 1μ 、からである。即ち我 々の生前に 利便と 幸稲 を粛すでめ

らうところの近代科尽の粋を集め? こ機悼にし? こところで 、機械それ 自身では利墜でも技術

でもない筈である。 それを趨首に運陣し得る 人間の哀介を得て初めてそ の使命なり、その

本来の機能力 ｚ 満足されるべきも のでゐ る のは 申すまでもない。此 ｾ に於て我々日本人が如

何に重要なる使命の内lこ此の東亜の新秩序に封庭して居るかを 9: 11る事がH' ，取る。

大陸に展開されに天興の資源開設色、関内に於げる生産力抑充もそして聖戦胃的遂行に

必要なる凡ての方策も、要するに大和民放としての我々が中心となって之を推進さすべき

ものであると云ふ民族的自・毘が最も必要である様な策がする。

今日の日本に取って斯〈の如〈重要であるところの人的資源に針する岡家の関心は、必

令しも賛成し得るも の とは云へない。何故なれば、斯〈 の如き重賞を負ふ科書昼の又は技術

の戟士は、常に囲気へ真に奉仕する道が阻まれて居る様な機構で働かされてゐるからであ

る。此の故に我々は何日しかノj 、乗的な技術家系賀と云ょ、特種の気風を養成し 、今や此の気

質に輔され、興E互に技術家としての大業の責務を捨ふところの元気に猷〈るところのある

のを遺憾主するのである。殊に我々建築を以って岡家に奉仕せんとする者は須〈時難克服

に必要なる元気と精神とを以って閤家が要求して居 るところの事盤底珂. に 向って、今年こ

そは更に忍耐力を強庫 して建築報閤へ主; 直進しゃうではないか。
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卒 業 生 就 職 の 状 態 を 通 じ て

中 野 !慎 ヲた i B  

昨年度( 昭和 14年度) の建築界を省みて種々の記録的な問題を場げられるが、共の中で

建築技術者の不足に閲するものは最も大きな問題であると思はれる。

此の三月を期して 2000 人に i丘い卒業生諸君が補充されることにはなるも の 〉斯程の充員

では到底追ひっかぬ現炊となってゐる。依然として本年はこの問題の篤めに封策を考へる

必要があり、更に将来にますする根本的の解決法をも覚悟してか〉らなげればな らぬ弐第で

ある。咋 14年度を通じて工事請負業方面から各官服、軍部方商、軍需関係工場方商に及ん

で要求され? こ建築技術者は全韓的延数に於て一日豊何程であっ fこらうか。

これに就いて遁確な数字を務げることは困難である主しでもー臨検討しでか〉 らねばなら

ぬ出蛮黙ではあるまいか。

昨年度は各方面に於て種々と論議される主ころまでは至つ? こが未ピ充分の資料も示され今

従而技術者養成の方法に就いても兵韓的な方針が樹つ? ことは云へない欣態であ らう。

韮に新卒業生への採用申込の有様を通じて 2 ツ 3 ツの資料を報告し何等かの参考に致し? こ

いと思ょ、次第である。

即ち新卒業生に 3討する申込数fごとか、或は申込んで来る方面fごとか 、亦これに到して就職

ぜんとする卒業生の傾向等についてこ〉数年来の賞献を詳細に調べてみると、一つの事情

が判然と認められ争のであって、更に技術者補ヲピの方策に及んでも一つの見首が得られる

のではあるまいかと思ふ σ

会採用申込書女宅加の有様

本年度私の科に申込みのあっ? こ駄を数年前からの分と比較してみることじする。

昭和 10年度頃から 弐筋に増加lの Mi 向にあっ?こ 巾込教は 1n' r;年 度 ( 12年度〉あ? こりから目立

ってゐるが、更に 14年度は激培してゐることが表の示す過ちである。( 銘・ l 表 参J! の
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表示の泊り結綿が rl3込数で質紘

は申込先の件数となってゐるが、

79人一. 129人一→ 151 人ー争373 人

と増加の一方である。

之を申込のあっ f こ月別に考へて

みると更に饗化を認めることが出

来る。

従来は年が明げて二月か三月頃

でない主建築科の生徒には申込が
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で時には四月五 月の次年度盛 りlこ

なっ てこ の)1犬態を示す こともあっ

b  

? 二位ひで、これが建築界特有の就

ij i J ) 拝見象であっ? このであ る。

然るに最近は次第に時期が早〈

ｾ＠

なってＱｦｾて 、 ＱＰ 年度はＱＧＲ月から ｼ

更に i 昨年度は 5 月 6 月頃に繰上

げられると云ふ有様であって 、昨

それから 10月- 9 月とな I り月に 、

司

中U 払小 t十ザムー

す ｩｾａ キＮｴｉＮＮふ ［ｴ k ι  

て三 ｾ士官吏 Ｑ
一一一寸注刈唱え

司名和十五ー与- &_

4J1 

，ｬｬｾ＠

ｾ＠

年度 の 如きは既 ｬ こ Ｖ 月頃ｾ以て ｩ 設山

''
ι

l高の申込教となっ? こ程に 縫化して

ｾ Ａ什こ の である。

l好機の珂 FI .Iは機械とか覧紙、化

，製方吊i の卒業生tこ劃する乱約申込

の必要があっ 7こことに関連してゐ

ノよ乙/ 1  
/ .  

守.
E  

4}i 

豆_ ¥:. I _  

_  c.，'  _i'、g _ f パ向午iえ;誌を::;

ると:.1-5.へらる〉も既に卒業生配給

の統制 を交けてゐる之等の専門で

は議約の 出来な〈なつ TこH' I"年度に

J  

於てすら 此 の有拐: であることから

みるし矢張建築界自髄カ Z人不足

で困ることに原因してゐ? こことも

l切らかである。克もこ〉に注意す

べき拙は卒業生ｾ得ることが弐郁
1  

に困難であると云ふこ主になると

自然保用申 込 をする側でも早手ｾ

しとなり 、従而要求敢にも割増し

t  

， 

をつりで置 くと云ふ結果になる筈

E  
g 尋

であるから 、こ の僚の敢字を建築界共催の要求i伏態とみることは嘗らな いであらう。併し

乍らー商には最早申込んでも駄目であるからと去ふので 12月以降は各方而共申込を断念し

これを' 橡想、すると 11月以降の後半の 巾込世 t1肉質際上り
Tこ向 も相前にある様であるから 、

は少〈 なめとなってゐると j/ iJ Wl1Jすることも IP，ボるのではめるまいか。

Wi < して次年度廻 し となることから遂一年と累1mの ftfi 向を? とる乙と に もなる持である。
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の有様で 14年度の如 きは激噌の人事{ で注意すべき現象である。

術保用申込先の数も 41ー→68ー→77ー→ 108 と次第に増してゐるが、 之は卒業生を要求す

る範園が共第に蹟 〈なつに こと を物語るもので 、殊に 14年度の如きは朝鮮、満洲方面から

の要求が非常 に多 くなっ てゐるのである。

こ れに 就いて は次第に庚くなる橡想ｾ下すことカ勺 Ｑ ｾ Ｑ Ｑ 七るから 北 支 、 中文方面からの 申込

も迫々 起って来ること勿論である。

会申込先の種類

卒業生を要求してボるのは如何なる方制からが最も多かつにか。之も数年来の有様を第

2 表に恒三つて比較してみることにする。( 第 2 表参! 日1. )

昭和 11年度と 12年度は余り 経fじしないが 、13年度から ftj [ 向が旋って 14年度には非常な援

fじを認めることが出毛i.:: る。

甚だ し 〈謎つにのは設計事f15Fl} j 方i語力; 的どなくなって (:;i J l J : の営縦方面が激増 し、更に宵

脳方商の要求が多くなって司d ここ主であって、乙れの)JJ11天| は更に深〈考へなければならな

い ものがある。

先づ設計事務所方 jgI は従吋との如 32支; ¥1" 事読がなくなって比較的手数の要らな い工場建築

とか・時的仮設建築物が多くなっ ｔ こ防 ｊｉ 系 一 卜 ｾｭ ｌ 主力地加を裂しないど ころか次第に減らさな

りればならぬ様な有棋となっ fこ。首然新卒業生を j民入れる内nli も必要もなくなっ? こと云」、

のが一般の事情ではあるまいか。或は ｪ 架〈辿築事的所なる ， ＨＯ向性が現時の如き祉合 Ａｾ￧ 態に

於ては ｬ 寛先に仕事ｾ得られな〈なる桜なことになってゐるのか、兎に角工事前負業方面の

欣態に比較して非常なる湘異があるのである。

一般官服方[ 百( ま戦争の起ると同時に人民を少〈して技術者を? 工事業界に或は軍方面に移

動し? こ閲係上、今度は逆に入手不足で仕事が忙し〈なつ? こと云ょ、ことを聞くが、共結果新

卒 業への保1 ' 11申込ド多くなっ? こ則もあると思ふ。最近になって官踊方面からの要求が目立

って多〈なつにのは更に仕事もどしどしゃる必要が起つ にのかと想、倣するが、過去の有線

に比較して非常な鑓 fじである。更に令枇の営絡につ いては軍需に閲する産業界の護展から

建設的仕事の激増し fここ主であって従ういから第二義的の方商であっ fこのに、こ〉敬年1mは

披も申込童文が多いと云ょ、現象である。

向附力11へて考へれば建築専問で無いところから建築科の卒業生を申込んで来るこ主であ

る。特殊な方面であるが、例へば化製工場、機賊製作工場の一員として建築卒業生を採用

し、将来は工場の経管的業務の方に進めてみにいからと云ふ様な要求のあることである。

これの散は極〈僅かで問題に はならぬが従来なかっ?こ現象である賠が商白い。これは恐ら

く化撃や機尚等の技術者不足 から ｾ ｦｾ る飴波と見られる。 ｭ し一雨には之を建築卒業生の足

場にして進むことがH1ボないとは式へないから、申込先としても又建築技術者としても府

米の研究ぞ要する部門で はあるま し、か。
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'fit し何んと去っても低年 Ijl 込散の立って多いのは工事施工の令m上方 l新であって 、 これに

をよ し、ては ＱＴ 年度 Ｇ ｪＩ 現ｾ［ｾとして何 人 あっても足らぬと云つに始ぷであるらしい。

従州立 2 名保n J とか 3 名募集とかであつにもの/ J ; 1'; 年度み如き何人でも排. まぬからと FI"

込ま九るのが普通の有様である。

宜 ｦ 祭に工事をやって行〈上 ｬ こ節 Ｍ Ｇｫｊｾ に立って協 Ｇｊ ( ，ところ の現場技術員がなりれば困る と

云ふが、向何人程。技術者があれば日本の建築工事は満足して施工1t ' . 9，<i るのであるか、こ

れこそ誠に重要な瓢であると思はれる。

介卒業生の希望方 面

卒業生が就自主 し? こい方面はどんなとこ ろか、吏に剖都; 寸市Jユ

未 fにご卒芸業t 生の向配E詰首.統;出制tl附1リJ ｾを ｦ 受けてゐなしい 、ゆカか〉ら各自の者剖都ｼ日 ｩ 千介＿や ｦ青 ｦＺ 望ををＧＭＧ ［Ｇ巧汚へて弘就 ＮｴＡｻｩ 泌 ｴ 先をを ＺＧ Ｑ挟＿兜 ｵ ぶ Ｔ こ とに

はなつてゐるもの〉 、卒業生の進路に も一つの傾向がみられる。これは事[ 交の方針や家出

の事情に依つでも鑓る筈である。

製佼としては何彪も同じ＿ ご と思ふがみＡ家の現 ｪ ｪＩｾに ＱＴＱＱ じて最も豆要な方阪に就 Ｚ ｲ ｩ ｾｩＭ る棋・す

〉める主主にしてゐること は首会長であろ 。

ＱＩＨＺ しこ〉に注意すべき思ｾは機械方面とか化率，方面の Ｎ ｉｭ (， ]'iitt6産業と然らさ' るもの主力: 判

然としてゐる有械が建築界に於ては非常に異る こと である。

軍需謝1系の建物ばかりを均工してゐる合祉があるかと云ふとこれは克ってゐない。それ

な らijI l制i系と か軍需工場の方 i百以外に就，臨し ーにもの〉戦場は何! 芯かと云』、乙とになると 、

製院の現場もあれば兵合の工事場ーもある。ｾｴｊｩ棋な事情の 下に世 かれてゐるヰＺ京生カ ［ｪｦｲ む方

市j ;i); と・うなって ゐ るか。数竿- i l <i のl英様を第二去で比較してみる。( 第二表参照〉巾込放の下

に黒〈塗つに部分が就脱者。駄であるが、殆ど一定してゐるのは工事泊工の合i仕方 l商に就

ＱＨ ，悼する者の制合であって、 Ｑ Ｓ 年 度 ｪｾｴ ま全数の Ｔ 三 分 が こ の方｛商を希望してゐるのである。

成りのこl三放が局耐とか昔話 、事訪問弓: に分れてゐるが、 14年度になっては大多数が工事

前負 方高に就職してゐる現 ［ｪＩｾ である。

これ lこついて私 l立中等程度の建築卒業生は先つs 工事現場に勤務させるのが)1闘賞では仰い

かと考へる弐第である。

Ｚｩ ｩ ｩｬＺ も有 効 にｻ動かせるには此 の元試 一杯 の卒業生をば先つ ＩｾＺ ｚＺｬ ｮ こ従はせること 、 これに依

って賞際の技術ｾ習得しつ〉文字辺り建築技術者の斜 Ｍｒｊｪｾ に起つと云ふ巧へである。

勿論 ￲Ｇｾ 似のｾＩ，皆技術者・とか設計事務所の頭ｊｬ鼠 Ｔ ，Ｚ位の技術 Ｚ ｬｦ になることも逃むべき辺では

あらうが 、15制j河( :しレ，白紅. 雌とか設己計計十' 事手務語初j所v冴Tでは年t出附記治7とか常識のf僚像削f干刊11ド- もあつて相包

な仕司事Fをを? 受持つことが必必、要 と思はれる。

亦この方制の仕事は仕事色しでも貰は可成むづかしい筈のものであって年の若い判断 力

の未熟な者にとっては無湿な貼が多いのではな いかと思はれる。引較べて工事路工方商で

はHI l 々な係があるから現場主任とか工事主任の下に統制を受りつつ 、先つ官官分的の係の技
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ｴ ｬￎｌￏ員として一 人 前の仕事ｾ究え技術の習得をすること に なって 、 卒業生色 し でも進み易 い

ところがあ、るのではあるま いかと 思 ふ。

結果からみて殆ど全部の者が工事砲工の第一ｫＮ ｾｪｾ を希望する犠になっ ｦ こ。之が卒業生の進

むべき常迅・の如〈になりつ〉あるが、私の製佼のみなら十他校に於ても同様ではある まい

か。然りとすれば. J ' * l ' lj 中込先の不足教は自然合nii:; 苫A' 器開係 、官髄方面と云ふことになるが

こ れは将来 ｊｾｭ 側も養成の方簡も共に研究すべき問題 ｦ ごと思ふのである。

三えは卒業生の任地別であるが、第三奈は就倣先の本擦が何応にあるかに依って捌ぺ ?こ! 肢

であって卒業生が賓際に働いてゐる職場はこれとは大分に異る。( 第 3 交差是)1の

採 用 !¥J ｪ 込先が相 Ｇ， ｾ［ｊｩｓＨ い組問となってゐるにも不拘大都 ￯ ｬ￯ ( 二本擦を持つ合枇からの要ぷが

依然として多い| 持H系上、 どうしても大都市中心に保) 1] されるf ' j ' iがあるのは致し方カ明性い。

尤も建築企業の性質からみてこれが首然であるのかを知11- ないが 、同じ請負閥係の合j此へ

就職するとすれば内地の大都市 に本践のある場合! t ' 1J j 笠することが一般の 傾向になってゐ

るのである。

或 は E削榔|仏¥r市l行f の五々卜

いても一5考1路きをを?要する史貼}占!ll ではあるまいか。

公建築技術者の補充教育

校術者の不足に主J する問題は既にHi の々主・j 策が延sめられつ〉あるとも去はれるが、誌に

注意すべきことは製校教育に依る技術者養成しノj 、皐佼からl l i L 俊[ 故工的に育て、行〈方法

t の比 数閥係である。

ネ ｉ ｲ￭ Ｗ￫ｾ必要とするから也ぐに辿成で建築従業員を設 ｪ 点せよと云」、論議に到して荘、は少し

オ Ｕ へ もの ｲｾ e. 思ってゐるのである。

建築に閲する技術は機棋に於げる仕 ｉｾＮ 工とか旋蝶工と云つ ｦ こ棋に絞り基礎智識の ＱＡＡ ｲＺｾ 、 ｴ￭Ｇ

にでも直接練習にけで極〈短期 Ｑ Ｑ｜Ｑに役に ［ 立Ｚつ程度ーの よ ｌＺｦ，Ｑでは ＱＺ ｜Ｑに合はぬ ｾｽｩ が多分にあるこ

とを区別しなりればならぬ。

例へばN . 行倣人とか:行工 、大正; とか似に JtJi"校(J) 二r. [;1  f t ' 養成することが !-P，来てどんどん布1¥

ブとしてみにところで 、 是ヤ ｾｬ［ のＮｪ［ｦさ ＺＧ￬ ｴ ごりで辿築物 ｊ の施工は ｈ Ｇ， 米るものではない。

職人と材［ｪ ＢｉＮｾ 集めてこれに頭脳的な地 ｾＺ［ｈ 茸と蛇任指導者があって一つの挫物がＯＱＧ ， ポ ー Ｑ Ｍ Ｎ

る。これが建築の特徴である。

世に於ては今の建築家と云ふものが1J!fi < 棟梁程度で家がl北米? こと云ふが、 これは現)1止と

非常に異るところのｩｉｊｾ態に於てこそ出 Ｇ ｾＨｲ このである。

このH寺分には建物の使月刑? 目的からみても t位iじ-宅2主包とカか、1刑|ド川il刷11小11初川iり川ili. t， 苛剖，[院涜、町家 、民家の程度で極〈

僅かの砲穎のものしかな〈 、亦乙の使用目的が殆ど研究されるなぞと云ふこともなかっ? こ

から設計計琶の必要も現代とは非常に迷ふ。亦之を組立てるにし て も木材、竹材、主壁の

程度で新材料取J及の研究が単に職人の粧臓にけに委されて居つ Tこ有税である。
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斯様な昔の北Ｉｾ態 と 現在の建築施工の［状態とを比較しにならば建築技術員 ｴ 云ふものを如

何 iこ養成 してか 〉らねばならぬか誠に判然としてゐる筈である。

現在の建築技術なるものは昔に比較して非常に範図 の慌い もので化撃にしても物思撃、

数墜、或は更 に経営能率率、経i ' I 持率に至るまで一陣は建築技術員に必要なる基礎数育でな

ければならぬ。

建築技術員が不足してゐるからと云つでも小撃校卒業の者を二年や三年の訟育で有11定技

術員 iこするなどと考へ? こら失敗であること云ふまでもない。併しー商熟練工的職人も是非

必要であ ること之亦最近の大きな問題になってゐる j! J¥態である。従而現刊kの建築界に於て

は背からあるところの熟練職人もどしどし増さなりればならぬと同時に謬校教育に依る科

事的教養を受げに建築技術者も非常に必要なことになるのである。

易経佼教育に (火る殊 iこ中等程度の工業製授に於ける建築炭術品 の養成につ いて共機嗣1 t ' )¥. 

いに 培 加 させなければならぬと同時に 、 受Ａｾ緋工的 Ｉ｛ｩ 法人が ＮＨｭＨＢｊ にしにも養成 Ｑ ｊＺｬ ， ｾえるカ ｹ もｦｊ Ａ Ｚ而

研究きれなければならな い。

更 に 注意してか〉るべきは ｩｉｕＺｾ Ｇｬの ￭ ｈｬ ｊＭ｛ あってよＺ設と式へは機減 、 技術庁と云へばＧ追試や

機峨に閲する l 子商とばかりを悠像する常識のあることは凶つにものである。

若しも想像の如〈機減、電気や化製方 l函のみに 、小泉校卒業生が向ふと云」、のであれば

建築関係技術者の補充には非常な支障が生十るのではあるま いか。

場合に依つては閤家の製資柿DJ J のl ! il J度を設げるとも必要敢にげの :K' は説j点し Mi プとせなげ

ればならぬこと になるであらう。

如伺 l二教育機閥が増加され? ことしても、: 己主は如何に大工や/E官の養成設備が| 拙かれ fこと

しても従来の如¥I I 注合の子弟が建築の専門を重要問しないとなっ? こらどうするか。勿論J t J i

様なこ とはi主主! : にどうと云ふことも出ボないから自然の成行 tこ放任して世いても 三大出 iこfI寺

勢がi併決する主考人るこ t も出ボる。

'f1t - し陸予告Tごりが一歩づ〉遅れて illi むと云ょ、様なことは Jλ ・して] 正しい常識とすべきでは無

<  ＪｾｴｴＨＮ Ｚ，ｲの張展上 ｬ こもよ〈ない現象であるとＱ［Ｚ ｲ すＧるものである。

この事は ｾｬｦｪ 治初年以ボ建築教育の ｾｦ￬ められ＿二時代から 、 同 ｬ ち辿弘、技術家なるものが Ｇｉ￬ ＮｩＺ作

の一部r"]としてイ/ - : { E する椋になってから の問題であるべきであ って 、今日迄間決の/ 1 ' ，11<: て

ゐな い ところではあまいか。

建築自韓は太古の頃から既に衣食の業と共に起つてはゐるが、建築Ａ支持Ｚｩ ｾ誌な るものは他

の工業方面技術者に比べて比肩出来刻郎 、程み出張勤!i に世かれてゐると思はれるのである。

生産工業としては後れてゐると云へばその通りであるが技術共の者 としては宜に悠久の

展史を受り織いでゐる賠で既に立j反な事術作品までも残してゐる有様である。

技術者を補充する に蛍って 、斯様な性質金考慮に算入 しでか〉る必要がある ことを法れ

では ならな い。
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新しい卒業生諸君が出て Ni 躍せんと する建築界 に封して私は以 j 二の如〈税摂 してゐる弐

第である。

昭和 15年は正に 皇紀2600 平に首る 際でもあ b 、この接合を I足へて建栄!?ょ にも段々と重要

な比事があると思はれるが、先づ技術首 7) ことに就いて 、之が養成方法、祉 命的立場及護

展 iJ ) 注、或は ;1止合からの関心等のことに民j して考究:つ必要 を感十るものである。

更に進而は廃史の建築から躍進して現代工業への建楽としての健をなる瑳達を目標とし

更に共範囲とする 大 日本の成 さをも 考へてお互建築人の党情を新に し? こいと念願する 弐第

である。
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紳 都 ( 宇治山田市) 1こ緑地帯計量を資総

内務省ではかねて現行都市 計萱法 ｲ ｬｾ 不備の鮎ｾ改正すベ 〈計 霊局 に命じ鋭意改

正原案 の 作成にあ Ｗ こ らせてゐ ｦ こが過 般完成を見ま ｔ こ大誠 、 農林等の関係 ｾｴ ｬ と の打

合せを了し＿こので い よいよ ｾ ｪＨ る ＲＰ 日過ぎこれ が宥 Ｍｪ 諸説 ｉＡ， ｭ でゐる部 ｔｦ ｪ ｾ ＭｉＭ 査 中央委員

合を開催 、 右改正原案を附議検討、正式決 定の 土 Ｎ Ｎ ｾ ｉＨ る七十五議合 ｬ こ 提 出 その賞 現

を期すること〉なつ仁、現行部汁 ｪ ｾ Ａ 設法力改正は防 主 主と｛ｉ［ｪ ｬ ｬＡＺの ｩｩｊ 述 Ｑ Ｎ ， ￭ｾￍ 生向 ｲＮ の 建

ｩｴ￭ｊ よ ｢ 最近その重要性会増せる総 ｪＧｬｬｩｾｩｾｊ ｉ 査を現行法 中に包 合 ー せしめんと する もの

として、首初 は線 地法としてＱＺ ｊＱ 行 法の ｈ￬ ｉｌ ， ｩｾ が Ｇￍ￈Ｚ Ｚ ｾＧ［ ｉ され＿こが ｩｴｬｴｭ 間交の結果 、 現行

都市計 蓋 法 ｾ ｬｬ に包括すること〉し以て 紘地 帯 ｄＧ｛ｳｦ 現を容易なら し なると共に賞 現

せる緑地を永久 に維持1米作ぜん となす もので改正! 京渠の官' 子{.i 庄の如 〈で ある 、

向首 日のrll 央・委員? ? には右の他宇治山田Tli の柿部; 十笠宮地に首り今後現行i i "i;. I1-i F;- 1

霊法を以ては遂行吋主々の支障を; ，1七す↑ nl l . があるので同汁;むこ討しては閲京大医

災の復興に際し泊 ｭ せる如〈特別 ｾ Ｍ ｉ 正 法を ｪ 即日するにめ右 議従をも 上程すること

'::. 1J.つ Tこ

1. 紘地帯 ［ｾ ｴ Ｚ 藍医主主 内におりる工作物 の ｴｩ￭ｬ ｊ ｐＭ民主＿なすこと〉紘地帯 ｊＩ 質現念寺平易な

らしむる ｮ そ の 計 査区域 内に建 挺吻その ｩ 也 の工作物ｾ設 ｊ 還す る事を禁止若しく

は制限する規定ぞ設り又一旦賓現しに松地帯、))[';: 1或内にでもノ' I ¥久に緑地として

保存する 事を規定する

2.  紘地帯に必要なる土地の牧用を認むるこ L 一線地帯用地は線、て 賞牧の建前を

採り事業執行者におし土地牧m撲を認むる。
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旨又
昭 和 1 4 午ー

前 大 戦tこ匹胎する世界的 'D 現 I1た不満は迭に欧i引に

廻ましい岡際情勢のE部容を 前に各問 :2. 向れも 日夜軍備の充貰 iこれ j干しつ〉ある。

近時 の ￏￏｾ 争にはｾ 襲 ｬ 立大要素となって居り 、 従って ｩ リ ｩ 民事業はｼ捕ー ｼて 防 ｭ の最も ｬ ｴｩＮＧ黙と云

ょ、べ〈之が完備は銃後岡氏の責務となって来て居る。

我| 珂は諸問の僚 ILJ 'に於て世 界の各問主趣きを異にする所非常に多〈 、防定方法も 此の 作

ｾＪ・ 「 ｨ を 大 いに 三 宅市、しなりればならぬ Ｎ ＱＭＮ｜二、 ［丘時Ｚこは控投資材のが是といよ、ＱｦＮｩ［ｪ目 ｪｩＩ［ＩｊＡ Ｑ ｾｩ＠ ｾ 、

大し、に研究成果の賞泌を間害して居るのでゐるが、今日: 主si!. 諭より賀行の時代であって、

徒 ｬ こ ｊ ｭＮ諭ＷＩ完 Ｇ ｾ ｩをｾ作ち ｦ 与す ｜現 ｩＡｊ ， にて安施し得る ｩＺＺｬｩｩ 司 ｊＩ ｬｾ 日 ＺＺｾ Ａｪ 日立を ， ｟ Ｎ Ｉｬｾ づ迅速に普及せし

める事がれ; 問の，U:ではない i:.' らうか。この i也E? に( 1( ｾ＠ R;; ':t ii 目安i村? に於て 、現時のνj 本 方

法各論 ｊＩ 動向ｾ検討して 、 我同の現況 ｬ こて ｪ｀ｕ し得るもの ｬ こ ｊｦｴ ての概要を纏めてみに。 以

下 の 内 手ｩＭ ｩＡｾ￭ ＺＢ ＱＹＰ 舗に流れる感が多 い が 、 資 ＧＺ［ＺＺｉｾｾ Ｍ 叫 ｩｬ こ でも ｬｩ｢ する事を得ば ￭ＺＧＺ C-- l ι?のき? ?拠 t

する川である。

空 襲 方 法 と 其 の 威 力

我 同 j); 戦時に如何1J_る 1毛皮の決

事与を究慎すべきかに就ては、各方

市[の撚Jぷ将 iこ(去って既に論議 さ れ

それを: ' 1M舌すJ ' l lf }.; :';;豊てj再るが、

ーたの Ｊｾｩ なものとな るｴＮＺらう。型軽

円核! となる :.f.1J ) ある我医!の大 都 市

は、| 弘前市i&1に於げるものと異り

ｲｾ ｩＺ う つＺＧｾＱｬ＿［ｾ Ｉｩｾ ｪＺ ￚｌ より の 距離比較的達

し地勢ト. そ の他乃環i兄に t火りが1

ｦｩｾｦ ｩ＠ Ａ［ｾ＠ J ) 大きいml 忍4: i絞っ ;1誌な大

出段、D 袋 三重: 5: ' 受りる Z容が最も多い

そのｽ境教法文部事 Ｚ ｾ ｲｾ ・ ｄ 経

ｪｬ 浩 一 吉、 ［Ｑ ， こ Ｗ ｩ［ み ても多 ｌ 、ｲＮ Ｚ Ｎ ［Ｚで ＱＰＰ ｦｾ 内

主さ ，11. 、

; ' VJ ，. . '"，" 

外 、一般に 30際乃主40機J ) ;ilitfif! 句
ドち嘩. 徹

夜k

¥ 

... Ｍ，ｾ＠
襲眼力4普@ 思想、せられる。

このう千三詫開設の 内、飛行距離の
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遠火 、 ｪ 山｝司 ｌ ｉ て 、 天候上の支障或は防＿Ｚ＿ｾ兵力の ｾｉｌ ｉ ト勾ーのＱＮＰに所期の目的地に迄到達し得るの

は多〈とむその約同位とされ、iお目的地上空に滞空し得る時間も 1時間以上に亘るこ とは

稀と考へられて居る。探撃の方法としては 、水平爆五警と ;包;降下爆撃とがあり、後者の方が

命 rl1精度、効力 Jt に良好であるが、重: 曝望書機の棋な1 Rtlt の大きい機では低空爆惨や.J; 降 下

爆聖書の質胞は岡難どされ、ＱＮｾって相 官 ｊ 高度を保つ ての水平爆撃 ｬ こ依る事とならう。

爆聞には普通爆弾、焼夷弾 、 瓦斯拙宅Ｚのｦｩｦ｛類があり 、 普通爆郊の中にも ｬ 波 ＩＱ ｌＭｾ薬師 、 地 下 ｧﾭ

柿破市爆抑等の ｎｲ 類があるが、 一般ＮｦＭ Ｚ ｬ ，｜ ｾ築物の主 ｊ Ｎｦ￭ｾとなるのは地雷姉であって、その大きさ

は 15kgから It on 以上lこも及ぶものがあ b 、術部長を; 嶋す lこ従ひ威力も橋大する結果将来は

更に開設を哨力 ＱＱ するものと思はれるが 、 曲 ｪＧＨ＿ｾ 機の性能 、 爆鞍法 、 命 ＱＱ ｾ Ｑ 宥度、 ｾｾｉ ｲＮ哉と威力と

の相当¥j開係等より見て、特殊の場合を除いて一般に 200kg 内外限度ーにでも 500kgf立が針策の

円安とする事が出氷るとされて居る。

爆弾力 ｚ 目標物へ の落 下しに場合には 、 四ｦ￯ｔ ｬ の部下の際の運動量、被 ｾＧｉ￯ｬ 物の性質等に肱じ

て佼ｻ散もそし、て爆般 の 作川｝を ｊ 回し 、更に それ に依る 震動 、爆 風 ｻｾｕｉ の飛散等のｦＮｴ ｩｦｬ 常用 ￯￭ ｬｻ Ｈｩ聞

に被害を及すこととなる。

今200kg. l :也雷1"ii の孫下の場合を例に J! i I . って見れば大開J 〈の如 < 1;' る。

侵{ 敵作用 ・・ 被 弾 物 が 俄 筋 コ ン ク リ ー ト の場 介 20cm -- 30cm の深さ

コンクリ{ ト 30cm ｾ＠ 60cm 

-1:: ｴｾ 足 3m ｾ＠ 12m 

爆 l波 作 用 . . 餓筋コンクリ戸トの場合に於ても今僚が.) 30cmの球11)¥11屯問内が粉砕きれそ

の外周の更に 1. Ｕ Ｍ ｾ Ｍ ＲｦＺ 干の純間内が震設力の需崩壊 ｦｈ ｲｊを起す

i暴風にイtくる瓜l収作用 爆護耕{ f 中心としてよ!と僚がJ45m 依迄のflf( i 閣内の木造パ ラック建

は大 ｬｾｾ し Ｑ ＰＰｭｦ 立にでも強問な ｍＧ 千似を破壊し、 被害は三|ミ{ 予約 140m以内

に及ぶ

a 動 作 用 ・爆設に ｻａ る 反動は可成の強さにｾ主するが時間的 に見て矩〈被害 は局部的

である

焼 夷 作 Ji J' ・・ お止めて燃焼し易いものがない映り火災は起らない

焼夷聞はq'!jlJ リの n標 lこ針しでは 10kg、20kg の大型のものも }IJ ひられるが木浩何に射して

は lkg、2kgのノj、型のものを多数同時に則ふる場合が多いであらう。

大型焼夷開の場合は普通 の餓紡コンクリ ート 屋線被告＿貫通するが 、 ｩ 院予 ｴｾｾｾ 夷開の場合は

銑筋コンクリ ー ト建築にますしては被害がないが木造家屋に命中 すれば照棋を一貝き 、天井又

は11乙1-.¥こ孫下して夜火する。

l U折開もなるべ〈被神原i点在? 繍げる得、50kg 以下が 多 < 100kg を起ゆるものは係り使月]

きれない。

Ｑ ・ ｅｪ 好弾 ｬ ま ｾＢｦ 葉景が少 し 従って胤 Ｒ 築物に制する Ｑ 淡 ｩ 裳 ｪ 点力は出少ではあるが 、 Ｑ 員デ ｅ され＿こ
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瓦斯は風力も 自らの描散力 に依って相官僚桁聞に摘がってその性能を溌wし、JUi トA Omの

高さ に及ぶ事もあ る。

瓦斯を以てする空襲には此の他に持久』性瓦斯液の雨下法があり 、効果を前者より更に j前

iF t t ¥閤に及し得る 利があるが、無風の時は比較的低慌でなりれば平IJJ-I JH'，栄子、我岡部市の l I(

霊安 iこは低空空襲は困難であるから 、瓦j町単に fAる方/ J ; 多いとされ，て居る。 [L斯の滞留時間

は気候、風力、市街の密度等で異って来るが、一時性瓦斯の場? ? は制めて短時間であるが

持久性瓦斯の場合は一週間に達する事もあって将来は持久ド|瓦1析を多< ) 円ふる桟になるの

ではな いかとされて居る。

2. 防 護 室 設 置 の 方 針

防護宅は空襲に際してのあらゆる人命J ての危険よ り免れしめる目的を以て設置されるの

であって、将来主主々橋大される? ごらう所の攻撃手段の殻速さをも充分考慮に) JIl へて 、之に

抵抗し得られる様に施設される事が必要ではあるが、質際 iこは前述の虫I 1 U 見f巨に於て 、爆

撃の一般11犬況として想定せられる 200kg 地問の ｩ 存下の 場合 にさへ 普通の ｽｽｾｩ ｬｽＢｪ コンクリ ｻ ト

造建築物の犀根及床 ＴＮＵ 居伎を貫通すると云われ今之を防ぐｾｾに 、 毘 ｴｬｾｬ こ ￯ｮｩｂ￯ｪｬｊ 荷主 Ｗ 泣ける

t すればその l享き 1. 25m以上主? 要する事となる。

その上我|戎!の如 〈地震の針策をも前じて居 し 必要のある場 fTには照tR: ｩｾ ザ豆に ｬｴ じて建

築物主題み構造を士制民する事となる政、攻撃相 l芝: こ作って防護力そ検して行か うとすれば

今後の建築物は驚くべき ii H 丈なものとせねばなら今、絞i f ' u.... .. 或は建物の利 !11 1てより見て

特殊榔造物を除〈外は‘ 般的に完全に施設する事は到底tl '，Ｇ，ｪｾまい。

この如〈爆繋 lこまHする防護需の効果lま現( r : にでも相官; 限定的 t なるを免れないが、it i jl，j

の全広域の建物が必す' しも同一明度の防護力を必要とするとは忠 lまれや、又大zm爆開の直

撃を被る危険は特殊軍要建築物か示しくはその側めて近院する r，'i)或のみと巧へ l f . .... .liJ立il 'i

何の場合には相首僚件が』陀滅されるのではない＿ ご らうか。放に絶 ｾｎ 的防護と迄は六ケ ｊ 殴〈

とも 、 京製に ｦＺＨＮ￧ る被害 ｾｈＧ ，ｾミる限 Ｙ ［成殺する ｮｾ こは ｩｬｩｬｬ Ｇｪの阪城に舷す‘る建築物の何類 、 Ｉｦ Ａ

変ーさ、平行度、爆撃を交げる危険の梓ー度等ーを法礎 t しである防護の nJ1tーを ir 1 惣して、我附の

同情 lこ即し? こ所，))杭ii) f的 Iよ防謎5伝の施21之を l民〈講す'る 必要がめ らう。

防護常の戸、ー備すべき 1削LI' としては耐燥、j[j.Ji 在、耐火の三鮎であるが jとを現 {E我同の柿il i

の賓際の建築物に就いて検討して見る。

市街地建築物の治則を受りる I瓦域に於ての段筋コンクリ { ト椛造物は、対ん ど耐震防法

となって居るから 、屋根をある桂度耐爆的に補強す n ば ｾｾ ｉ 型以下の爆弾の直撃にも抗し得

ると さ れ 、 窓 、 ｈＧ ， 入 口 等の閉口官官を爆風 、 ｎｕ ［ Ｍ の飛散守Ｚに釘してｾ常に防Ｂをするならば 、

耐 Ａ 爆耐火の性能Ｈ立大であり 、 更に耐汚胞日立をＡｬ＼へ得るならば最もイ ｦ 却ｾ 1';' 防護涼ーを設りる事

が ｈＧ ， ｾ ｾる。

しかし乍ら遺憾に も現在では都市に於てこの様な l耐震耐火的建築物の数が似めて慌少で
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あれ従つ; て此庭に設り得る防護宅の牧苓総量も杢人口より見て少率であり 、且 建 物 の 分

布!j)( 態も必するしも羽1想的には行って居 らな いから、一般市民が普 〈之を利刷し得ると云」、

事は ｈ ｜ ｾｾ ないのである。

都 市の大部分をよめる木山建物lま鳥取ウ直接主煉と される事lま砂からうが、頭要阪城或

は建物、η 近隣地では爆撃の作裂に依る J京陀の依n' 等の被告: i ' 受りる事はあると思はれる。

しかも木造建物は之等の爆聞の二三た的作J i Jにますしてきへも充分} 則元する事が問来なし 、から

耐Ｚ煤，ＡＢＧｬＺＡ ｈ 古んど無いと云つでも良い 。又最も想像され易い ｾｦｦＺ 耽焼夷 ｬ Ｑｪ￯を以てする攻撃，ＡＩ場

合にも 、被 弾i;f; iffJーより容易に護大すべ〈、ー日. 大民災の例に見る如< f到IjJ:哀し? こ家患が火災の

原岡ともなり易いのであって、耐火的には以めて]j 危切なものである。

こ の需 に我 ｆ附 Ｑ司羽の木 Ｚ辿込建物Ａ何 ｩ勾＿に於げる ｬ防リ ｗ＿ ，宗［日 Ｍ方方 Ｍ法ｻは立 ｍ 火 ｡訂第 ￭ｾ

5生::1はま菟 jれ工? 得与ないものとして i防切J謎佐の2会 主ド主伊fi限iI民l児E門をぞ":"t治肖火J乃う王( はま延j片焼ゴ主"t¥尚:均心 !け止|k:;涼夜に世か iれL、消火設備の整

備 、防 火 凶 器 Diill i線 、建 築 材 料i .:i_，fiI¥¥訟に依る木造家屋の緩i松1'[: 化等: に力が7，I ' . がれて居る。

叉木治家電 ｬ ま元米間 ｊｪｈｩｬｾ でありは ＱＵ ー とにも隙 ｉｾｮ 1)  ［ｦＮ￪Ｇｊ ｊｲｲｾ＠ ｾ＠ Jt). j し得子、
そのート1・5誕のl僚には

原内の建ｊＢｉＺ ， 襖 ｯ｣ Ｂ Ｑｪ［の燃え易きものを ＭＺｊｬｩＨＮ｝ｊｪ ｴ して火災の殻 ｾｬ］ ， ｾ＠ p}j 11"し、邪腿物i >Jj又| 徐げて消火

f円勤を: ， 1更にして置く必要さがある i¥仏 'i.!!J[.!tJ rに到する i山; をは非常に同期l となる。

木造建問に於ても敷地ｊＩ ー イ市Ａこ伐筋コンクリ ー ト迭のゴＺ磁 ｦｾｩ ｊＩものを立ける場 ｦｔ は 、 ｩＯｩ否

fを焼夷開、破 J，、爆風、すj;l t J ! i r に到しで机詰有効に防護する事が1+' ，1{ 七、叉家lぞ内の 一部 G

同時. 天井を「ラス」張「モルタル」捻とすれば拒f部会夷邦、爆l武等に釘しではある科二度

の効果は，J: げられる。
しかし此の秤ー度のものは近溢に 1111¥'!以 |ての爆仰が砕下すれば、

その

作裂に {k る民勤のt暴風の常に IIJr¥I1日{ま 1必子生するものであるから 、lLJ 析に釘しての施!t:J 的 防

謎[ 立望めない。

以 1-，の如〈防護宅として; ま熊抗コンクリ ート 建拘が最も有効であるから、1 - 11

1

'1{七る日1 0 高

月号建築物を利ｦｉ｝して 、 防護呼 ｾｊｉ Ｇ，Ｈ容昂Ｚの ｊ 合 Ｉｊ ｉＡを［オると共に Ｎ 最も危険な木造建物情主義何に於

ては公共1日として地上. 或は地下式の有効な防謎引を J11来る丈 多数設置して、 一般市民の迅ー

難所にイ ｾｴ ・すべきであらう。

しかし之ち ｪ の有効な防護 ｊ ｾ を全 ￯ｩｩｬ ¥: に普〈行きわ f こる Hi 多数に設置する事は 、笠 際 に 於

ては却て察易ならぬ事であり、忽ｾ み 賞現は不可能であるから、名家屋に於ても多少の不

完を性 ｬ まＧ覚悟 ｄ 上でー各州 ｩＺ ・ ＱＱ に Ａ出じて油 切な制強ｾ 砲 し、破壊叉は火災にわ ｩ し以て Ｗｅ 裂の惨

耐力繍大防止にち1 - める事が肝要であらう。

IW議官の牧容量が少い区域、或は永久的の防; 立じいをJ立t 1 得ない場所にては 、戦時に臨時

ｾｉＧｾ に防虫 壌を設け，て爆弾の ｎｊｕ ［ Ｍ や 爆鼠 ｕ こ依る人的被容の腕減が計られる。之は踊場 、道 路

傍等に地卜ー或 ｬ ま午地下式として工作せられるので 、 設備は簡翠であるから ｾｬｲ ｉ｛ 斯に到して

は不完全であるが、
工事 lま符砧であり、粧? そも多〈会要しないから比較的多数の市民が之

に ｻｩｾ る事力 ［ＱＫＧ ，来、能不的な防 護［宣伝おとされて居る。
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前述 ｊＩ 如 〈 防護室としては特に防護専門 ｊ ｊＩ特殊構造物を設りない ｾｬＧ ｂ ， 餓溺コンク リー

ト遣の如き耐震建業物を利用する のが最も効果的でめるが、こ の場 合の補強方法として最

位の室護防3.  

近公布 されに防空建築現Jllj に於ては 、高暗建築物♂屋根( ; : 1 . 1 京さ，!Ocm 以上のi尉孫構浩主す

る様に規定 されて居る。

40cmの耐弾j菅を有する場合の耐t暴力 l立大器次つ如〈見られて居る。

イ) ＵＰｫｧ 弥 ｩ の命 中 のときは耐弾眉に僅にＱＺ［Ｚ・ ｩ 散するのみで Ｚｦｾ￬ｾ し最 ｕｬ 与に被害ぞ及ぼさぬ

場合が多 い。

ロ) 100kg 姉の場合は屋根!主貫通し得ないが県政成力の$ i ; ¥こ最ート. 陪告は相宮破嘆きれる

ヵ; それ以上の安( ; 1 被害を免れ得る。

ハ〉耐間層の 下 ｭｉｊＧ ，こ木造架 ＱＧＱ Ｂ｜Ｗ匂ーで充分間 ｩ 強すれば ＲＵ Ｐ ｾＨｧ ｪｊｴｴ Ｇ Ｎ ｊＩ場合 ｬ こ於ても貫通を ｾ�ｪｪ ぎ得

るも爆破威力のE'. こは最上町?、Dみならす' それ以下c
r
)附も ;;'11'/::: ｾＧＩ 被守 ｩ ｮ 免れ許 ＱＱＺ ぃ。

以1- . ¥こ依ると ｬ 抗生建築規則 ｬ こ於ては ＵＰ ｉＺ ｧＩＧｩｬｾｻ［Ｚｆｆｩ｜ こし＿こも の と見られるが吏 ｬ こ安査を＿矧

すときは 、建物の最_! -.:;Pi (:i.飴 1) 泊訴とは去へす'要すればI;)j 淀斗エみ!な置としてはそれ以下の

ｾｴ 与を選ぶべきであらう。

この嬰合壁が? 洗脳 コｴｊ，ｾ仰が建物ｊＩｦￇＡｬ ｊ ｾ ，［［に ｟ｉ Ｍ Ｎ 方より命Ｚ い するキーは非常 ｬ こ少いのであるが 、

ンクリ ー ト治等の場合は、普 ｪ 泊 ｪ 果関は下方に跳飛ぴＺｇ Ｇｾｮ 引き身には大し ｔ こ被害営興 へ な い 。

こ の部分ｾ位龍と間限度の強度ーを ＭＺＱ ｾ ｦ する括［ に 有 ｮfi 窓、入 円等の開口部が危険であるから 、

しか強し、旦 爆1ff を受v1止める恐D める ni な突I : U部を? 巡らないrir¥こしなりればならない。

し窓の商wは普通の建物J で全校商の 3 割以上にも達するから 、高層建築などではその窓綿

商肢は非常に大きなものとなり 、経質' その他より特に豆要な部分別徐いては何れの窓にも

充分なドJjJ 生施認を?i J市へる事l立容易ならぬ事でめらう t 思はれる。

高宅よれ存下し＿こ保 ｪ￯ ｰＮがｉｔＱ ｦ 妾怠に飛込めば大きな ｦｊ 史学子ｾ受げるが、か〉る場合｛立非常に

時でゐらうが、直接又{立跳ヲaに{ 交って建物f! 付近に落下) : ' [ : 裂し? こ際的 の山j 「や政改物片の飛

散して開口部 lこifnJ1 1すろ事はあり得る 1夜、j也_1-.1こ泣い階の間口市:ま少〈共l政 )1'-¥こ依る被害

?pj j  ＼ Ｇ 伎の ｐＩｪｾ 並施設は必要とするであらう。叉高層 Ａ ｗｔ｜ こ於ても ｪＺｾ ｪ｀ＱＮによる窓 ｬｩ￭Ｇ￬ 子の破壊は

¥WJI: げねばならない。

ｲ｣ Ｎ ｾｭ 碍の落 下 の場合にはその爆破力は僅少であるから 、 椛 ｩｩｩ 主踏の破民の如き問窃はな

叉瓦wr の1走1i . る飛散を !i める筋爆攻も大しにものではないから、衝撃に釘しての閉口

部の施設は111i:iE程度で勿論ヲピ分であり、建物 ;ち外部が瓦j析で充満され? こ場合に於てその宅

内位入を? 防げば良い事となる。

}!ミ京 と大阪に於て行 lまれに宮地試験の結果に依れば、直住外壁に接する 31は閉口部佐佐
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重に閉鎖し T二人 隙間: 主〈まな く目張り等のES置を取られ? こにも附はらす¥ 微制な間院を

ー過しての瓦ｾＡ万の佼入是非常に多いが 、 之に反して更に ｩ 安する後方 の 時では殆んど民入 ｉｔ する



前官の窓の一部が開放されて居る場合に於てきへf£入室は極めて微量である事を示して居

る、之は外壁に首る瓦斯践が前安で減殺されて次tfi に侵入する程の尽力を有しなくなるも

のと考へられる。

この結果より見る時は同じ瓦斯 防護地設を施す場合には 、 外号 Ｇｩｾ に到して 一つの ｾｾｮ ｜ｬ に

泣い＿こ場合が ｊ ヒ較にならない程有利である事 が 分る。叉外 ｔ ，ｾ 或 ｬ ま開口部は防 ｊ 止の設備に係、

はらす¥破壊口を生すもる恐れが多いのであるから防護告さの位置としては直後外慌に依する

場所はilli げるべきであらう@

爆聞が建物の桜めて近傍に落下すれば土 ｾｉｬ に俊 Ｑ 放し地下持或は恭礎 の 外Ｈｈ ｉｊ にて ｲｲ 裂する

事となる。爆開が屋棋 J-.の如き大気中 lこ開放され7こ場所に命中し7こ場合には、その「エネ

ルギー」の大王 ｼ 土が空中に消費せられるに反し、 こ と巾に於て ｴＯｾ 裂すればそ の杢「 エネルギ Ｍ ｊ

が有効となって爆弾の最大威力を殻何し 、 ｅ 爆 ｩ 波力 ｬ ま羽賠に向 って ｊ ￏｩＮｾ ゴ ｊ ｾ 加へる事となる

から、地下窓の側監等が強聞きの足りない時は仔 ｬ 首激烈な ，Ｚｾｾｾｾ 被る滞である。従って ｪ 也

下? をを防護する需には屋根の星2合に比してより強間な耐抑州i;!t とし、! むその外f [ l IJ/，l d問に li 少

2撃を充挺して外壁に働〈爆破威力を減殺する必要がある .

叉普通設げられて居る「ドライエリヤ」も耐抑的には前: 記t ｲ， ｩｊＪＭｾｩ に羽貼となるから 、 之

も相首の方法を講じて出来る限り開放し＿こ場所で爆破を＿ｾＧｲ 裂せ しむべきである。 ｊｉ Ａｬ下街 の

防護は此の如〈締法上、絞 iff 1-. 、比較的存易でない 卜. 、地質の軟弱 の場所 にてはー側、 (f !l l

壁に破壊口を生すＧれば土砂にＺｊＺｔｾ立される危険も生じ、叉ｽ［｛Ｉ切に到しでも千 Ｇ ｪ 矛 ｉｊ とは忠はれな

いから、高層建築の防謎 容の設置場 ｊ Ｇｊｦとしては飴り ｾ￭ｾｩｩ とは云ｾないのでなはいにらう

か。しかし乍ら木造建物 ｉｾｊ に於ける 餓紡コンクリ ート ［ Ｎ Ｚｾの小建築物の ｾｮ ｾ、 ｗｩ Ｈ｟ｊ災保 ＩＧｩｴ の直

撃 の 斐 少 し 依)-1や爆風或は火災に釘しての防l悲をのみ考慮すれば良し¥場介に l立地下街

は防護室の位置としてイ守利な忠一所となる t.: らう。

木造住宅等に防護室を投げる場合は、 一部の告の J，'，j 11( :1 ＺＺ･餓 ｾｾ￮ コンクリート土ｻょ叉｛ま「ラス」

張「モ J レタ J レ」塗とするが、之の1也旨は施主J的防護金J ¥j Jするのではな〈火災に到しでも JIl

の部への延焼が比較的容易ならぬのを午IJ fUして、人民或は物質のi出現11: に使ならしめる司王に

あるので、家屋内でＧ安全な主地に｛釘し ｔ こ常ｾ選よくべきである。

叉照場等に翠澗防護室或は防・ ｾｾｊ 去を設りる場合には、排水の良い乾燥しに Ｇ ＡＩｩＡｉＮにて且 ｬ￬ ，｝

閏の建物の破漆又は火災に依る影響を受ける事の少い毎日Jj が僚f ! i : とされる。

4. 防 護 室 の 大 さ

防護告をは防火及防奇ー目的を建する魚、外3i"U 完全に注絡を* i ! J 1これるから、その宅内存附

は想定の牧容MJ( 態に肱じて不足を生じない丈の日%tーなぞ保持し得る大きさカ: 必嬰であって

高一空気長が不充分の恐れある場合は機械換紙の設備に依って泌過しに宗主: ( の1-) 1、給を，¥i "ら

ねばなら芯い。
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J臭気設備を具へない場合の所要室内容砧は牧待人員、牧符時間及Jjk存者 1 人首りの宗昔話L

需要量を知れば算出する事が出来る。

一建物の防護実牧容 ｩ 象定人員は建物の柿額 ｩ こ腔じてｾＧｦ ［Ｑ 主者、近 ｾ＿ｅｬｊ 者 、 外事長者数の ｩ 伏態を Ｗ

考慮して定められるが、我が悶に於ては耐部、耐火的建 築ｾＧｬ￬ ｊ が少し‘関係 上高層建 築物の一

階、二階或は地下室等の比較的街路に近い階に設げられる防護主の場合は、充分に公共防

護室の意味を持: つものであるから 、相首外* - 者数を多 〈見込む必要があるのであらう。叉

高層建築物などに於ては大きな防護室をーケ所に設りるよりもなるべく、各階に分散配置

として 避ｪ， ｪ ｬ ｾ 時の混雑を防ぎ或は寓ーの破壊 ｬ こ依る被害を局限すべきであって、使用の使 、

牧容者の統制など の i二から見ても一室の牧宣伝人員は50人以内と する事が望まれて居れ同

一場所に大きな防護室を設げる場合は竪悶な間仕切に依ってm; : 割しなげればならなし 、。

牧容時聞は前述 の如 〈我 問の ｉ 也 ｊｾｾＮ 的事 Ｇｭ にｻ交って侵入敵機の都市 ｫ 空に 滞情し得る時聞は

先づ Ｑ 時間以内と見られて居る事に依り 、 それ に 多少の徐俗ｾ見込んでも Ｒ 時間位限度ーと

しても 3 時間位に目度を置〈事が州司王るのであらう。安内一入賞 bの所要空気量は恐々の

保n或は牧容者の耐力 の1日l人差等に依って異るが、東京に於て行はれ? こ質験( 術生工業協

令及内務省主f / J iの防護' 主避難霊験〉の結果が大』こ参考とし得る。

貫験概況

使用防護室の空気長= ー86. 9立方米( 牧容者の 占める容肢を除い? こ質際空気量〉

牧 容 人 員= 70人

l 人 常 り 空 気 量 =1. 24立方米

賞験 1時間終過後 同 2 時間経過後 同 3 時間経過後

炭酸瓦斯合平f i1: 1. 4f o 3. 5 % 4. 7%  

頭痛を起せる者 7人 10人

息 苦 し き 者 3人 14人 40人

防護号室内の空気は牧宥人員の呼吸、競火その他の原因に依って茨酸瓦斯及種々の有機物

質の護生、温度及isd支の増加を来して漸次不良となるが、炭酸瓦J! J f の増力11ぞれ自身は大し

て人韓; こ' 1 守容ではないが、之の増加が空気の不良化の認知標準とする事が出来る。普通都

千? 地に於げる空気中の含有fr: (立 PJ 告0. 04- 0. 065 ' 6 " 伎であって之が精力Hし? こ場合如何なる程度

迄耐え得るかは気湖、 その他宗内航況或は精ijil! IHk態に左右 3 れる所も多〈、安験と貰際の

場合とでは相首異るものではあらうが、上記の結果より見れば先つr 茨: 酸瓦斯含有景 3 fo{iI. 

迄に円安否? 置く事がまf されるのではなからうか。

1 入賞りの炭酸1[. 瓦殻生景も年齢、身髄動作の静激にイ去って相首の差異のあるものであ

るが、普通の人が安政J!k態lこ居ると引ま 1時間に平均O. 0げ立方米、激し〈活動中はその 2

倍以上にも上るが今O. 02立法米( 前記宜験に於て 2時間同より時間自に至る聞の平均禁生

長が凡 そ之 iこ首る) { 立を取れば牧零時間2時間とせば l 入賞り 1. 54 立方米、 3 時間使用と
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せば2. 31立 方米の空気需要最となる。

防 Ｚｩ［ｾ 規則に於ては規模の大きい建築物に設りられる防護宅及ひ ｾ ｩ ｜Ａ ，防波キは居宅のＡ未ｦｙ ￮ ｔｬｩ

の十分の一以 トーの商践を! 必要とし 、更に防謎容は牧容宗と前宗とに医別され .4士容さ去の[ 百fj'(

は防護室の場合 l主100平方米、i¥! 防護手去の場合、つは50T- 方; ; j とを超; 品しない34 とされて居る。

東京に於りる数1f1i l乃? 荷台事務所建築物の容積は従業員の閥係に就 L、ては三大のね; になって

居る。

延商債と居室面積との比率

従業員 l 入賞り居容商問

- ; 走準階の天井内法

約，70，%

5.....10平方米 平均7.8平方米

2. 90- 3. 20米 平均3. 1米

今此の例の様な建物に於て前記の空気量全需要寸るものとせば、牧 容2宇コ〉回目1Il ま2 時nn

の使JiJC!). : 場合は l 入賞り O. 5平 方 米、311寺間使用の場合は0. 75
2
1ζ ブj 米となる。叉防虫規illJ を

之に泊用して見れば、従業用 | 人首 b防謎常商肢は平均0. 78
2
1三ブJ 米 以 卜. 容肢に於て J f J 勾2.

42平方米以 k を取るべき 事となる。

更に規ｊＡｉ ｊ に於ては防謎宅内ｾ前常とｊＡＧＨ零宅いこｾ介して、牧ミ写本ーへ ｝Ｉ 危険 ［ つ波及 ｾｉｉＧ ，き

る丈rかくする事になって居るが、前宇¥.7 ) 大きさはその防謎f . が) ' j l にその建物内乃居 (-1討の

避難用と してのみ使用せられる場合には、 10平方米迄.J) FJttミ商杭で充分であるが、防護 4そ

が路面に近い階に在って外部よりの被害者を牧察し、ｼ 伽 在、乎岱等 ［ ｊＩ 作 ｊｾｾ 行ょ、設備を［ｊＵ

隠 し なければならない場合には約 ＲＰ 司工法米内外の面積を必要とする。今建物の ｽＮｾｲｗ 仰 ｩｬ こ設

りられる防護室で牧容者を 50人以下と考へ間簡を居室面的の l/i o の系に取るときは牧容宅

のみで平室 1入賞 b 商杭0.58平方米とな り、I 'IIi 宅に 20平方米 を要するときは平均O. 38平方

米となって、前記の必要商積に少しく不足する事が見られる。

防空規則には延商積 600平方米以下の一般建物に就ては別に規定されてないが、この税

度以下の建物に於ても居常の社。以| 二の率の商肢を] 取れば40人- 50 人の牧谷官立をす¥1 ｾ 備すべ

き事となる放線て前記に計七じ? こる防謎5去を 1 需は設げる 1必要がめらう。

5. 防 護 室 の 設 備

防護需の窓、i J ¥入口勾z の間口怖は耐 rl Jh[l1H神的にイ{ 効な) 1.1 & 置を秘す' べきは勿論であって

防空建築規則に於ても間口部 lまなるべ< ｉＱ 手伝小さくすると同時に 、 ｜￭方， ［ ｗｾ 下 ｝ Ｉ類全試 ＺＱ る事

を規定されて居る。

防護扉に就ては扉自身及びm三と外枠との問に %t 幹| 金制米? こしめ? こる装置の研究がJ翌々行

はれ、迫 j々 ; ! U 想的のものが現はれるとは思はれるが、現l時侍で lは立:製ド処1作に I品喜

の1矯号に大きさ及1償質4裕存-上kの制IJ肘l円す多〈近i日時!汚寺のT資受材の-不不足と j共巳に J米之r::ごlにこ t苦普1十司及1ド判竹"1:七e をを?千有i して居らない

の力が; 遺憾である。

一般の建物内に防護きさを設りる場合はその締法施期に依って柿材自身のノj 、細孔、或は川

進上より生ぜる小間隙が ｭ 常多し防護扉に於て要求される様な高度の完王将性ｾ必要とす
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る盤力差が告の内外に在る場合はこのノj 、I 1nJ 績を泊沼4 して位入寸る量も非常に多い事と思は

れ、大阪市の技術刊内に於て行はれ fこトふ匙ヰZ の賞験に於ても この事が読l引きれて居る。

之等の隙1 l TJt立目張その他の閉塞! 釜涯に依つである程度は減少せしめ得るが、銀筋コンク

リート迭 の場合ほ於てきへ ｩｴｬ 首施工の入念 ｄ 建物でない ｉｕ ｜ ｾ 1)  ¥ j高度みえl街; 引回 し得今、一

般建物に於ては目張を施すと云へども、使月 ｪ 目 ｾｬｾ 材料 の透過性 、 ｾｬ ｾ ｈ の技術 、 或は建物に

震動の加はれる場合の目張の強度等に想到するならば、 その効果は押して女11るべきでめっ

て只無い場合よりは良い程度かも会¥1れな い。

放に防護扉の類、が入手が容易 ｬ こならさＧる限り両併な ｾＩｪ ｊ 正扉にのみ高度の訴 ｾｩ ￌＧ，Ｇ性会要求し

之にのみ棋るは防護説内全監i百より見ていさ〉か釣合ぞ犬し? こものと云ふべきで、開口 m¥

を出きる丈砂〈し且正iJ 妾外壁に J去しな い場所に防謎宝石?; 立げるべく iVl 備する事が吏 tこ肝要

なのであらう。

防護宅の入口の扉は訴平 ｴｩ 性保持の容易さと牧容者 ｄ 整 ｐｕ 等 ｾｄ 掛から Ｍｾｊ ｘＺ に外閉さの ｽｩＭ ｲ，日

号式とする 、八爆風の: l JII はるときは最初は「正 J ｮｾ いて」負」の睦力を受〈る政外側に締

ｈｊｊ ，，ｾ附する 事が 必 要である。

l l J t l W防護宝の外商 l二溺没し? こ場合に、室内へ侵入するのは瓦斯の城散作用爆風l盛、 j武

力等に依るのであって蛾散力は問湿と する に足らす¥ 爆風睦も時n目的に 11蒋問であるから主

として風速がその原動力となると見る事がH"，ｾＨる。風肢にｻｻ￧る位入 ｦｴ｣ は ｬｾ 定ひは煉瓦出の建

物の例に依れば Ｔ 米 ｬ 秒の ￭ Ａｩ｜ｾが ｩｦＨｴ 出・に出向に官［つ ｔ こ場合 ｬ こは最大 Ｐ ， ＹＳ Ｚｩｌ方米時となって居

るから、鎖紡コンクリート ifl の場合でもその長 117庶iiUW¥ｾぬものと忠はれる。大限附近に

於t 1 る普通の平均風速は 4- - 7米秒であるから一般に也陵外部に後する壁同[ は注意を要する

事となる。

2  6  

但し此の風速を座力に換算すれば而而百~而而百 主王座とな って極〈微弱なものである

から防護室内分温度が上昇寸るか或は給系装置に依って安の内監が多少とも増大する場合

に上記外監には直ちに打勝って瓦斯の侵入は ll' ，め得られる事となる、叉防設をが建物の中

心部 に設りられる場合は外躍は胎んど失はれる詳である。

防護宅の商肢が充分取得子、空気量に不足を Ｗ 生す ｆ る場合 ｬ ま送以後世ｾ設りて泌 ｪ 品空気密

室内に ｩ 去り込むのであるが 、 腰掛 ｾｊ 羽ひ ｔ こ牧容者のみで始んと除地を浅さない程狭少な場

合に於ても牧寄与者 l 入賞りに l時J 1l 10， 3 - 0， 4 立法米の盗認を送り込めば 311寺間以上の佼川

lこ耐へ得、同時に外部よりの漏3誌を完全に防ぐ事力 ; ｉｉ Ｍ ｾ＠ Ｂ ｾｺＺる。 ｲｴｻ 内陸力超過の危険 ｬ 立逆に主

内から宇: 外への漏訴もある事であるから先づその廷はないが掛・祇口を設りれば簡単に設置

が出米る。

i金書記量は以上の如〈悩〈僅で足りるのであるから 、i芸風機も f! 返〈ノj 、型で良〈 、出 来れば

牧容者 J ) 人7J に依るものが考案され、ば最も好都合であらう。防設常内にはその他に 7!，i;t

克衣、治療等の被害者に釘する救護設備、電話、電鈴司ーの内外辿絡装置等が必要とされる
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一‘

収容人民50入金保半としれ防空周防護溶過器

が水ill の如きは場所 iこf{< Tて充分に装丘し得ない事もめるから 、要。はその l;j j ，並道のm途 、

規出に! 医じて釣合の取れ? こ設備を工夫すべきであらう。

叉便所の如きも. l lk容: ! 与間二り短い時( ま必十しも必要でない? ごらうと 忠! まれる。 pゐ- 設定の出

入口は l ケJi j j - のみとせする、防広明J l Uにも規定されて居る如〈非常

るが向; 笥ーの脱出 JJ: J として l波壊工具を必すe 備へる必要がゐる。

叉木造建物内に於ける防護告の如く耐荷

l感じである率の準備があるべきであらう。

以上は建物の外部の空地 に設けられる公共防護室、慰謝防護室等に於ても同部ーであって

若し防護室が地中 lこ於りられる場合は、 j箱之{ は阜に出入口のみの問題 k な れ 防 護 室 の 位

置を他より被害の波及の少い場所に選べば非常に有利な航路となるのであらう。

6.  防 空 壕

一建物J 内に於てはその居住人員に肱じて防護室伝説定 して、 之 に各自(J ) 設備を biHへるか

［或は戦時に念速に日 ｊｮ 主主に改認し得る椋準備を講じて居る事｛立現下のｨＡ ｦ 勢に鑑み ｬ 段も ｈｦｾ

事ではあるが、我| 丞| に於ける現況では前述の如〈良好なる防護宅金設置し得られる閉鎖の

建物が非常に少 し 又有効な公共 ｰｽｪｾ 或 ｬ ま早渦Ａ坊［主主主主＿量沼に設ける事も短時日には期す

事が出来ない。従って有時tこ際してはib1その多数は臨時に設けられる防益壌の如き施設に

頼る事が多いのであらう。

防空壕は一般に半地下、.ll : t J を j尋ぬ場合lま地 ヒに おとげられ、室 内天井は牧容普}); JJ尖掛け
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を用ひ得る程度即も 34尺位として上部に丸太板類で掩翠を設付更にその上に 1. 52尺位の厚

tこ土を椛ん?ごものであり 、附近に落下する爆弾の反動や風! 藍或は側j j の土艇を防ぐ需内部

より木材等にて柿強する。防空壕の大 きさは目tE; となる事を?ill 主げる語、出 なる丈小さ〈す

る鴛に又使用時間が防護宗よりも更に短い事i " 議想、して牧容者が入り込み得る程度にて良

<  1入賞り 0.2立方米以内で結隣ときれて居る。

防空壕の内部は雨水の流れ込まぬ殿、又i熱気の生せ' ぬ様小溝を? 設りて乾燥に注意し IH入

口 附近には土嚢等を以ても ｙ 土の ｪｾｊｾ i " 防ぐ事とする。

防空壕は爆弾の破片や爆風に釘しての防護を主n民としにも のであるから 、 その位世も草

硝防護室同様爆弾に依る周囲θ 建物の火災ゃ、磁波等の野響を7被らな い益地を? 選ぶべきで

防空壕! 日互の位置も寓ーの被害i " 局限する震に分散せしめる必要がある。

防2主壕は工事も容易、経費も少し、から短時日 t二大多数の，; 支出{ f 要する宜療の場合にはた

いに有効のものと忠はれ、只之が設置場所及び建設資材の充足こ そ千索より }j l に配l芯すべ

き事であらう。

三たに参考の fこめ 、 その防護主に避難中に於ける心J.ill .J 状態に就て事ひp)j 主位雑賀険減告中

ｬ こ硯 Ｇ察員 、 東京帝岡大島事文製部心迎撃教室文事土民溢泰雄氏の心 ｊｬｬｬｾｊｾ 態調夜 ｦ 世告が ｭ 生Ｚｌ

業協合誌に械で居るのをこｾ Iこ摘げることにしゃう。

防護室に入室後防ら 30分間のi状態は どうであっ? こか、入室しに70人が、ど の人も蒸しお

い、入ってから直ぐ蒸し暑ーい、それから汗がどんどんIHる、じ っとして居ても汗が法み I.LI

る、それから入室後30分から l 時IU l までは辿も暑いと云って扇子をつか」、、扇子守っかつ

て居れば割に艶であるが、扇子のな い人は始終i ' l を拭て居なげればならぬ。そうする内に

70人でi J l で 7 人ばかりは頭が重い、 或は頭; 泌がする 、そ の外 3 人ばかりは呼吸がちょっと

援にな り何ピか息苦しいやうな感じがするといふ。それから l いには約 l 時tmばかり後、! 指

よりは少し柴になっ ｦ こといふも のもある 、大分 馴れて来て前よりは多少気持の ｊｾＮ で勺告にな

っ? こといよ、人も/ 1 : ¥て来る、全〈その人の個人差と云ふものが相官; にあるらしい、イJi し全謹

の傾向から見れば恭し暑い、そうして殻汗が激しいとい五、; 状態にかわりはない。

1時間から i 時間半は矢張り蒸し熱い、どしどし汗がU: l る、設汗が多量である、それは

全部の人がそうであって 、頭が重い) ' 1 至は! 障し、頭山口がするといよ、人が植へて21 人の多数と

なっ fこo ｝ＯＨＱ ［ｩ Ｘ り Ｓ Ｑ Ｅ の人が頭怖をｾＩｾへるやうになって ｾ､ 二、それから Ｑ 呼吸の異 ［ｖｾｾｍＮ して

米? こものが先の倍になり 6 人ばかりが:J 9  ｾｇ の人が息苦しくなって米＿こ。

古川回目の調脊で、この場合は Ｑ 時間 ｆｉ 三から Ｒ 時 ｮｮ までの ｮｮ この ＳＰ 分は矢 ｾＱｾ り楽しー返 ー い

それから頭が重い、この症 ｾｊｾ を訴へるものが大控多くなる蒸しー岩 ー い、 それから汗が出ると

云ふことは初めから絡まですっとそうである。斯う云はない人 l主的どない、頭が重いと云

ょ、人は 10人約 18%の人がそれである、それから呼吸の工合が昔二j[UU 主ふといふ人が 14入、

約20% の人がさうである。

それからこの頃になると上の方から水滴が落下し、温度が大盤高〈なる、天井に暖房装
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置のチユーグがあるが共鹿から7 k が滴れて〈る、それでー大槌工合が わるいといふ記述が相

首にある j この 1時間竿から 2 JI寺間までの問に WI含配，恰し?こカZ一時元気を快復 しにばかり

でそ の後長持はしなかっ? こようである。一時的には効果があると云ふことは言へると 思ふ

さえは 2 時間から 2 時間牛までの閉山、第 5 回目の調脊時間にど うい よ、鑓化があっ? こかと云

ふと' 蒸暑く汗が大鑓多〈出るといふことは前と同様で、その外頭が重いといよ、人が21 人

ばかり即ち 31%ばかりである 、 ぞれから呼吸の工合が惑い 、大盤息苦し くなって来?ことい

ふ人は 303 人ばが b即ち 50%、つまり半分の 人はさ う云ふ| 呼吸の異献を訴へて居る 。

次に最後の第 6 回目の調読即ち 2時間4とから 3時間までの30分間は60，9-o' の人 l式訪り 40人

ばかり呼吸の異献を訴へて居る、息苦しい、頭痛がする人が弘、即ち 31%の人が頭痛を訴

へる、人数は70人にが記録の不完全の人が 3 人ばかり居て、パーセンテージは それを? 省て

計算 しで ある、 そういよ、夙に呼吸の異!IJ( とか、頭痛とか、苦しいとかいふ記録が桐首に多

い。今まで のは 70人の全鵠の傾向で侃|人個人が響いてゐる内容では年齢に依つての大差は

ないらしい、最低が 19蔵、最高が65歳fごが始ど同じ 記述の内容である。唯今後多少問題と

なるのは極〈若い人には特 iこひどい影響を受けて居な い、何しろ 19;肢が l 入、 20歳が l 人

と云五、工合で、若い 人数が{ 徐 bに少いので結論を? 下すことは/ : [ ¥米ないが、若い人には比較

的影響を受げないのかも会11れぬ、走れから斯ういよ、年齢も問題にならな L、かと思ふ、又小

児とか姉人といふ場合は叉鑓つ ? こ結果が現はるかも知れぬ、それから初めから終り迄拍ど

鑓化が何もなかっ fこといふ人が 1人あつに。それは20滋の 人で共他は全部前述のや うな傾

向を呈して居る。それから測定に興へられ? こ人で温度その他色々な賓験に乎停って くれに

人の記述では、動〈と苦しい静かにして居? 二時には何ともないりれども 、 ちょっと立ち上

つ? これちょっと動¥e 苦 し〈 なる. と去って居る。であるからあ〉 いふJi J i ' に入 ると静か に

して居れば可なり苦しくな 〈抑tt のではな いかと思ふ。

それから中には雑誌を読で見? こ人がある 、最初の中は普通に誌でー居Tこが後 iこ2 時1m位経

っと 、雑 誌のＮＰｉ解が凶維になる 、 読でゐても芯 ｬ 床がはっきり ｪｾ 平らない 、 随筆のやうな恒い

ものを読んにけれどもぼやっとして分らぬといふ記述もある a 又考へるのが 1面倒になっTこ

といふ人があれ Ｒ 時 ｉ ｌ￭ｊ位経っと何か巧へ＿こり色々なことを＿するのが Ｈ￲ｩ 倒ｾｾくなる ｌ いよ、

記述もある。それから参考の? こめに斯ういふことをやらせて見仁、こ の紙にかういふ| 温1M

(  ) が 1600ばかり 印刷されて あって 、鉛2去を以てこの牛径を?延・ばせるのでゐつ仁、こ ち

らの j j (  ) も延ばさせると云ふ風にして鉛筆で直使を作らせて見七、この大きさは約3

ミリばかりで鉛筆で兎に角直径を作って行〈仕事である、之会20分 間 ゃ れ そ れ か ら 5 分

間休む、 叉20分間やり 5分間1休u ' それを 7 回やって [h19 Ｑ ＴＰ 分間皆で仕 ｾｩ 掴 をやっ仁詩にな

る、斯ょ、いよ、風にして行つにら仕事の量と 云ふ ものはどんな風 lこ襲って行 〈かそれをやっ

て見fこので ある。又仕事をやっ?こ場合に只ぼんやり 座って居るのと主主持の上どう 鐙るか と

云ふこ ￨ｾ 参考までに調べてみに。
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この作業曲線とそれから平常の良い俊子|ニの作業曲線を比較する色 、 どんな風に影響しに

か主云ふことが分る 、併しこの場合怒ひ1*111' の下に於げる作業的紘? ごりしかJI)1 _ って居ない

ので、 どれにけ影響をしにかと云ふこ主は分らない が、例: し今までl EU のI1た態で賞験しに

のから考へると大し? こ影響は起きなかっ? このである 。

仕事に熱中しにものでは殆ど特別 lこ苦しいと去五、やうなことは感じなかっ? ことし寸、ので

ある。詰り或る仕事に熱中して居れば悪ひ僚f ' j : でも 、 きう苦し〈感じないで簡な といふこ

ともあるのである。併し叉それも仕事に依 b非常に頭を使」、仕事とかI:l<は叉}熱気が多いか

らして i長寄託の影響を受付る仕事であると、又相訪影響がありはしないかと思ょ、 、 それで、

あ〉いよ、部屋に長い間入って居ると退窟になると いよ、やうなことも起る。ぞれが飴りじっ

主して共ま' : > g ) f て居ると{ 検討l こ苦しさが身にlu: へるから、それを消すといふ方法も必要で

められそれにはラヂオのやうなものを置で外の ［Ａｋ Ｑｌｾ i' )，'11らせる。例へば飛行機がやって

来? こからどう云ふ風な i状態であると云ふやうなニユ戸スを色々 ill:HMifi の人にう，' [ 1らせる 、そ

れも一つの方法ぢゃないかと思はれる、 そ うすれば1 ¥1に入ってゐる人 の: f l: しさ を或る科度

まで減することが州来ると思ふ。

まにや卜に色々将来攻究すべき問題もあらうかと思ょ、、何し λ この度のものは j予の 円の貰

験であるからノト紡論を早，むに致すことはnm主ひの元ぢゃなし、かと忠ふ。

昭 和 1 4 年 度 設 備 委 員 合 委 員 氏 名
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中 支 の 戦 線 よ り
{字むtF! 附何想ふ 設の指匿にぐっすり t

疲れて眠る戦友の 夢安かれと斬るなり

恒 岡 俊 行 ①伶む歩附何想ふ閣の警め絞めねど

i Q) 悠久1: りな五千年興亡流樽果てしな〈

lill i可は; 廃れて風寒 き 中支のさ号の EE模様

濁洗濯ーム長江や 戎克深ふ洞庭湖

‘地卒の果て lこ僚がれる 枯訟原に入る夕日

げに落漢の信事土にも 榊兵到る i彰併と

! @llj 野に持i < 軍公路 f刻家深〈主主蒸せど

，司E肩痛む脊慈の 章味に哨ぐ坂めれど

戎衣の列は日産進む 昨日今日 L 叉明円も

尉れ洩る同会家の 床にーイ主を明 かす時

際に敷きし穏床の 溢 l泳楽しく簸入るなり

⑦兵火にm: れし村里の 住まふ人なき際家i '

侵の屯ろと定むれど 雪崩れ落ち 1: 1; ，木や弐

jiJi せき造土佐し 散らばる煉宝石掻き集め

宮置を築主( i i iみJ)¥は 家の哀なる泥波

焚木は衰の慣林 Fとを左手に切りに入る

⑦家の隅より見 I-PI でれる 瓶 lまJ'! 1lち野天風呂

風品の中よりタ閤の 空i ' 蓬かに見 r_ < れば

到にかかる |じ 斗 星 瞬 く 色 lま古 1) 1: れど

今 宵 L響く銃警は 庄の3在の匪賊らし

夜毎の例し向き飽きて悠. q i"'ff す野天風呂

⑦也ろの 備へ皆 h と 土段は成りぬ銃目! IH

主E具しつらへ屋根も湾〈 鍬かんな雲監の背

大工は大工鳶は鳶 昔の4誌に主主るなり

大 根 も 畑 せ ば 炭 焼 小 屋 L 建ちにりり

一 日 の 業 打 終 へ で 髭 酉i羽ふタf l I Olかな

(ii)荷t匪清め るぬば玉の 閣を引見んで立ち君主す

光る銃 京 ｒ Ｍ［ｪＷ ｉｬ ｾ￬ 兵 制閣の空の森のトー

昇る下校の目寒し 夜露に濡れ て唯 猫 1)
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閣 に 残 せ る 人 や 家 故 閣 に夜りし想ひmt ま

今宵静りきぬ l f 玉の 閣の中より更生る

肌丸に纏ム千人の針の跡なるa I i 巻を?

縫ひ縫ひしげん千人を 似」、銃後女郎花

⑥結ぶ糸闘を街頭に 結ぶえにしは行き十りの

脊しきえにしに結ばれて今前線の歩 ｉｉｾ￬ 線

Z)7ni'i の肌に集ひ涼し 千の民心想ひ見る

俄かに起る山犬の 物に怯ゆる遼吠に

心引き緊め取り直す 夜祭に濡れて7令えし銃

①明円 lま掠匪ぞ晴れよかし 蝋燭勤し銃飢の

白J.Hヶ拭J 、召集兵 践のｾ［ｾぴ縫ム兵士

明日守系主主へる兵濯が 一つ慾に車坐 t

l羽ひて迫まぐるり1，笑は夙に隊医を呑めるなり

袋ひ了へぬ後 lま只 つは L の共の高知

⑬空はH青れ7こり朝日敦が 純闘の空に昇 る時

￬ｘＺ衣般めし揚陸隊靭 ＱＱｍ 禽 ｌ 、て ｈｾ かげ行〈

刺 ｩ 兵は征くｾＮ爽と 日の丸かさＧし Ａ￬ｦ ￭Ｍｾ 寄， ＱＱ ｾ寄

路管衣綴へる文民カ7 ) ¥牛 0i 阜ムノl、抜1) :  

H の丸仁げで歓呼する 村ー患越えて出力、付行〈

⑪賞撫日に成る村 :' Rの 生業日々にｾＡる

話す言葉 lま分t ' ，ねど 賞金・む心は姑娠の

耐の色の精lやかさ 「兵隊サン」と笑まふな 1)

抗心月rii なに 築業の地を納め仔〈

赤魔の手繰る l忠イ品子 夙く健め* Hをめかし

@ 前色さす夕陽ヵ: 地平の果てに沈む頃

掃匪終りてE借り* る つは L の共の晴れ資

手 柄2舌lま蝋喝の淡き: J ; T 影に磁むなり

か1: みに援げ附l ましつ j [ 野の果てを1 ' 1 i きわく

日中兵来る奴帯電と -1同日のmi l l i . 後えよかし



のなJ; めの部分の 11/，の僅かむこの jgj 起 に さ さ 輿 ¥

ん
州、

ん

h

内

J
よぎ

?こ7ごりで、 この波乱景な義務セ奨却してしまって

ゐ るの ではない t: ' らうかと、私! 立心? 苅めるので

ある。

-.，... .. 

，1)  麻

一.

H力中

5長・堅守的れ にくくするには、ま づ何といって{

域屋白骨Et' 誕〈することであっ1: 0 t#¥こ頭部を枢

と、こ う普い1: ら、 そばで見てゐ 1: のが、 なに

? ぎようにんべん ? ぎようにんべんで 才のこと か

! 短見1: ピげでも鐙が浮〈わ L、/ と笑つれ。なる

くして窓 心台下げること は最 L利巧な ブIj y:とであっ

1: 。そして第 2i l 1' 闘に は、m坊の全惚営均質にす

る、例へは・ 、 ｾｾ筋 コ ンク リー トＡＺ ＺＢ長骨予 ｒ ひ ｬ 立木骨

ほど、わ れながら 、 ちと聖書な題ではゐる。或ひは

歯が浮〈かも知れん、 が その代 り本文 では歯科聖書

の務を' 果して、讃者各位の浮いれ歯智治すことに

との 合慨はｾげればならぬとされ＿こ。 こ の Ｒ 項目

lま1t:こ 耐震互EZZi 失の原理であり根幹であると L、lま

れ1: のでゐ る。

しよう。治療が不器用で少し位痛くても辛棒して

主主かなげればならね。

我々はつとめて鰹ひ5哀を遺品 1: めに 、 日本A，の
歳月の 1: つのは早いもの で、 もう 、昔話に隠す

宅建夫 jit. : ' ! へ巡りて、鍋? 買主主 とかスレ ー トヱ立とかを'
るこ とになってしま つれら 、建・築家でも若い人に

採用しれのでゐつれ。我 J その悶には、府司Z: J ; CJt: が

三安全治すであらうと放言しれものがゐつ1: 位でみ

とっては、質感の体 lまぬナ :t ごの暦史 にすぎない か

L 知れな いが、関東地方 を、 ゐの未曾有の大地震

が寝つ1: の ! i 大J F. 12&j 三のことであ っ1: 。にだっぴ

る。とこ ろが今日の状態は如何? 王( 王れま昔にも府

して Ａｾ ａ に用ひられ 、 汁 Ｎｈ 安夫では物足らなくなっ
ろく 、卒 1: < 、ぜんぎい鍋をひっく りかへしに よ

て、オ; : J ; Cまがひの S 1 ¥や竹又{ . n 始んで主主くような
うに雑然と 、居者，々と僚がってゐ る采京 の街[ま、忽

ありさまでゐる。怪〈最近では鋼板葺やスレ ー ト
ち大i免震しにおち 、 人! ま傷き 、家 ! iWl j れ、震災につ

五lま1 * 用し難? 二L、ij r.↑自 にゐって止むを i券ぬことで
ひで起 つに火災 l立政日 や ま子、人警の死傷、家屋

あるが 、 事務以前の気球ｾｩｻ熱ｻま妖気 ｯ 幣ぴて気持
の焼領、忠、ひ出しでもぞっとする穫であつれ。そ

が怒い穣でめっ1: 。

して、 ぞれか C相つひで各地に相首な地震がゐり

叉、建物を均質にする問 J笹もでめる o ｾｉ 侍 ｬ まｾ我が図の建築家 l立、 どうしれら倒れない家が主主れ

l 棟 l 積 の 格もがつとめて、板、誌の混用- t j At り 、るかと 、 ぞれに専念しれのでめる。この傾向 lま、

治で段言 j' しれのでめっ? こが、 その後めの風水害にちょう ど頭 金銭げかげでゐ 1: 椛泣研究界を刺殺し

出会 lますや、建築家の目標は忽ち町jj 嵐の建築に向

ひ 、 慌に忍ひもよらぬ構迭法王 ｾ ｾ ＧＴＺＺＮＮ八七。それは長

い l 粉、の木訟の 一部 分に銭筋コ :--17 リート mりの

1: ので、 耐震主主築守中心と する 、総遊撃の雪量えーは

目覚ましいものがあつれ。

今 30歳以上の建築家なら 、 この震災 に端 を愛す

小昔日分をヶ扶み こむ方法、ep ちこのコ: - - ! 7 Y ート部

分で風ｾ によ呂械カ を支出まさ せ ようとし 、 Ｚキ Ｚｬｬｩｾｾ｜ｾ

分をヨンクリ ー ト部分にすがらそうとする企劃に

基くところの械誌; 告でめる。 ε してこの方法ば耐

る耐震建築法を、 身を以って惚験さ れ れ 筈でゐ

ら
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っ 風A 築としては質に有効でめっ1: 。然し、 さきに

我々が受W1: 震災による教訓は、 ここ ではもうすのは笈は悲しむべきいひ方でゐって、 これは本営

っかり 波却されてしまってゐるのであ る。

こi l C，の事変によって、悲しくも 我々 は我キの
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[ ま未来永久 に我 キカ;背気 って行くべき命題である

ベ き答なのであ る。然し、建築家主主! : t ， その用涯



に際しても扮{ まれなりればならな L、。大惚日本家

屋1持活の侍i匙とするところは支へ t 支へられどげ

でな〈 、 はねる 、 つる、等あらゆる考へ得べ ｾｪｪ

待性であるところの瞬間的興怒性と我々との浅か

らぬつながりに就いて深い反省を試みねばなもね

であらうロ震災に於いても風水害に於いても 、どん

; 去をつくし、野 f仔五ヶ支黙とする垂水の屋内屋外の
なに多くの失ばれれ主命力; 我ゐに悲 しい獲で呼び

荷主主のて八びん作用はその原理とするところでゐ

る。防火改修法ではこのてんび八による軒の出の

部分即ちはねられの部分をラス祭事モＩｾ .Jl Ｉｾ塗と

かげれか、 どんなに津山の園宮が灰に ;'J. って我々

の計算容の上 iこつもり我々の恨重なる態度を要求

しれか、 それにしても我々: まな八主購くべき健忘

して著しく重量を増す。この侍};IJ に主主義を増加さ症でみらう。我々に とっでは血の教訓 L涙の設総

れ1: 部 分lま屋内の焼却と共にその尻のつなぎ合打
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もどうやらＭｾ免限りのものめるらしし、。我 ｨ は過

去に持つれ自然の大きな婚物一 一言者々の饗告一一

を今や省みようときへしな L 、。毎年9月! 日の震災

の倒I宴会督促する 。でみるか C，、屋内企燥さ抜か

れれ外E査は卒家ならにんべ八 、二階家なら 、 ぎよ

うにんべんの形になって伶立するこ t になる。そ

記念 ｈ には我々は ｾｦ ｊＮ何を 断念して欧諸 するので

めらうか。我々は次の地震、次の圏在風に備へて、

而慢的でもめり耐風的 でもめるところの家屋を準

しで次に起る現象は 、 前面進路をｾいで 、 この外
備して、科型住者らしい震を寅ひ彼牲者の子孫の上

:'E/空がのびひろがり 、延 焼 ::ct: すり消火作業の| 冷害
に致すのでなげれば、歴史は再びかの大惨状を記

{ f 起すことになるのでめる。我が園の風土に逃泌

して rH列Eてゐるものながら 、 この間といふものは

録する蓮命ｾ主主はきれ我々は我々 に ふさはしし、汚
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防火吹修を施すとこ八なことになるし、拾てであ・

げばここから火照合すひこむ、始末の; 芯い代物で
訟 に 我h 建築家: t ひくことは、出来ればやめておー

ゐる。そこでなは、 この針策として大屋枚のげらき ＱＺｾ 、 げれども 、 事 賓 が上述の主主りでめれば仕方

ばや肝の H1古1¥分を? 除去し、垂直控ffii : t 屋般市の上がない。然し上主主の事貨は岐に過会の こ と で め

にまで延ばし、壁税関口部の _[.1こは耐火木材製のムキ自戒しむべきは今後 にある。我キは事情みつ

聞を取りつりるこ e 0t是唱する。て今まれ 同 じめやまちを犯すか否かのせ色ぎは に

日本:家屋の構3 . 1 : は頗る高度の方法によるもので立ってゐる。事情といふのは一一

あるから 、念 所 l ケ所を' / 外せば、全鐙の被i裂をサE我々は、我々の燃焼都市を持つ仁まま 、空襲に

すとまでは仔かなくとも 、 スペインや支那の空想官官へばならぬ運命に立ち到つれのである。色々の

焼跡の Ｑ 瞬、京ＺｾＧｦの ｬ 本 立 、 ゐゐいふ単純な構ｩｬｬＧ Ｔ 加と防空的建築の研究が行はれ、i斬くにして得られ? こ

同-ndl するこは出来な L 、。成 案によって近L頁流行の防火 改修が賞施されるよ

毛見に行はれてゐる防火改修の方法は耐震的に愛
うになっ1: 。 この防火改修の方法は防火一途に考

政される t:' りでなく 、肝心の火災に到してさへも
究されれ1: めでめらう 、耐震的考慮は鉄除して居

かかる f色棋を持? これるのである。
るかのように見られる。上部に於いて多彩な日本

今ま 1: 同じめやまちを犯しかかってゐると私が
風 途 築に防火 包装をまとはせるのであるから 、 改

指摘し1: のは上主主のようなことを指してゐるので

我々はあらゆる経験一一ーそれは常 に大きな燦牲

の伴つれ貴重な終験ーー を? 積みかさねれその上に

める。

修され? こ家屋は勢ひ頭の重いものとな h、童 心 は

上昇して、ここ に非耐震的なものとなるのでめっ

て、防火的 でめればあるどり非耐震的でみるよう

に恩 はれ る。この心酷ばまれ池袋のみならす' 火災

1 4 0  



立って慌電な態度で問題の解決に? 古らねばな 2』ぬ 我々は「住宅」の要求がなかっ7こ わ り で は な

震災の後には耐震建築、風災の後には耐j乱立築、 L 、。多くの治んど車J i ! ' ，ての都市俸給主活者の生涯の

而して今まれ空襲に愉へての防空建築でゐる。し ｾＧｩｬき念環 ｬ 立自分の「米 ｊ ' t ' 持つ事でゐる。

かもそれは防火t:万に備へる L ので、地震も聡風 釘1A} 昔から「住宅 J を持つ事 l立国主主な事ではあっ

もきれL、に 忘れられてゐる。地震と国立民 t 敵t授と れが今後金々困難な状態となるのは明白な事でゐ

が一皮には衆ないだらうが、 l 日オ0・きにやって来 らうし、現在大都市 は 9 刻に近〈借家人である。

1: ら日本の建築家主主は どんな頭金するでみらう。 そして共等の生活貨のニ刻以上を貸家として支排

明日は数皐の試験Tごといって公式の! 清請をやり 、 lまれるのである。其の金金綴の涜動は耐: 合的に見

聞語の試験だと いってその勉強をする 、 そして試 ても莫大な L のでみり 又人1mの生活の上からも質

験がすめばすっかり忘れてしまふ。中準えの試験 的に重大なしのでゐる。従って Ａ｜ｾＹＱｾ 物・ に枇合問題

勉強のようなことを日本の建築家注は繰りかへし として考滋さるべき事柄が多い辺白も此の鮎に在

て4子〈。
( ¥4. ¥1. 7. )  するのわけでめると忠ム。

然し現在 ｾ｢ 等住宅問題を泣被 災 任主ヶ以て解決し

生命保険三住宅問題 研究する怠もない ｩ 浸我々は ｾＡｴ 刊の解決者とし

て相談し期待し1停るのでゐ らうか。

諏 訪 民I1 或ひ{ 主我々は II.bの住宅問題に闘しでは頼り得る

これはー俸給生活苦・の恩 ひっ きである。

者なき現状ではないのかとさへ思へる。官t訟は規

則づくめであ る。主I f 築家群と大感 11大建築物のみ

現在日本にち・げる我々俸給生活者の市民生活[ 立 に向って居るぽでめる。

昔とよじべると ａ の『友会ｻｪＺｾ生活三要素の中『衣

食』は函畝文明の流入により金〈昔の仰し無〈幾

会 {:( 、2r

化し改革されてしまって居る。現在洋 阪を着ない E患が Jlb盛に一つの忠ひっきがめる。

者! ま殆んど書l H ライスカレ ー、 カツレツは日本食 それは生命 保 験 事 業 と 住 宅 問 題 の 結 び つ り で み

となってしまっ7切 る。ｾｊｬち住宅問題のＩ｜奇衆の解決Ｚ及びｬｩｊｦｊ･の郊めに

此の驚くべき念激な強化に比快して最後の『伎』 現在社合的に 、金融的に重要な地位' t ' 占めれ生命

の問題は殆んど吹叉され叉[ ま考究されて居ないの 保険合祉の莫大な資産の一部を住宅問題の 1: めに

ではなからうか。 運用する事を考へるのは必すイ也の資金を用ひより

住宅は普の姿のままでゐると，tp、へる。成程我々 有効適切なるものと思ふのでめる。

都市生活者 l主事務所事校等[ ま鑓化し近代化し 1: で 共の怨由として生命保持金契約と住宅との長期性

めらうが、 自身休養をする住宅{まPJ; ひは徳川時代 と不動 性 とが合致して居り相ｊＮ ｬＮ に［ｦ ｉｊｽｈ し得る性ｾ

のしのに浦子ｾ利用しれ ｦ 主力Ｚ 喜怒 化では無いでめ ι ｬ ま他の如何なる資金よりも都合よさ司王はｾｾ L認め

うか疑はさ' るi ' HJ:なL 、。 得る事でめる 。 I l ! e に円本の生命保険合主¥: は東京大

現在ではー郊の郊外に有産階級の組材、的に述築 阪の阿部Tli に於て近々巨大なビルデイングを作り

する以外は昭羽la等代にも都市住宅として建築され ｻｪ ｪＺ 務所の形態で資 金の Ｍ ＭｩＧ ｭ ｾ ヶ利用して居るのでめ

る家屋は諮所 ｔ 曲家 ｬｾｾｦｦ で ｔ 皮徳川時代から体つ ＱＺ る。従って今後徐々 j省大する比等生命保険合批の

大工で充分の建築の様式だと思 lま れ る も の で め 資金のー古 ｉￇｾ 流用し τ Ｑ 他の「住宅 ｊ に投資する係

る。 地 ｬ 立充分に浅されて居り叉 ［Ａｴ の Ｃｬｪｩ 悶 ｌｾ して怒〈
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I"i. い答でゐ る。 建築家 に狭ま れて 其の食撃は昔の宮殿の虫n( 大理

然し、今宙. ち に生命保険合祉にお し共の宮l ff ft' 石の壁で勉らされ白布のテ ープルに花 0 j市し豪華

云々す る事は依り にE事長Eすぎる 事でめ る。 な近代的大食堂で我 k !主十銭のそばや五十銭の ラ

t::: が乳配生命保験合Ka: rt 有力 なる 者{ ま何百両関 y チをア食べなげれば な らない司王は凡 そ喜 別に近 い

も 社 合 ミ ｬ ｮｾ に 寄 附 し得 る ｔ ご り の 資 力 を持って ｦｬ［ 自 分のヨ ｾｲＮ ｭ を 見する のではなから う か ｣

る。例へば海陸軍 に、結核議防 に防空に、競っ て 何故 にこ んな に激し いお象を? 感じ るので めらう

何百民間の巨額の寄附をし て居 るので め る。 j)' o ー秘我々の 日常の生活の潔 !よもから考へ てJfbの

止bのJ t ＯＨ ￎ ，ｩＮ 寄 附 金の 一 部ｦｴＧ 住宅問 題 に 関 する ｾｦｦ 近代大砧築lま'tt i宰に過 ぎるのでは なから うか。我

究 所 の な ｮ きも のの基金 ｴ して利 用する 惑は Ｗ ｚ を ｾ ￭ 号 ｨ は比の大 ｬ よ民主 に比 しもっ と 合 理化 し ｴＺ 住宅 をｾ

t: ものど と足、ふのであ る。 む惑は出来な い もの f ゐらうか。

最近1止の中では図民の健康問題が日立し〈云はれ 確 に近代建築lま「住宅J を取り浅して遊歩して

て ラヂオ ｾｦｕｘｾ 、 幾代の低限等以で健康の府主主主＿企 しまっ? : 。そして Jll の大 きな関涼は一面現代日本

協する 若手は I&. る程結構な 事 ではゐ るが人間 引百の! の文化の代点的 な衣象でもめ ると も思へ る。

最 も!必要 な「住宅 J JWち一 日中最 も長時間起居 す 此の問題の解決の t: めに使用の 目的の自由な且

る「家 J ! ま図民健羨問題としても最も基礎的な最 つ充分なJ a : 金でゐる前述の ttll き生命保険合祉の批

も重要減せられて然るべき問題である o 合尋問』への寄ｆＡＩＢ金を利用 す る ＮｦｆＢ Ｎ ＨＮ まｾ・然一考されて

然る に 現在 ｾ ｢ の住宅問題が ｼ止 問では如何に考議 然るべき問題でならう。

されて居るであらうかo ｾ透局の 主 主金が隆康 問 尽に利用される殺に生 命

試みに ー 容 ｽ 苫の ｾｍ￣ の泣築の部分ｦｴＧ 凡 Ｑ ＱＮｴ ｩ 現在 保険の盆金も市民生活の住宅問題に利用され る;ji:

出版 されて居 る「住宅」 に附する文献な探す と殆 lま好ましい事であらう。

んど如何に妥慌で 如何に凡策よ〈建築出来る力、 と 亦一面今 日 では生命保険ｾ・祉は ｑ Ｚ￩に巨大な事務

云 ふ問題舎 と らへ ｴＺ 小市民階級の僅少なる ｾｓ ￏ＾Ａの 所ぞ完成し二次に投資物件として「住宅 J ｾ考慮す

使用を目 的 としれ沈行の忠jjcに合ム絞な本ヵ :多く べき時機になって居るのか L 知 JL i.;. ｾ 、 。

ｈｉｉ ｊｬ 反されて ｪ 誇るが ｾ￯ ｬＭｩ ｾの住居』 に 関 す る Ｑ ｩｦｬ 先は 現・完封i 閣で は大生命保険合祉が一つの都rt ' ft' ls 

そIL に比し材、り見守; らな いので め る。 外に刈l想的な殺す十で以て iil 友し何前坪の協大な 地

俄 -J5ltf_ f-x; 述築家[ まピ '1... ヂイングと得する1 " tt: t; J  所 全 ｭｩｾ 入し全然生命保険合就が濁カで者 ｐ￞ の雄投

以外の泣き径の計災者でゐる o ｉ え ｬ Ｚｲ ｅ ＱＦｾ庄の ￰Ａ｜￮ｬｪ Ｚ ｾ ｴｩＶＧ＠ 営資織にやって，居る IrU芭でめ る。

者等の事務所は西 洋に もfそる近代的なネL棋なるも 叉イ也に Ｆ 命保 Ｚ 喰契約の樋 ｾｒ に 「 位宅問すき生命保

ので め る が然し人間生 ＱｾＮｦ 最も雪要な Ｑ 休 ｅ 蓄を ｊｩ ｮ ｾ主」 “ ｈ ｏ ｬｬ ｳ･ Holding  Policy" と云ってj r I J ，1' .¥ !111の抗

又攻:のI時代の者TIll ち子供等が育つ場所は背ながら 命保険契約金す，! l ，ば、合祉は英の保険設券o擁保

の姿ではな いでゐら うか。 に契約者の注文によ る2誌を建て るのでめる o ;l t の

否昔 よりは更 にJ郎 、。l!¥) ち都市の 中心から近代 後 は毎年家賃同様に保険料を? 挑込みさへすればタE

文 明 に 押し 出 され盆 々 不健康な新 住 宅街ｾ何の考 亡の ｊ ｊｽ合は必十遺族に共の家屋 ｦｦ 波す出来 、 ￌｉｾｾ 期

慮する 絵地 もな〈後生しつ、ゐ る様でゐ る。 の時は自分のもの となるのでゐる。之等の司王が外

一例セ 以てすれば都市 の中 心に は巨大は る資本 図では笈際に行{ まれて! ，5 ' るのでめ る。

の運甲車と近代建築家の設計 になるピ ノL ダイ Y グの 外国 では既に生命保! 致命祉の資金は 「住宅 J Iこ

中にデノJ ート がめる。我今市民生活者は比の資と 向つでも積限的に 投資されて居 る様でゐ るから是

1 4 2  



キ日本の生命保険令枇も「住宅」の問題を研究す

る時でめると恩ム。

だが現在では日本の住宅問涯は充分1: 研究され

て居る とは思へな L 、。果して英国民の家庭を本位

としれ分散主義の都市か又は大陸流の集中主義に

よ るL のかを研究し自から遜隠せる最 t.の様式を

滋見すべきであるが事資比の研究の容Ｎ皮はｾＮ A な

状態にめるのでめらうか。

最近侍に住宅問題の重要性は近年の人口増加 t

管年暦の都市集中の傾向が著し〈なるに従って主主

4 緊急; を7要する問題とな って来る。然し現賓に若

しｾ注の如〈未＿ご充分に研究し智殺されて舟ない

ものであるとすれば一刻も早〈研究に着手し具惚

1t し関家 IOQ年の計を立つべきでゐる。

斯〈の立11 ( 此の忠、ひっきでめり希望であるもの

の結論は差しづめ衣の如〈である。

『 生命保険合祉の社合事業ベの寄附金を以て住

宅問題研究所の役立の基金とし何百前倒かの充分

な得 ｾｦｴ を得る本でめる 。 ｊ

1: 1 1 而比の結論を得て勿論賛成者 L あり叉結構 i;'

甘すぎる話ではあるが共の質現には現夜の建築関

係者の行郊と自径を最も必要とするし叉生命保 険

令祉は勿論の事一般社舎か らも ｾｙｾ の策現と効果へ

の ｅ 邸、信頼をＧ＿ｾ必要とする。

会 食 ｾ＠

然し最後に根本的な疑問が生れて来 i: 。

それは現在の建築家等が何故にしつｾ J比の性宅

問題に就て一般的な啓量量的な協同機測としての研

究所の清原: が我々一般社合人即ち素人にr .il られて

府ないのかと云」、疑問でめる。

自iJ 速の立11 き甘い誌を円自 L 、てよレ気持になって照

るよりも比の疑問の徹底的な解決金第一にすなべ

きであり。そして此の間，包はr#ーに思ひっきではな

く社合的に健全なをま] 長に向ふ基礎となる司王を望む

*1， m来るわりだ と思ふのでみる。 以上

一一一一 o 一一一一
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な の書架にザラ Ｃｾ￧ の粗末な洋哲 ｽ�Ｚ 1  :加ある。

“ ArbeItsrecht  und ArbeIterschutz" ｾいム題の畝

州大戦後の l、、イツの枇合政策決布IJ を香 い? 二本 で

4. 5午前紳 悶の古本屋で見つり 、内容と云ふよりは

常時のドイツの窮乏状態を物語るやうな袋! 仙の珍

らしさに惹かされて勝つれものである。その頃了

皮ナチスの都市E十銭思想が輸入されて、所言明“ 土

に根ケドしれ生活" ヵ:叉話題に上りつ》めつTこの

で、ー時此の本の中の“ 定住地法" “ 家産法・' “ 小

楽関法. . ( Mれは大戦i直後制定され-1: 伎に関する

法令〉等を拾ひ主主みしれりし7こが、ぞの< [ 1 何時力、

慨に上げ? こま》忘れて了 つi: 。

l蕊構橋事件が支那事号室となり、それが大規模な

戦争へｾｬｊｐＨ大しＺｬＧ ｊ して間 ｌ ないｩＡＺＧＯＮＡｩに“ ｲｾ 時惚

前IJ版 H 主銘打つ ｩＺ ザヲま ｬｾ の本 ｴｊＺ 現れ ｩＺ 。之 ｬ 立官 ｅ は

普泡のJ ; l f 償阪にすぎなかっ7二のでめるカ: 、税{ 土直

ぐ書棚の “ Ar beItsrecht" の姿を，思ひ: 1 '1 し、 愈々日

本に L 近〈会図的な牧l資不足時代がくるのではな

いか、 と伊! とも云へぬ心細さを感じれのでめる。

敵の長期抗戦に際じて、単閣一致長期建設への

進軍力: 始められ、建築家 L 生産力の扱充に 叉大降・

の建設に需要な役割加資す，ることになっ? 二。そう

してゐる内に何時ｾ ! まなしに王手にするやうになっ

? このが住宅沸底の孫でめる。うかつにも住宅難 l主

戦後に起る現象fごとばかり忠ひこんでゐ 1: 祇は、

之には大いにまごつい i : 。例の箆にまみれてゐ 1:

舶来戦時総制l仮は再び犯の机ヒに鼠かれ、私はそ

れからｾ［時の，ＮＮＧイツにも戦争中に激しい伎宅革推の

めつれことを刻lつ1: 。そしてその多方面に頁る問

到な針策を菰んで、今夏の如I ( 之を苦 L な〈押切

っ1: 住宅革ft の恐るべき磁1実力をサ11 ｾ樗然としれの

で ib る。何の朱もなく勝つれこの見切品の古い戦

時鐙制版が、僅か歎年にして斯ほどピツ夕 日とく

4 3  '1  



もよしお暦でもよし ｴ いＮｾ機なｾ極作業 ｕ こ自由るi時代 を迎へょう1 : 11少しも考へなかつれが、預言

な工窃 r めれば之を考察するのには地僚とＡ｣ｬ｜Ｚｾ主役いれこ主には夫か ら幾何もなく蛍の欧州には叉第

との振合により2 f S 家の経理年な場合と高暦の経済なＲ の戦ｾが捲き起きれれのである。まこと歴史は

混 合 が 現lまれ従ってJZJ 庵: こ平家高暦の限界がある
繰返すもの忙 し 私 は 比 の 筑 色 〈 や げ れ 頁 を 繰 り

でめらうといふ考へはどうでめらう力、。

手'l 1ま甚t:' 大さ' つ1;[ な計算金やって見- / : 。それに

はまことに勝手な限定係件ｾ月ひ ＱＺ 事Ａま勿論であ

ながらひそかに感嘆しれ次第である。 (1・4. 11. 24)  

化屠
a=lI 

I司
の場主

るからその退 ￭ｩｴ ｰ 指示顕ひ皮 ｌ 、 。先づその仮定か ｴｾ

述べよう。

汁T

( 彩、の ノ戸ト か ら )

藤伊

1. 卒家の建築1 ' (1立高月号建築のぞれの 8 筈U1: 考へ

る。衣の採な資料によつにものでめる。

今年の春でみつれが、本誌主催の市街地盤築物

工場途築の有効床単位面積に就ての債総比率

法改正に関する座談合の席 t で、工業地域の空地

制限が 3 刻から 4 割に改正され7こ勤に就いてその

有効 ｭ Ａￌￏ Ｑｬｉ Ｑ Ｔ 階主工場 ［ Ｑ Ｕ 階建工 制 官 ｀工均 ｩｾ ［ＮＺｾ 主問

“ | 内 法1ド) i1: 1  1  

mニ | 編 9 m I 儒 15m Ｑ Ｑｊｾ Ｚ ｬＱ ｗＺ 圧倒ギヤレ ｍ￭Ｎｴ

-

改正要旨をァ説明されれ玉置技師の誌に「工場が2 f S

5
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家でなげればならないといつ仁やうなことはない

と思ひます。鮮に重量物i " lfx扱ひます工場はこれ

格別ではめりますが、工与野と L、つでも全部が窓量

物を取扱ふに決ってゐるものではありません o tご

からして今の平家全 2 階建にし或は 3 階建にして

S臼auは er ｾにこ Ｔ披益成 Ｑ る (高月信?、辺建E築塁拳担工 j窃z 篇戸所i{ii殺彼〕

アメ リカの ロア トピ ルヂイングのやうにして L い

保険料等の建物関係の年支出合卒家2. 'l.'i'王m. n
い ぢゃな いか、 そうすると卒家でギリギリ 7刻ま

の ｴｩｽ 合と Ｗ 告 ｾｲ 否建築の接合と等しいと考へる。
で建ってゐる L のでも 、総 2 階になりますと 3寄り

分ですみます・ ぃ 」と云 lまれにのを? 降:1，、てその泊

之 lま明らかに設であらうとは忍ムカ =i 直営な資

自文をァ持合[ まぜてゐな い。

3 空t也市IJsRを， 4  ¥剖とする。

4. 建築費の償却期間企30:年とする 。乙 L 確かな

資料のなき伎に一般の建築物に準じ 1:1.' ; どう

切 な解穣に感心しれわげでめる。

成穂、 空地市IJ限といふものが之を大にするに随

ひ工努の高庖・千七、 ひいてはロフトピルヂイングの

出現合従す主い J 、事由: 推定/ 1 ' . 来る。そう L 、J 、司王ヵ :

ふと私の興味ｾｩｊ ｬ ，、 ＱＺ 。勿諭そうかといって工場
でめ( ，うと /1思ってゐる。

5. 税率 等! ま大阪i " 想定し 1: 。
ヵ: J l l -なる 41釦j の空地市1] 1浪のnに高居イ七するとは考

かういふ保件でやって見1: 結果ヵ :次回iのぽにな
へ乙れぬ。 1

1
: 慮に 1: 1: 必す・や終機 lーの考慮、 lJ=抑( まれ

るのでめる。
て卒家か高層かが定まる Tごらう。

去ふ迄 ｌ ない事ではめるが 、 例へ ｬｦ ｬｊｴＨ ｴ ＭＧｬｾ家の

蹴骨締法律築工場の建築ｲ， ｾ｟ｹ 均 ＢｩｾｻＢ 1) 200悶力、、る

ものとすると地似GS閲位カ: 4 " 家主 及Gl 奇との限界に

都 合地 は交沼、努働力、 i' li t}3j の三つのZ主要な保

イ ヰを具備して殆八どめらゆる種鎮の工賜金引 Ｑｴｾ

てゐる。比較的に地僚が高いに係ら子工場 lま都合

なるらしL、o .P. JJ ち坪30闘の土地ならば4苛ミカ: 絞i際地ｩＢ陥れる本が燥し ｌ 、 。共慮に土地磁物等 の岡 Ｑｾ

でめらうし、坪印刷の土地な( ，ば高J f J - 化寸る: 必要

があるのでめる。

資本を係カ有効ならしめ機主して必然高j静化が要

求せにれる L のと思ばれる。して見れ /1、 <j ! -家で

4 4.  
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上の闘がどこまで正確であるかは私 L はっきり

云へね。又作業上或は管理上そうはし、かぬ工場 L

あるでめらう。げれど L とに角こういふ限界がゐ

りのると L 、ふ程度の話題に迄私のノ ート を提供す

る 。 ( 昭 平nW F' !2月20日〕

調 者

分の外な い といふ事もある} つの挺理!をふ〈む。

O 明治年代 の二大名著といはれるのは

遠 藤 刺 員 者

三宅雄二郎著

日本敏拳史

学 街

でゐるが、三宅氏がその字宙の念頭に

「 字Ｇｩ￣とｾづくる比のー替は 、貸 の名に同 ｉ ｉ ｉｩす， 1: 

L 、ー|町 に人の多事 、全〈諌む者なしと 限 もす o 裁

は初め歎頁f t ' 讃み波動成主して捨て貴志 、或は三

間ケ慮を抜き 、卑近なり驚〈ベき迷設な b として

地つべし。唯 t:' 幾人かは金曜号遜讃するの沼、耐力金

具へんが、文字よりも意義をとり 、部分の断定よ

りL全惚の瑚E告を油り 、直に現賀なる宇宙に融合

せんとするの有るべきや否や 、 絶えてｾｾして務

にあり 、織に一人は有り。而 L 其の一人 L 之を? 能

〈するに非守、{ 蓋に能〈せんと試じるのみ。一人

とは誰ぞ 、 Ａ｜ｲｲｾ言ふ者自らの事 ｪ

と述べてゐられる。氏一流の皮肉を遁して氏の

自信の稜もうかがはれる名文 ではめるカヘ うっし

でもって編中rr者針令員或は説者の関係の5工程を表

堀 口 甚 吉 現 し て ゐ る と 忠 ム 。

0 建築主社舎の編怜常務の末席全げがしれこe 4 0 従来 rm築主祉令j に劃しではゐ つまらぬ、 百

ヶ年、漸〈解枚されて、客観的に 、 同誌を見るの 白〈な L 、、 L っと右主主な記事をのせろ 、 といム理主

機合を輿どられ1:" ｦｴＧ ｊ ｯｊＡＺｾ 聞い ＱＺ Ｐ しかし、編 ｴ 向関係者として 、 この

O 本日家にかへれば「建築主京土台j の編特に如何 獲のいづれにしれがってよいかに〈るしん fご。幸

なる希望を有するやι;
問合せ容が到着してゐる。 ひ雑誌が、究らんかな本位の雑誌でなきこ主かも

この質問にあーぴき出されてと いふではな いが、ー 最 L 卒凡な護者唐の一入金白分は? 二しかに代炎し

策記し1:. 、希ー努力; 生じ 1: 。 てゐるものと考へ、自分の希望い編 I院に l探して

O 由来執筆者カ: 自惚てゐる作殺者が決してないこ は述べてきれのであるが、今になって考へてみる

t はわかりきっ? こことであるが、続格関係者、若 と、何等の足跡ものこさなかっ1: 事を考へ自分の

主主家、 プツクメ ーカーはこのわかりきつれ事震を? 非カo聡寸，るばかりである 。

誤認してゐる。叉この誤認なくしては忙がしL、時 o  i建築と社合J か 「 建 築 の 祉 合 」 か し 今 夏 合

間をさ ｌ 、て一文を つ 容することも ｈｾ 衆ぬ次第ではあ 員に肉ひ合はさなげればならぬ程、編 l附方針は織

る。 交してるないのである。そんな事がわからぬか、

O 小生いせっかく活字にしてしらって、日費者lま 四ヶ年 L 編怜に日目係して't!x. さへわからぬかと問は

ノl、生一人主 いムやうな駄女を以てこの誌上o度身 れれら 一言の返事 L なL、。しカし、雑誌の君之JJ I;{f

りがし? 二ので、甚7ご恐縮してゐる次第ではあるが 凡よ 、 「建築主社合J 1: iill いであるでな いかと 、

自分の文主主、 自分の若容の反の殺者はれしかに自 一際解決がつげば、 それで L よし、。然し、我は、
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rMt 築と社合j の雑誌は 「建築家の社合j のやう 築11mJ でみ るま L 、IJ ‘ 。叉、 この程度の編綿密 す

な泉がして、 しか1: がな し、。 又現校までの もの は れば、合: ru 誌代と の聞きも 少〈 すむ のでな いか

ill 憾 な が ら 「主主築家の社合」 或は「建築家と祉 と考へられる。

令」であっ 1: 。そ もそ い建築と社舎と並び得る o  r注築と 最土台J 1，つ・まι ぬ、つまらぬれ、ム人

観念かどうかさへ い 自 分はめやしむのでめ る。 もめるが、近年災害強度委員によ って な さ れ 1:

o  r建築 t 社合j なれば、先頃、片岡令長が 「女 「侭粋の研究」、「風座の研究」等、 日本の雑誌で

宜主春秋j にのせられれ「都市計到の今昔J の如〈 これ程賞用的に右主主な記事はどこにものってゐな

一般ヂヤ ーナリズム への建築家としての進出によ t 、。自 分自 身を さげすむのはやめて、自 分の可愛

って、資現するがより有効遜切であるやうに考へ い然しゐまり健康でない愛児をそにて るやは じか

られる。 L、泉分で、 この「建築と社合」を育 てるやう にし

O 現( - f の建築家を見われして、最もz p. 凡で、奮く ていれ ｦ ごき ＱＺｾ 、。昭利 Ｑ Ｕ ｾｰ のイ ｬ Ｇ 践にあ ＱＺ 1) ｾ＠ 、さ、

さいきもひはあるが、建築家の識もう或は諌むか か駄女を主主し1: 。

といふやうな編!Wをしてゐるのは、30年来の「主主

1 4 6  

聖 地 橿 原 に 観 光 案 内 所

紀 元 2. 000 1. 1三を期して駿凶大和へ橿原へ押寄せる図骨量客の使: ; f ll を闘 り大俄局、大軌、 大餓

京阪 、信賞、生駒定、奈N販、奈支市、大阪、京都、紳戸、和歌山 、 名古屋、各都市立主に

ジャパ y ・ツーり スト・ピユーロ ーらの綜合税光案内所は目ド極原紳宮古ir堺、古ir に新築中

であるが 13 日午後 I I l ; I ーから之が運用 に闘し関係都市観光課長並びに運輸方面の係長ら 25.i;

が偲原紳宮市I蝶に集合、事務取扱掲示場の設位、マイクロ 7 オンの設備などに闘 し協議 {e

とげ、組，，- ' <来年 1n  1  日より花 h し〈閲殺することに決定し1:
0

(12. 14. )  

厚生省に住宅問題よろづ相談所売まる

未曾有の住宅難主 之に{宇ムJ忌地主怒家主、の跳梁はさなき Tごに足並揃はぬ低物償政策に

逆行する結果会招来してゐる現状なので厚生省では之が根本的解決会計る 1: め、計ー合局に

住宅課 ( 仮事専〕を新設、わが掴住宅問題 100 年の大計五? 樹立すべく大磁省に封し 200. 000

聞の逗加珠算を要求 中でみつ1: が、 ! 日承認を得Tこので愈キb! ( る 12. 3 日明から 住宅問題

よろづ相談所 t して) . 5開きする。戦争に住宅難は付もの、臥ilil 大戦直後の炎、猫、t和i諸闘

の深刻な住宅難に みても現在の住宅問題は事鑓終局が近づげば近づくだり深刻化する事が

政想、される。況に中産階級の住宅難は資材制限を受りて徐々深刻となり厚生省の調査に依

ると労働者fごりで昭和 16{j三まで に住宅200. 000戸、アパート 2. 600放の新築を必要とし中産

階級金健からみると 1 ｾ ｉ 三 聞に ＲＵＰ Ｎ ＰＰＰ 械の住宅を新築しな〈ではならない現状打 、 之 ＱＱ 結

婚その他の事情から生す' る世物童文の白然物知1125. 000線、災害、改築による熊要 125. 000材l

k 最少限度に見積つれ百I. ; r t : で之に路選 勇士が家庭を持つれり不時の人口移動に依 る必需量

を加算すると年 - ' <300. 000械の住宅が1必要となって来る。

新設の住宅課では取敬子中産階級、苦手働者を当象に主主築資材の斡旋、 資金調達を計って

少しでも多〈住宅を供給すると同時に住宅難J こあえぐ庶民階級救、演の? こ!i!J 内務省と L 連 絡

を とって積筒的に f岳地 1:.、家主の一筋合間らうと吉J ‘ のでめる¥従ってき凡夜間潤合がやっ

てゐ る住宅吉国主主、小住宅の )1賦建築から更に 地代、 家賃の公正{副会制定にまで梁tBすこと

になってゐる。



栂 要

位 置 大阪府泉北部大蔵町大字助松

( 南海本線助 t公寝11:;ヴ0. 8粁〕

企劃決定 昭和12年] 2月

5置 工 浅 間 組

設 計 大阪市営1管課

起 工 昭 和14年 1月

後 功 同 年12月 8 臼

敷 地 3. 672fi18i5 

建l i F 828liF 

工 事 侵 ]92.α xl]事図( 附槽工事費共〉

新 建 築 欄

助松郊外皐圏( 大阪)

本箇便所前主句耳司会見る右側

潜り戸玄関前へ，左手健所

門 住 瓦タイノL張，笠石丹波石

門 扉 僧ペンキ尽き取り，畏織

鋲苛ち

電 灯 ステンレス

左方鰐 煉瓦積白セメント吹付け

竹瓦葺き， 下郎は術込み

門より玄関に至る歩道; ;1: コンクリ ー

ト・ プロック敷き

正面突醤リ児童玄関，上g j ) タルキ型

ペンキt置き取り

左方，便所 右方，寮母室

設計・犬阪市瞥槽課施工 -B盛岡組



床 格 エンヂ洗出

立方位 杉面皮

古書棚 静代杉

床 板 柵板，丈袋板，ケヤキ

小 樽 鳥の子金砂子

竹 は 関西竹

右手陣入且鳥の子，下iffl 金銀アヲレ

墜. 5高砂E雪，腰廻り紺色紙張リ

天 井 杉杢イツメ板

之 助松郊外畢圏 ( 大阪)
叡計・大阪市" 樋摂施工・湧間組

男重玄g ' c内部)

踏込床巾木. f霊手タイル張リ

床，フロ ーリング

壁，プラスター

天井，タイカボ ー ト水位ペンキ

中央下部，下足酒. 1 f . I 1 I 地ラッカー仕上げ

丸笹，権磨き丸太ラッカー仕上げ

右手階設室，開日照宮真木製

中央フラッシユ ・ドアー は便所へ

左，児童玄関入口引戸

ベニヤ及遺作紡. ｾ型地エス仕上げ

寮 母 室

床 フロアリング

巾 木 研 出

ｾ＠ . = . ツポノプラスター

天 井 ヘキタイト ・ペンキはき取何

往 信磨き丸太，ラッカー仕上げ

桁及副位茶渇色ペンキ拭き取り

懇上下引建中ボツパ戸

正面倒 l湿地ペ= ヤ活ラッカー仕上げ



察 室

床 板 上 に テ ッ ク ス 敷

ぎの上夕 、ミ敷

需要板陣ベニ ヤ

閉 法 暖 プ ラ ス タ ー責卵色

水位ペンキ

欄調s ! パノLホイドツヅレ

小 ｾ＠ テックス

天 井 ボ ー ド 水 . 'J a

左手! 申入襖史紗市張

下聞込み手習ひ机等を入

れる

廊下との仕切の砂土ランド

セル入れ

パネル盟1分は廊下側上草覆

入れ

協の位認分はカピミはめ込

み

二勝候号書室

床 ライ トリノ

ｾ＠ . =. ツポノ，プラス

ター

天 井 ボ ー ド 水 位 ぬ り ，

木目地叩へ

木部' 5 ｾンキ塗叉はばき

取り( 色彩多様〉

左手引田を開けて階'Wへ

中央型板ガラス入スグリー

ン 3 ケ所; ; t 例室

隅入口 l主習設焔室へ，上m

は中三件予防入

右方入口引声は廊下へ廊下

を距て密務室が見える

助松郊外皇居圏 ( 大阪〉 ｅ 支計・大阪市曽ｾ軍 施工・ 5建問組 3 1  



1 4  

床 ラ イ トリノ張り

援 プフスター腹水位ぬり

天 井 タ イカポート水位ぬり

f買柵ガラス板

流 し 白 タ イル

前面廊下側;主スクリーン

木銘全部ペンキ

一 階 E軍 務亙釜

助松郊外接圏 ( 大阪〉 設計・大阪市I I f I . l 課施工・湾問組

佼 舎 教 室

床 杉 板

腹壁廻り ラワンイニヤ= ス塗り

蜜天井 デックス生地

廊下側窓ボツパー

廊下仕切の向ふ下足iaが見える



理 髪 室

床モザイツク ・タイノL

I曹甲丸タイル笠木白タ イノL

右側捌及鋭廻リ， ｾ理 ［ 也ペ］ヤ製エス仕上

棚天板及仕主リ，ピドロライト張リ

左側網顕洗ひ流し

壁 プ ラ ス タ ー仕 ヒ

女 子 浴 室

床巾木人活研出市松

腹 ? ! ) - ム色タイノL

省 側 小 便 所 開 て テヲプー

突醤 リ 大便所

左側 波面所

テラゾー- スグ リF ンは手洗ひ完走用

木割1全部ペンキ盗

助松郊外感圃 ( 大阪〉

俗槽 床 人 活 研 出

腹廻り五寸角臼タイノレ

壁天井ピーリング灰色ペンキ

お側扉，苦ti -程室へ

普天井取合せはE興宗弔起日天井( 幅G尺〉

本 館 二 陸軍便所

設計・大阪市. . 認施工・滋閉組 5 r  



察 2 f ! I 聖外部1

パルコニＭｾ匠 f童手タイル

テ ス リ内板 ｾペンキ奴ｴＧＢ取リ

外石綿板白セメント吹付

寮は燈際迄窓を設け1哨戸付き

車干先 4 尺待出し 出 桁 杉 丸 太

車 ｆｾ ペン キ￞ｉＺ き取りく此の部分 ｚ コ屋綴

ステンレス板サヲ シ貰)

木舗1ペンキ仕上

1 6  助松郊外事圏( 大限)
絞計・大阪市借.1悪徳エ・湧間組

布手棚は外よりの下足箔

床中央フロ ー リング ・プロック，

雨側 リグノイド

腰ペンキ湿地征ニス仕上げ

寮 1 階 廊 下

寮洗面所附近

右手摺I ' ! i . 中央洗面所

左右の碕はコ' / ，プ盗，実板るテ

J レス打t置き

腰1 ! 廻リラスモザイツク

sl ，プラスター

住，大西取リ ニス仕上，面ペ J キ

左手ドアー寮母室へ

遺作初，型地= ス



本館職員玄関F付近

パ ー プラの 部分Ｇｦ ｾ員玄関

左側平家部分使丁重二階肘倍付の部分

寮母室

建物腰長手タ イ ル下見板及評ｾペンキ

〈松葉色〉ばき取り

竪白セメント入モルタルカキオトシa

摂は面取リ日本瓦

パーゴラ伎は丹波石積，床はタイル及

び鐙卒去を張リ向上郵

ペン キ主置き取り

パーゴラの問ふは中 Ｎ ｾをへだて ｌ 廊下

が見える

曾言語室より園長室を見る

境の丸太は惜しぼ丸太透L 杉板

左手マントノｾ . ピース

壁オリエ J タノL ・クロ ース，天井テックス

助松郊外皐園 (大阪)

床 プナフロ ーリング

誼FF初建具々ニヤ共，開地ニス仕上げ

ｾ ・ 日本クロース

天井 テヅクス市松' *り

左手引謹ひ「フラッシユ ・ドアー」は廊下より J 入口，その隣

り窓下廊下側上りよ草履入棚，右 「ドア【」は幽長室へ

「マン トノレ ・ピ{ ス」には「ス トーグ」 脅入れる。

ステンレス打銭板，1 m' タイノしは泰山タイノレ

目地ラツカ戸盗，向上部，戸棚，襖 オリエンタノレ， (7 ロース

張 り

隠 接 室

設計・大阪市皆繕課施ヱ・遵商組 7 1  



苧家と二階建の取合せの場所が職

員玄関

左繍'I吾童物は正門慣門衛

門衛布小俗子窓及連子窓のある所

が鬼章玄関

前面の煉瓦慨は白セメント吹付け

裏玉石積み生酒とす

1 8  助松郊外畢圏 ( 大阪) 般計・大阪市瞥信課施工・ 5盛岡組

観 察 室

玄関側上り見る

下見板はイギリス予見事干 ｾｕ 宅ペン

キt置き取り

援モルタルカキオドし毘恨日本丸

左13入口は盛所出入口

布手下鴨十て見える屋根は井戸鐙ひ

本 箇 南 西

階下食堂 211i i : 探索室. . f : j 手は寮

隈の突出部は手洗ひ場

寮の右下部裕子模様は下足浴

お端別綴夜、の渡l磁下

食 堂 西 祐 函



水 F回 答 上 よ り 見 た る

本館全景( 左手は校舎〉

水f I 1J - 1Sは高さ約 3米の降、正上に立ち金

高約1:1米 園

線松，自問、の中に自然の美を留はず町、j

近と調和して建策せる鬼重の繁園

察 犯 函

切妥結分下部は踏段の上下を利用して

寮母室にg j ) 屋を取る

寮外商仕上は本館と同i索

松の根本に鬼電用手足洗ひ場!:s見える

右手段禁笛しに見えるは便所

蓮 境 此の地は宙飛茅停( ちぬ〉の浦と浦へられ風

光明 煽を以っ て知らる ｌ 白砂宵松の名勝にして，ｾ領中のオ ＭＺｬ Ｎ

ン含有 ｬ 言は本邦に於て最ｾなる 健康地 なり。交通亦 Ｎｾ使 。

目 的 市内小筆校の虚弱見室を収容し、 英の

健康晴迫、 Ｘ 本質の攻幸子ｾ図 る主 共 に男是認 ーを 修得せしめ

併せて健全なる図民締罰申を涌養す。

l & 容鬼童数定 員 約250名

入園資格 尋常科第3.4. 5. 6年児童

但し体染性疾患児、 その他株に聖書寮を

要する児 童及び 操行 、 筆業の不夏見ｾ

除く。

牧 容 期 間 第 l 皐 矧 4. 5.6月

第 2 型軽期 7. 8. 9月

第 H長期 10. 11. 12 月

第 4 筆矧 1. 2. 3月

費 用 l 日約50銭の食授を鼠牧す。

建 物 繍 酒 な る 近代 的木 造

本 館・・園長室、際援室、合議室、職員室、食

堂、炊{jj.百E謄室、軍事務室、病室、 レ ン

トゲ y 室、暗 室、着殻締室、娯楽室、

宿直室、 休養室、作法室、現髪室、浴

室、洗溜室、乾燥室、 ポ イヲ ー室、物

置、使了室、便所。

皐 会 ・教室 ( 6) 開放教室 ( 2 ) 様本及隣国室

保護者服 接室 、 理科ｾ験準備室 、 物置

便所。

寮 舎 ・・察 室 ( 9) 寮母室( 3 ) 日光浴場、保 護

者商談所、便所。

観察室・・ 病室 ( 2) 聖書務室 ( 1) 若議結室、炊 事

務、総場、使所。

英 他 … 園放掲揚室、守衛所、給水塔及ポ : / 7・

室、花圏、食会、動物合。

助松郊外撃圏 ( 大阪) 設計・大阪粛軍 ｦｾ 盤練 絡エ・語盛岡組
9 1  
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1 0  助松郊外患園( 大阪)
限計・大阪市醤硲銀施工・ 5盛岡組
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くModerne Bauformen， Nov "  1939 より 〉

入 口 鹿 間 正 面

2 階 卒 商 悶

1 階 苧 西 岡

I  1 2  ( ドイツ〉乙J j ，デンの乙ツトラー・ユーゲントの家 建鍍1' ( .  H.  Hent r i ch 及 H. Henaer  



第 3 闘

濁乙wt 統源D 巨匠ハンフ.ノL グの Fri tz Schumacher  

数伎は去Jl 月 4 日を以て， ＷＰ ｾ 電 の誕生 日 をむか え た

ので Bauformen 誌はその祝を述べて居る。

第一簡はハンプルグの財政局の建物でク リンカ ー・ タ

イルとテラカツタを使った教授濁絡の手法になる建

物大・破断j後D 杢盛時代に遭ったもの込} つでなる。

第三闘は狽乙新逮夜運動の影響を受け出低杓新u 、手

法になるものでハンプルグの閣民型佼1929年の作で

ある。

第三翻は，、ンプノL グ附涯の翠授の煙育委で1931年の作

である。

くModerne Bauf ormen， Nov.， 1939より〉

第 1 闘

第 2 闘

( ドイツ) Fri tz Schumacher 教授古稀の祝 1 3  I  



外 観

2 勝 卒 面 図

-・・ー」箇Z畑区・・3・- ・・・凶-・- 四・・ー

s  

l 階 中 西 国

滋隠舎の東側Jこ道を距" C>. 増棄の新聴会は鴎憶で連絡する様

になって居る。

玄関姐りの震はトヲ，ごーテン給付、E事‘ 窓俗子、l S : の飾りは

K otthoff 氏。手作り。窓は磨きガラスノ、。

Ｈｚ ･ｾ ｴ ｲ｡ ｬｨｬ ｡ ｴｴ Ｂ＠ Oct. ， 1939 より 〉

玄 関 出 入 口

I  1 4  ( ドイツ〉マインツのドイツ鎮謹本省の噌築



外 観

燃の小節税で床も墜も貼ったパ

ラックである。主と L て寝室合

とりペツドは二段となり都合 Ｓｾ

4 ツドあり舛に宿患者のE控室と

食堂友洗面所が附麗する c 炊事

は別棟でする標?となって居る。

くZentralblatt.Oct.. 1939 より〉

食 堂

卒 面 聞

( ドイツ) 包ツトラー・ユーゲントの動苦手障宿舎建築家・ J uI i us Ger bar dt  1  5  l: 



南 面 外 観

-

自 己 置 悶

ウアイヱんの南野及びアノレゴイの上山脊に1937- 38

年に建てられたi ! f 烹スキー練習所は. 圏内防製軍たる

嘗亥宮の慰安施設に到してイニ シアチプをとるもので

ある。

立案は Olt o Thi el  fヨ患の下， Gabl onsky 主主慢に依

つてなされた。盛吻は赤球勝ちの墜をもったスヰス風

のフ ユツテであり収容人員は双方共に1∞各で・ある。

/  

〆。、

bと '堂

屋 根 褒:の: 腫室

l'  1 6  ( ドイツ〉ヴアイエJ l . の警察スキー練習所



耳 鼻 ? 卒 面 苅

2 駒司王面悶

l 勝 zp 面 開

( ドイツ〉ヴアイエJ L . の警察スキー練習所 1 7  I  



，正士、

I  1 8  

外 観

寝 室 室 内 民 集

懸賞募集の1等霊濯案によって貿B面されたもので，緩めて聞軍な苧面からなる3階建で， 大部分は看

護婦，m添看護婦，縫i安婦の寝室であるが，此等の寝室; o1Hつの苦手奇こはっきり分れるやうに巧に国置さ

れてゐる。寝室には建付の洗面溜と衣裳戸棚があり ，窓下にラヂエーターの設備があるのみならず，

タオル簡にもス干ームが遇されてゐる。疲室以外のき ￟ 屋としては，西端卒ｾ，の部分 Ｗ こ ｴ 実害時室，談話室

その外側には鹿い テラ スがあり，娘雪書室， 談話室の後側Jこは各種の作業室及び倉庫がある。徳造l'i 柱

及主要墜慢が煉瓦遺 ， 床及梁 ［￳ｾｾ 宮筋 コ ｊ クリ ート 透である。

ーー- - ーーー

一

一一

( イギリス) Maccl esf i el d の看護繍寄宿舎

2 階 苧 面 調

ーーーーーーー 一ーーーーーーー

ー - .(.. 1

1 階 苧 函 園

卒 由 設日月

]， 入口ロビー

2，ホ ーノL

:l ，受 付

4，外蚕室

5， iit沼室

6， 護 所

7， トランク倉庫

8，白布室

9， 艇事臣室

] 0 ，年少看護婦談話室

)] ，成年看護婦談話室

) 2， ｾｎ 添看護嬬談話室

)3. 看護婦女震の居室

14. 雑i安婦寝室

) 5. 向上居室

)6  同上浴套，便所

J 7 . 非情口

) S，ボイラ ー室

J 9. 看議嬬寝室

20，同上浴室，便所

21 ，倉 庫

22，附添看護婦寝室

2.1，同上治宝

ｾＴ ， 向 上健所

( Archi tectural  Revi ew 

Oct. ，' 1939よ りJ

建築家 Fr eder i c k Gi l ber d 



デイオドーロ街とデイオーネ

街との角 上りの窓硯闘

デイオドーロ街の透視鏑

CAr chi1ettura.  Ot t.. 1939より 〉

共 通 階 苧 西 岡

( イタリー) 圃立フアジスト融曾擁護協禽駐在所 建鎮家 F・r aDC; 同c; o Fi c; b". . a 1  9  I  
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外 曜 日 僕 製

1 階 苧 面 悶

1 2 0  ( イタリー ) シシリー島カタ ζ ヤの裁判所 建築家 Fr ance. c: o Fi cher a 



- . ，.明暢輔・岬. ，. ，. . 咽h・・酬日網戸、，・，. ，. .明

正 面 外 湖 沼 部

内 部 中 廊 下 透 悶 悶

li t 5 審 院 内 部

( Archi tettura， Ott .， 1939よ りJ

法 定 内 部

( イタリー) ジジリー島カタユヤの裁判所 燈祭事 F r anc es c o Fi c her a 2  1  I  



外 慨

卒 面 開

CArchi tettura.  Ott ..  1939より〉

断 面 阻

ッー一一 om

三げ色、

¥ー: L d

1 2 2  ( イタリー) ゼノパの聖マルチ，l ; リーノ敬曾堂 砲IS家Lui gi  Car l o Daner i  



ハ ド ソ ン 河 よ り の 遠 景

? ' f . 敏

自 己 置 幽

' アメリカ) “ C刈 e Vl l l age" のアパートメント議室: ヤ弘主主1fm〈息子〉書官 5: 弘氏f m2 3 』



第 4 ! l ¥Yアパ ー ト の 居 間

倶 奇 警 部 卒 商 圏 自 動 車 摩 zp 間 関

寝 室 と 浴 室 内 部

1 2 4  ( アメリカ〉“ Castl e Vi l l age" のアパートメント

ヂヨ戸ヂ ・ワシン トン憾の畏花. 高2∞択のマ

ンハツタンの衝屋に建てられ，ハ ドソン河の挑

墜を180
0

の視野で窓にする高層 アパートメント

である。

アパー トメントは 5 つの十字形の建物より 成

り，戸数を出来る限り増すべく僻級を非f告に多

<Lたので，スカ イラインに於て堂々併Hl I を樫

する高層逮葉群となった。恐ら〈アメリカに於

ける鍛紡コン クリ 【 ト遁アパート メントとして

縁唐ρ ものであらう。

巧みな卒面青 ｴｾｊ に依って ω ガの居住者が｝北皇室

をi B}とL ，部Hの杢居住者が食事と慰安との設

備に不自由することなし叉［ｾ却益 ｄ 自動車に

到する車窓の設備もある。

この敷tu ! には以前にお減があったものであり

このアパートメ ン トの建設者がお減の以前D 待

主であるのと ，お減跡にふさはL ぃ浪漫的で劇

的な雰囲気が人気を呼んで，開館 1 箇月にして

7 0 %の居住者会得たと きはれてゐる。

(Archi l eCl ural  Forum.  Nov. .  1939より〉

代 表 階 平 面 図

建築哀 G. F .  Pe l ha m 槍這京 C.  V .  Pat er n 

繍貧者 W . Ki dde商曾 段 備 V. Ma y pe r  



日間キタ十志1;平 間 関

円 時当時 も

正 面 外 観

病院の計l ! l : ! J iこ於て最も重要なととは

将来臣官E置の際に引績き営業を措置け乍ら工

事を進め得るとL 、ふことである。そこで

工事中も営業を纏便する震に全慢として

最土のプランが得られないとし、ふデイレ

ムマにｾることが往々ある。

とこに濁ぐる貿例は中程度の綜合病暁

として雄官張計到に成功してゐるものの ]

つであらう。

庭園を織るU字形のフヲンは. 道路と

反封側の庭に面して南西の光線を享受す

る多数の病室を取るに便利で，近代病5定

に必要な各種の部門を明るい廊下で巧に

聯絡した知，叉総室と個室との上手な組

合せ等プランの上に注意すべき幾多の長

所を待ってゐる。

放に 4 階 5 階の大形個室には鋸彫のプ

ランを服用L ，室内の探光を妨ぐるとと

な〈庭を見下す露盈を各室に設けること

に成功してゐる。

室内設備は色彩. デイテイル共に非廓

に優秀で，病官宇にあり勝な白色の題調か

ら救はれてゐる。

グラスプロックは自主に佼ー用せられ，時

に手術室にその効果をZ華街してゐる。

(Archi tectural  Forum.  Nov. .  1939よ り〉

( アメリカ) ホワイトプレインス・病完 建築家 Schul t ze 及 We a v e r 2 5  J  



小. J t : 個室苧而悶

小 形 個 室 内 戸 徹

4 階 産 事I I p 百聞

3 階病室l I } l ' 苧西岡

5 階 精 静 病事IZf i 商岡

1 2 6  ( アメリカ) ホワイトプレインズ病院 建 簸 . Schul t ze 及 Weav er



2 時 奇 卒 商 関

l 階 苧 商 圏

居 間

シカ ゴの市街地近くに建てられた石遺 2階鐙の

住宅。

1階は鹿間，居間. 食堂，小食堂等の邸分を 1

ｾの中に ｩ 菌 Ｇｩ ｴＺて記鐙 し たオ 【 プンプランであるが

邑聞は市街よりの雪量雪を防止するおに，正面は稜

つかのグラスプロッ? a - 依込んだほか全銘墜面と

し深党と襖気は左右爾仮l同窓からする線医工夫せ

られてゐる。

2階は煙突と押入とを中心として敏個のE菱重に

分けられてゐるが，押人の奥行の浅いのは日本の

それからヒン トを得たら しく注目に値する。

ＵＰαｸｬ 立方択 ，工費 約ｾＮＨ削弗。

(Archi tectural  Forum.  Nov.: _l 939より〉

( アメリカ ) シ カ ゴ の 住 宅 建鑓家 P . Sc hwei kber  .a Wa r r e n L a mb  2 7  I  

一一一 一」



外 観

事 務 室 と包 括 ス ウ イ ツ チ 室 と の 連 絡廊 下 段階. エレベータ

ーの助けに よって床のレペ) L の契る二つの部冴の交通を回滑にしてゐる。

第 I 階 の 事 務 室 牢透明ガラ Jえに よって部室の採用を最も古E

力よ〈し，叉書官室の嬰更を・i誌も容易になし得るやうしてある。

本建築物は闘に明かなやうに日形の卒面で，建物の一部

は自動電話のスウイツチ室で，f也は管恩司王E号室である。自

動電話のスウ イツチE震は天井の高いのが必要なので， この

方は 3階， 他の事務室の万は 4階で 1つの建物の階数が奥

ってゐる建物でーある。この連絡をうまくやってゐるのがE

字の演僚に椙等する所で，ここに階段， ェレペーターが備

へられてゐる。くArchi tectural Recor d Oct .. より〉

第 1 階 卒 商 圏

1. 自助電布λ ウイツチ宅〈ニの部奇が 3階悠) 2. 入口の庭

3. 仕事宅くこの部分 4際m 4，可1>邸宅 5. エレベータ {

6. 入ロ民間 7，m信 主 9，商事官 9. ＿ ｉ ｮｾ 室 1日，商事案

電 話ス ウ イ ツチ 室の第 2 階 と事 務 室の

第 3 階 平 面闇

1. 作業室 2，休恕室 3. まa:Oi 4， ｾｦｩｬ Ｈ＠ 5. 押入れ

6.  I持活l室 Ｗ Ｎ ロ ｙ カＭ ｾ ＸＮ 試験及仕 ［ Ｑ＾ 削ｾて Ｓ｛ 9，エ

レベーター 10，監査室 11 . 紛料支挑課 12. 郵便1i l Il

13， l!}il( Ｑ Ｔ Ｎ ＱＵ ，ロ ｙ カｻ 怠 Ｑ Ｖ ， 宛名印 ＱＡＮＮＧＲｾ ｾ

!  2 8  Ｈ アメリカ Ｉ イリノイ州のスプリングフィールドの電話曾社趨第百ｾＮ Hol abi r d 及 Root



後回原料受入所

関西入口 (左方〉 及び自

動瑠幹事場，製品綬迭すi

イギリスの Rees! on に怒ら れた化祭工

拐で一部卒家} 部 G階の工w ，である。外部

からきた原料は百n 階の回の 1. 2のN科受

取口につき これは ，6階，tJ!，工w，の荷物エレ

ベーター CJ 二階図の 2 ) にて七階にとげら

れ一日昔 より漸次1m工されて，下階に亙る問

に製品芭なりｾｾ ｝ 階卒耳継の都労に下りて

来る。 h'l l 階では仕事の手順は水牢郎Jにll J l

縦し ，製品最後のf : f : ヒ芭街澄を し. 1 &1階

闘の 4 の積物u 所に亙り鍛; ! ¥に よって他

にはこばれるのである。

ｾ無主，清掃 ｦ 二保つ ｅ 占につき特に注意して

設計されてゐる。 これは化 ｾ，ｾ品製法のた

めの後初が祭放されるのでこれも防十ため

ｾめられた沼 通 空気を平家建の屋模商の所

より工筋肉の全部に配分するやうに送り .

6階挫の日! 理設のダク トで汚れた空気を引き

ぬ〈やうにされてゐる。

CArchi tectural  Record Oct .， 1939より 〉

上 階

1  街物エレベーター

2 乾 飯 Ifll

日||: : : :口町::::m:

コU

[  ci i  ! ; 口1: : 8 e::己 E 己口口

ｼ一二二二 ｾｾｬＺＺＺｴＺ 三金

第 I 階

1 人 口

2  自動ilI 駁il iJf，

Ｓ 眼科ｾ人口

4  製品qi 造所

5 鍛溢レイ IL

IJII 

|二[[111

cロロロ

( 英圏) イギリスの化皐工場 建築家 Owe n Wi l l i am 2. 9  ， 

1扱



この上下の 2つの平家主皇工場の部3子の日光による1!li1t は図示のまD" モニ

クー仁て充3子宮り得る。自曹過空気位 この屋根平面 より取り入れ られる。

荷 造 リ 所

荷 物 受 入 口

之は断両国で 4: 階建の1 i は鍛筋コンクリ

ー トj置で. フラット スラ プより . より位 I主

Mus hroom即ちキノコユカぜいはれるも

ので梁を周ひてない。左縦が原草射歪入口

右民揺が製品祭送所

; ; j 回々ウイ λ コンシン州の Madi son

のヴ イ九コ ンシン 大Ｚ ｾ ｬＺに Ｘ ＱＵＮ ∞ ＰＩち

の工慢で新築された j託祈£の !l ll窃

である。この劇ii¥1主日置 き敬n. 休息、

の満足ぞi♀せしめるや うに設計さ れ

てゐる 。この砂H1 i にはダン λ 、合唱

紛 illi 、彫刻の λ タデイ 才、 総務、 篤

民間好合等ができるやうになってゐ

る。こ の創J t ¥には座席13a) 人を時つ

会開9 '，の大劇獅芭 133人の座席壱持

つ緋究的小劇場がある。大島勘創II版耳溺zのi舞犀

E蕗z

2初0択 X 4ω0吠の奈i溶客( Tr悶ap area)χ 〈床

が-上t 下する b の〉毛. 博つ。

録 部 棚 、 車tJ! l誌の音響設備に濁し

ても 最も新しヤ方法由係周されてゐ

る。これ俗芸E紙繍の合員車.llmの' ! : 例

の一つである。 くArchi l ectural

Recor d Oct・- より〉

. 3 0  上、 ( 英国) 化車工場・下. ( アメリカ ) ウイスコンシン大型の記念劇場段計主任 M i c; hael M ， Ha r e  



:  2_つの畠IJ a ¥を通しての目前田j 図. 大劇邸の間仕切カーテンくOi v iding C urtai n)  

jによ って座席70G人の中劇協にもなるこ芭を注意されたヤ。

ー ... 一 一
"..岨

た= 圭= 呈= 豊= 圭d

ＹＮｾＺ＠ 1階司王直園 ギャラ 9 ーや玄鯛はガラスプロ 7 クの墜憾です卜部芭仕切れ主

主して渓J t 合a ¥に使用する。

地下室には獄i 1 ' ; . ピンポン宝. llHJ 室. f拘置き . ｾ 寓理室等がある。

筋 2 階 臨究車IJ a¥の脊艮は熔門 ( Pyl on) 歩磁

等より成司、エレベーターでヒり下りヵ ＧＺ ｉｾｐＮ まる

問形パノ ラv くCycl or ama) が造りつtJ にし

てある。

IP 階 田中 B のE占は間仕切カ ーテン

事理 屋 の 内 邸

研究約小劇場の舞蜜

lii .1: 階 大島l肱5の叙覧f，Wの 反)1の隙了を見た bの。

( アメリカ〉ウイスコンシン大事の記念劇場 設計主任 Mi chael M.  Har e 3  1  1  



古 建 築 新 抄

古熊神罰士:本 殿 ( 山口市〕室町痔( - 1;

飯島市申請士五重洛 ( 室町時代〉と 千 昼 間 ( 桃山1割引

1 3 2  

¥

t

d
ノ

4

・
・
・

可

B

i

r

'

E

目
、
、

藤 原 義

古建築の四季

秘密や科 ｩ 待ちゐる金閣寺 、 新春名刺のｾ古 録 色

lま清寂そのものでめ る。巡IS に道聞かれ1: ' >花

の寺、 ι んまんと花咲く名勝の古建築は町かに

のどかでめる。 同 じ雲の古主主築iこl も半年は雲に

埋れてお; ら す しのもめり 、 同じ花 の古建築にも

l勾の小.Qが空tr < 雲しか知らぬ L のがゐる。 秋

陽自 ｾｲＮｴｴ ぴて桑畑の問 に 絹り立つ楼門 、 夏草の 生

ひ7おる にまかせれ塔から 、名 もなき海港の限必

に荒 れ果て朽ちて行くもの に ｾつては 、 風流ｾ

主主 h越し、世界に誇 る日 ;本古建築も めはれ路傍

の石主主みである。

姫 路 城 〈桃山専代〉

11島神枇多量熔 (桃山時代〕



丸品号ｾｴｉ門 鎌倉持代Ｈ京都府 〉

岩 船 寺 三 重 t書 鎌Q時代 ( 京者s府〉

一乗寺Ａｬ ｩ 去堂 ｾｑ 時代 Ｈ只 限 ［ 際 Ｉ

安 園 寺 穆 迦 堂 鎌倉時代 {鹿島腕〉

(但L 之は修理問の閥 )

今は回目を一新してゐる/

3 3  I  



美素

新築住宅にお手入のーいらぬ

古い佳宅七新築同様とな否

司咽周囲圃圃司・・・-

【 カ タ ロ グ 贈 呈1
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6  HOURS CONCRETE 

I  ;  2: 4 Jlctt 65 6併問 217'ilcffi. 28日4- 10ヤノ1ffi.

1  :2:4  71nt45 6隣聞 300ラぷ 288 580
r

.l' /cffi 

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す
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さル

昆又 計の 規

※  

準

こ、に曾員出IJ tt，: といつにの IJ CommunI t y  T heatel  遡皮とする 。然し 13Cl O人、 !う00人注の座席全し つ

を 仮 に 探 し に も の で ゐ る 。 所 制 商 業 的 制15 むの L める。

(  C o mmercial  T heat cr)  と長 1) 、 米国の皐校、 'J ｾ ￁Ｚ に ｀員剣山ーの治以ｻ立Ａ商業刻 ｽｾｾ よりし美術工密

ラプ、ユt の他の研究[羽穏 に 附J:J¥'，し てゐる小劇場の に制する製作室、 λ 9 デイオ 、浜5主主耳、小美術博

こと でめる o r有数刻桜と什員削場の本質的の，同泣 物 3¥1、 クラブ宮、 ダンス箆の主力 :ゐる ことで ある

は商 業 創iZーの凡物人は め 〈まで見物人でみるが、 叉 合員 ｩｬｩ ｕｊｾ の干す Ｑ ペ ＱＱ 、 見物 ｍＧ ［ で演技士・ 凡るの みで

合員品I J *の丸物人I : t 、凡物人白乙 7) ; $1煮をもす る ない努 ｾ ｩ まから 筑技を ｾ ｊｌＱｾｾ るやうにし 、 又俳優の

し 、 叉道具 方と なり ｩ 寅ＺＱ Ｑ にも加はると い ふ ｬ ｊｾ でめ 化 粧室、控 室に も自由に見物人が出入りし且つ少

る。 時間の認し又I HHJ ' t をなしれi るやうになってゐる

それ故、合員| 州場の凡物人の座席 l立略 800人ぞ ことで あ る。

米 関 エ ー ル 大 準 決 虫IJ 泉 枚 の 背 萩 の 工 作

※ Bases of D esi gn F  or Communt t y  T hcaters.  Ar chit ec tural  Record 1938.  10 よ り
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標 準 面 積 表 ( 本表t; t 座席800人を懐準にし? 二もの〉

右耳 所 面 積 嫡 要

玄 関 及 歩 廊 1200 卒方択 :!:170mは待合せに使用されるから 、 これより狭いと混

総していげなし、。観覧席 800入金超 えればそれ によh

倒して大とする。叉き照明が必要。

衣 中冒 室 240  ?  これが最小限でめるが、時によれば衣帽室はな〈し

てもよ L 、。

休 息 室 1000  
4与

玄闘の項参照。機附的換気設備が必要。

入 場 券 寅 お 5Q 
4与

最小限。も少し大きいものでは面積50- 80平方 l沢と

し管理人室をm. 属する 。責主喜怒 2 個、鐙面約 4尺×

8尺 が必要。

休 息 及 談 話 室 750 
?  

最小限、舞I の成義援月i と同面積必要、機被的後ffJ .

必要。

管 王主 室 350  4与 グ十泉に商しれ怒よりの光線及換気! 必要。

男 優 化 粧 室
4会

相談、談話室を'衆ぬ。機械的換気或は外音まからの光

女 優 化 粧 室 250 紋と換気必要。

重見 覧 席 5600 

普' d l i 大きさの座席に封する最小限の面積。 ア イル

?  

( 側廊 ) ＱｍＱｉ｜ ＧＺ ｾ 月 ひ ｾＺｬ ｬ 侍 Ｚ Ｑ ＷＰＰＰ Ｍ ＸＰＰＰ 卒 ［￭ 吠 、 (こ

れ毒事面t'31こは官Ililli 洋室の取りはす' し可能の座席 合 L

含 む J 外jがよりの保光は不必要。

ラヂオ ・スタデイオ 300 
?  ＲＰＰ 卒方 ｬ｝ｦ ｾ に ［ 或じ得。

外気よりの光線不要、後J成換気必要。

事主 王里 室 70  
〆， 最小限。機械j史認必要。

す旨 導 室 20 
4多 最小限ではｾるが 、 これで通常。

商事 室 30 
4会 1邑4子及ラヂオから全< 1流出11するを要す 。

H央 潟 十幾 室 200 ?  充分の貸し化粧室、研究室を含ね。相談室を必要

とす。

舞 1 ! 照 明 室 400 ?  これは舞蔓上の役者 や物健に投影する集法光紋室で

400 ｾ三分し 、 ーは舞主主中央 、 イ也は叡覧席の左右の

位置に殺〈。

舞 !f 3500 i〆'  充分のＡ喪主 。 最小限 ｬ ま ＲＸＰ Ｐ 平方駅 、 空気 ｩ 掬ｾ設備必
要。外界よりの光線不要、最小限の高 さiO択。

舞 塞 の 工 作 場 1500 
?  

時として 1200平方夙に;威宇。外界光線カ: 必要。およ

りの透明ガラ［ＮＮｾ遁じれ光線が可。，然し ｈ 音い土地で

はこの方注はあまり重要でない。

背 まま 物 置 1000 
d島 最小限。 ｴｬｈ ｉ ＼Ｎ るに ｉｦｴ ｦ ｾｈ 方 可。

衣 裳 作 業 場
420  e- 300平方吠に も減じ得o ｾじよりの光線 が 沼まし い 。

衣装染色ｾ 80 多
最小限。外界からの光線不要。外糸よりの f央糸なり

れば機滅換気i ' 要す。

六 つ の 着 付 り 室 680 多 各 ｾ Ｇｉ ｴｬ 化粧ｾ に 緩近するを要す 、 建 物 のたさ によ り
この室の大 さは総じて はいりなし 、。座頭の着付笈は

化粧 室、 シャワ ーを要す 、換糸技術必要。

ニ つ の 合 唱 鴎 釜
440 ?  この大きさが最小、各々 lこ三つの化粧事必要。換気

設備がめる方可。

ニ つ の 浴 室
300 会

最小限

舞 J f  監 替
15Q ?  最小限

討ー E義 室
750  a  下平野古 に も周ひ得。t資重毒菌績より 、 この討議室の大

きさを定め得。

4 9  1  
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次に設計例を掲げる 。

この袋は 800 人座席のしのど 、悩 '1' の 10/J :涛翠で 、|制 '1' の l ヵ:

見物席でめる。 見物 l市は聞い型車室の周閣を? とりまき 、列 敗、{些

かに 6 列で ゐ るから 1M還と見物人との湖し さはーし li でめ る。



と三主三ニ=を三とさ

こ の劇場立ｾＢｆ藍及び見物 ｉ 品 ｺ の先端五・エレペ Ｍ ＿Ｑ ー

で U 'f ドげ:nヰミるやうにし、凡物に[ 従 し1: L ので

ゐる o 1i: _t t工普i迫の ilil:伎 に使 用する L の座席 975

人 、 右ヒ ｴｩｾｲ ｩＱ ｩ￯ 、 右中 ｴ Ｚｴ ｄ 、 ｅ 、 ｆ 、 ｇ ｾ 舞遂に

し 、 座席 ＶＷ う 乃 ｾＸＷＵ に減じ ＱＺ もの 、 ｃ のみを Ｗ 型車

棄とすればプラネタ リウムが出来る。

布下 ｴ Ｚｴ ｅ 、 ｇ ｴｾ Ｇｆ ｬ 蓋とし 、 君主闘をＧす る ときに つ ＯＱ • 

J 、座席 1325人 とな る。

5 1  I  
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ｎｾｏｊｃ ｃｬ ｬｉＰ ＱＧＱ＠

II<' )OTt l  

ー 」

本圃 ｬ ＮＺｴ型車ｾの詳細でめる。舞霊前面にはエレペー

ターで上 ｆ する古 ￭ｊ 舞塞があり、舞ｾｩＧｊｩ貸付Ｇ得る。

T  rapped Space は奈落で床が下へ降り得る所。断

面の Di vidi ng Curtai n Iま問i士勾u. mで見物少きとき

はこ、で仕切り 、概観席念小さくする。



一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一

談話室と 20人の女子合目見開の牝粧主

談話 ｾｾｉ 主俳俸の休息、京 、 討総定 ＺＧｲ 少

人数の f外旅者の仲 間 入しゆるす。 H言

明 &" F鋭 l t イ也の化粉当 ' .1: 町H手』こ役URJ

庄ｾｾ 2 人用化粧京、三

。

ぃ
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忍

ヤ
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設
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-

-
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一
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6
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1

・

}

ぜ

鋭

嵐

w

u

商

附

ぴ

ま

4 入用の標準的化粧京。烈ヒ照

明カＺＨｾ照合部 ｬ へ ＱＺ 1) 、化粧しれ

b、阪 のf士卜含しらべれり寸る

のに必要、鈴と照明の関係1:1:俳

?をのi ' ;C(; ) : 平均にゐカ ‘ るくなるや

Ｑ に 悩トら ｾｉ ＩＮｬｬｦｲｾ＠ ｴＧＮｾＩ、

六Ａ土 ｴＲＱＱ 並外交ｽｽＮＡ定 温 ［ＱＧＱ 来 ｈＡ 工位必外気 に ｉｔＱￎ し ＱＺ ￬ＧＱｾ 室

て 、 羽るくってよ ｾｬ 芝必在、使も に 慌 にする。

付 属 口 高 官 】
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者日 市構 築 の 基 オ又 方ラ

リ
災

品

取

/)ノド ロ フ ・ エ ー ペノ1ノ ジ タ ツ ト

都市の街路 ［十震を綜台的に草 ｾ 終するなＡ ， ＱＺＱＺ 、 駄 に ｔ 長市の淑念力 ｾｲｖｪ えまーよすＢ :: .  ，117) ; 都 市 ;;i 訟と除jjcs

ili l言者都市 のまま浅b:、多〈否殆ど全てのt;t}{;-!: {，討し して、郁子h総築カヘ都市のt相. ｾＮうＺ、街路の｀ｴｾｾｾＩ :  

てよい位、或 る 定 ょ っ1: 基礎の| ‘ にすI-i [ が行( 士れ きては交 ｍ ＱＺＧｴ ､ｦ さへも行 ＱＱ れて ， ｾＮつれのでめる。

て居るのを? 見るであらう。f ! ¥l ちその別立と玉三ふの 然るに' t l i しい1; 与代の都r ! i統築に於ては、 力、、る

は「集中的 ｊ 都市 ｾＱＱ 主であって 、 都市 ＱＱ 成 ｉ 士約ｺｹＱＺ 淑念 ｾＧ￬￭ＧＺ 定的に打破し以って都市の基本形諮に建

的被; e 悶 らして械がって行〈のでみつ1: 。此の治 する潟! こ 、号L(Eの都市の本質に遁( t - する. ! j i : に努力

演的明言と言ふ一つの形 Ａｬ ，ｾｾ 士 、 我々に根伝〈布市付 ｬ 寸 せね11:な f，なし、 c Ni - : l 自治夜帯の全て l士、大都市の

られ ＱＺｾ 長〈の見解と同扱に 、 何百年ｬ，Ｎつ永い間の 土地政策及交通 ｩ 政策に於ける技術的開設に不利 ＱＱｾ

t ul : 穏とし τ 吾人に体へ :二 ft て氷れもので、 それは ど ＩＡｊ すものである。文にそれは都市計鼓の形 ｊｾ 色合

都 市討議; 五三の j的となり肉となって {.u持つれしので 完成するのにず ｦ ｪＧｊｲＭな ｗ￸ｾ ｻｲ＿ Ｚ ｾｾｾ へ且つ又我 ｊ､ の都市

めつ 1: 。中 iit の都市に於ては者Ilili の府| 悶に要望主力; 構築の合理的形態の完成に! 制l号を奥へるものでめ

悶 ぐらされ、且つ図? を! ! ' 形成して舟り 、全 て の 都 る。 ーつの都市の綜合，:1錠に到す る基本的形式と

ili 1 i l ' 荻には輸耳目がつくられて舟つ? ; のでみる。で しては、集 中 的 都;1"，'1・筑の代りに此射的形式の L

めるから都市の担主張主云ムこいま、常に新しい摂 のに取って代り 、輸環械の代りに放射総 aう: 、就 '1:

をヶめぐらすことでめっ1 : " 又事 ';li リ:吹j台の F で都市 ｚｅ 地悼の代りに伐炊の ｾｪｩｬｬＱ［［ 取って代るのでめる

成約のタとはれれJ i Ji では、課 mへの愉演として入市 立ir ＼して誌にＨＺｉＺｾＯ［Ｚ空地の恩恋に ｲｾ し得る司王のＧｦｬ

税を ｊＡｻ るｾＧ￬［の園廷が殺げられ ＱＺ の ｌ めつ＿こ っ 次に 現が可能となり 、 旦っそれ全基本として者[iilf の自

自-iJR日の城主干の裂や認前への 愉;JU; :脱さ fl '!:I走には 然的な災建 Ｎ ｾが形成さ ｩｬｴｬ るのでめる。

街路の演が、 f! Pち環状泌総力 ).I¥j 現 し 1: のである o ｾｩ＠ 1  i函とお 2 悩i と{士、都市立1誌に於げる此の: ー

ところが近米政定的な械として人々 ｌＢＡＮｉＺｾＺ 祢借金要 つの1日jえする# ! 本形式を全< :孟解的に示さんとし

求して居る。故に視代の都i I i 構築に於し、て 11、 常 1: ( ，のでゐる 。 ifii して JI '[; の二つの間百[ 士三つの主主

集中的都市悦吠。エーペルシタツト ｈｕＧｲ ＨｹＮ｝在日市 ｪｎ ，Ｇ ｾ足。ェ Ｍｋｽ ｌＮシクツトＮ
第 一 悶 メ ーリンク及びd ーテIL ゼンの大il ‘株 第 三 園 〆 ー れ' ク'/Xu" " ーテルセ勺の大in村

言↑世より。「ベルリンJ 1910，5 .4， ".  - -， nt おより。 r"" "リニ J 1910， 5 九

※ R.  Eberst ad:; Gr undf or mender ｓ ｴ ｾ ｣ｬｴ ｡ ｮｬ ｡ ｰ［ ｲ ［ ＭＺ［ ｈ｡ｭｬ｢ ｬＱ ｣ｨ＠ oPs  鴨川hnLtngs、、esen気) wcl :d円旬、fVoh mmgsf; ' agr .

1920， S  S.  2:>1-23日
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つ に シ ス テ ム を 簡 潔 に 説 明 し て 居 る 。ー 凡 し て 此

の: 二つのシステムの封比カ :DRに映って来る o J'.1l大

それは住居地と! 宅地の舵訟に存するのである。今

比 の 二 つ の シ ス テ ム の 将 兵 を 最 し 簡 単 に 要 約 す る

な ら ば 吹 の ](u くなる。J ! IJ ち昔の都市の基本裂( ま閉

量 Ａｾ ｩ 習によつで形成されて舟るが 、 新・しい都市の基

本 型{ま所苦闘成E長却によって形成される。

二次に住居地設定の形態な税挨するに 、 都市計量え

の 此 の 二 つ の シ ス テ ム (1、別 に 烈 論 的 に 誘 導 さ i l

1: も の で は な 〈 、 二 つ t も自然 i反tt 的、五時時! と的

- - 山戸 そ の 歴 史 的l時 代 に 従 っ て 自 然 的 な 一一一ー に

制 約 さ れ 1:IJ 条件に基いてゐるのである o '5;'; I  tiii ;の

都 市 計 良[主中心への集 ・l' i ' 原則として形成されて

舟 る 。 都 市 のι;亥l土中心鮎でめり 、 ぞ れ に 向 う て 住

民ｻ主税築し 、 昔 ｩ 時Ｇ主之れから ｖｬｬｬ れて分散は ｉｮ ｐｬｾ :; 

かつれのでめる。吾: ま今の時代に於ても此の傾向

が 伶11部 分 的 に 受 っ て 居 る の 0 W1 察する事が ;PI 取

る。f ! 1l ち 、 大 き く な り つ 、 め る r' ィ ツ の 大 都 市 (

伺lへはツ、 y プルグ、 ミュンヘン 、 v レスデン〉に

於ては、住民が好まさ' るに如何に厭々なが乙都市

の '1' 心から移動して行つ7こか、1ixi ま又如何に絞慢

に徐々に外への移動力; 行[ まれれかο が然しそれが

途に而もJ W: 々突句! として市川の外に向って念、i数な

止め革It ｾ移動となって現れれのでめる。

第 I i箇の><f 1き 都 市形態に於て、昔日r 1i ' 中心へ行か

うとする箆力に従つに昔l与の努力に! 日目首の司自

由ζ 存する。力、、る都市計貨に 3FJ して、集中的、攻

械的構築Ｇま伊 ｉ らｾｾ意に基い ＱＺ ものではない自然

に重量逮しれシステムなのである 。都市中心には待

})1) に交い建築や最支の住居地阪がめつ7二。 それに

到しでは、Z畏帯状の都市僚級の方が求心的な形の

しのより; 直して居1:
0

f事統の i競念 H寺山l の利益と

が協力し 1: のでめる。しかし就中 、 それは昔時の

交通技術の貼にめっ1:
0

.t!iJち 、住民に港、速に物資

{!_;)3運搬すべき交通機関の鉄乏のにめ l二、都市中心

より離れて住む容が悶難となり部分的には不可能

であっ? 二のである。

s' tにi J s- <- た如< $l1!f J((，な限定せられない匹11市計政のK M主主・

長.'1- '.ずる '1'.注目はどない.

ｾ ＱＹ 闘に倒示され ＱＺ 、 者 ￟ 市計訟の新しい形Ｑ， ［ ＩＩ［

何等仁創的考案点 。; ，i革かJ1. 1ーものではなく 、 之し

主.f: ' しい 大 都 市 の 湾 建 の 賀 状 に 某 〈 も の で め る () 1;[ 

11年代の都ihl l臣民 の Mi 段[土交遁街路、交 通 総で める

第 2; 菌 の 恥 本 プ ラ ン W' i l . に' Kl 際の代 J湿な見習 つ れ

しのにす玄ない。現在 の 都 市 被 扱 の 状 態 I.!." 凡るに

欽 射 的 交 活 紋 が つ く ら れ て、7裳 待 で は な < Ｗ ｾ 射の

方向に都市は依' 広して行< c 新 し い 交 通 技 術 に よ

る都 i b' 談'Jf'i の い い 第 2 問の基本形力: 自然的な1 "f

侍 1.j.都ili ，J i 訟の システムと して行ばれる。

第 Ｒ に 、 一 迫ｾＡＮｪＮＺｧ［［ ｊ 血の百日置について考先しゃう

之に附しては、1 i i 1  I組主第 2 罰土はっきり gl" っ て

陪る J 空 地 の組 f副; の 必 要 性:土種 h 強 調 さ れ てj去る

が 、513佐に か な つれ賞 泌 や、合 目 的 々 な 活 動(1鉄け

てj吊る o .1二i ! のこれまでの習慣から 、 大 都 市 の It

宅主主 t の! f t lj' に紙の JJ2、オアシスをつ〈て) l i : る 。

個 々 の 豪 州 に 孤 お oぶ ち ま り に や う な 空 地 で は、

新 鮮 な 笠 泉 を 導 入 す る と 言 ム 衛 生 的 な 判 的!土塗し

Ｑ ｾ ｾ 乙る可〈もな ｌ 、 。 最近｛主 、 排に都市周闘の公関

縁 地 の 用 意 へ の 努 力 が 向 げ られ て 居 る 。 之 に 於 て

も、今 日 の 総 築 シ ス テ ム 1・にてはh ¥- ifl¥級 地 の 維 持

それ自身では、 そ の 内 初 に 定 住 す る 住 民 iこ、 防!I習

の大きな総地の保持する新鮮な空f i . を分回目するに

は不通常でめる 。 都 市 住 民 に 到 し て 必 要 I，i. 室長記の

導入ｻ立 、 Ｑ Ｚ｜ Ｂ ｾ 地を ｈｾ 岐に引き入れることによっ

て 塗 せ られる。

i:: to ｬ Ｎ ￬ｊ￟ の ｾＱｉ，，ＱＧ ＱＱ Ｚ ｬｪ￵ ↑ ｩｩｾ の原則はすでに払Ｉｽ c>B . メーリ ン

ク R '"'ーテル ヒンに よって. 19! O平の大べJL !J ;/ 拐事設吉lの

ｲｾ に切らかにされて 尽 る 。 ｾ ｪ 血の両 ｾｦｴｩ にＱＧＮＩして Ｎ すでに侠 ｾｊ Ｚ ｾｴ 出

荷ム の ｉｾｪ が示されて 広 る。ＧＨＯ f ーλ パーテ・ンの峨強に「慢し五つの

恨 が ，周知 の 絞 ｦ 出か ら 箆して郡 ［Ｈｩ 中心に ｩ￭ｬｊ ってｾＧＨＮｾして 汗 ってＮ

都市中心へ新訴な純な空誌の滋入もはかつて広る。 Ctr
j ーλ バ

ーデ ン ＺＺＺ Ｇ ｊｾ ｲｵ［ ｭｦｦｩｧ ， Ｎ ＱＹＰＸ Ｉ 他の世 ｦｩｈｩ に於て ｢＿［Ａ［ 地主・外部から世 ｬｬｲｩ￭

， 1"心l二百一lJ: に延ι 正して居る。ドレ̂ テ' /1二て b11; 民際I也4・'1"心!こ

ｦｬｩｊ って克人して ｲＮｲＮ Ｎ ｾ 。有 ｉｊｾ Ｑｊに於 ｴ 、てはエソセンのＱＧ Ｑｩ 市ｾｾ弧官 ｴｾｈ ニ

ｩ 顎して ｒｾ ユ ζ ツトに ＱＱ ，って決形 ｾｴ 出の導入が言↑咲きれた ｡

背 の 都 市 11 型とはその時代に鈎しでは部分的に模

範 的 な 到 来 で ゐ つ れ し、今 に 於 い て L 吾 々 は室長く

の償統合認めるＺｴｊｾカ Ｚ 出来る。しかしながら 、 苦々

は 新 し い 基 本 形o希 求 す る 。 土地 部 分 や 街 路 計 55.

に; j I ，yして、 自主的な、体統の省慣と具つ? 二新しい

原則をまま主主せしめねば' ならな い。 o走族典夫〉
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本 邦 都 市 議 蓬 の 動 向

※  

ミ 其 の 諸 問 題

l 議 題 の 意 義

めることでゐると f吉す・る。

筒、研究討議の針主主はこれを本邦都市に限定し

我闘の郡市ば極めてJ主主後建の廃5担金有し、天 1: 。もとより外地都市! ま常然これ に含まれてゐる

多くの鮫普なる綴遜を経て来てゐる。殊に 中世以 叉ￍＱ ｾｾｩ 州 ｩ 顎や中傘民閣の参加者諸氏が併々自閣の都

降、近 ii 上lこ於ての草Ei きの如き頗る著しきものがゐ

つ1: こいま、普く知もる、泡りでめる。我等 l立、

我閣に於 て都市 が如何に して後生し、叉如何に し

てを賢建して来? こか、 それは叉我隠の政治 J 二、経済

ｼ 二 Ｓ えは女化 ｟ ｕ こ 如何なる地位ｾ占めて衆 ＱＺ か等の

IS f 史を明かにすることが、現代に於げる我図書I1市

の待殊性を7明かにする 1: めに い俺めて! 必要でめ

市に関する研究全寄せらる、ことは本誌I![ の研先

に資金するところ少しとしないでめらう。

2  本邦都市の瑳達

先づ第一に問題のｾＮ象 ＱＺ る本邦都市の槻念 、 犯

に その侍殊性が明かにせもれねばならぬ。我闘に

於て都市とは何 ｯ 意味するか 、 都市と者 ｾ￯ｬｈ こ めら

ると忠、ム。 きＧる社合 ｬ ま何を基準としてい ｾｾｽｊ ｉｊ すべきでゐるカ・。

しかし 、 我ｾ に 於て都市が近代的なる様相を以 又諸外図の都市に比較して如何なる Ｔ 寺球七 ｬ を ｾｩ 干し

て安達する に歪つれのは、比絞的菊i しい本でみる てゐるか。これらはi 1 : t合拳上の問題としてのみな

資料の不備なるがれめに正総な統計を以て乙れを もや、終演史、文化史、地理主事又[土行政事の力商

誇ることはできないが、今より 50午前に於て I:!. 、 か乙も研究せらるることを要するでゐらう。殊に

10瓜以ヒの人口を :有しれ大都市の富士11僅 か 6 市に 経務員i や地主屯主義のカ商からは、我 l請の都市が如何

過ぎす¥その中 IQC胤以上の巨大都市は*1; -( 11位ー なる要因企以τ 如何に習を生し、又如何に後注して

つあるのみでゐつ1: 。市制の施行せられてゐ 1: 者s 来、Iこものでみるかは或は全骨357通じてー般的lこ、

市歎{， 40に足ら子、 その錦、人口 l式会図人口の l 制 若〈は箇 h の都市に枕て待妹的に析。究せらる、こ

に し主主してゐなかっ1: 。しかる に最近に於ては、 とを要する。

101為以ーヒの人口を有する大都市は内地のみにでも 我騒に於ても都市 lまいろいろな原因か らをき生し

42 0察し、 その中 100/ i i ; 以上の巨大都市は 4 に注 叉習を法を塗け' てゐる oAAは農村の白然膨阪による

し、市の歎も 150 0超えてその総人口は内地人口 もの、貨物集散の中心地として後達し1: もの、工

の約 3筈06 分に近くなってゐる。以で都市後注の 業全基礎? として成立し1: もの、その他政治 J 二、宗

一般約趨勢を察知することができる。この都 ｲｮｾ 秋 I-_、軍事上等の埼由によりて IPI 来 1: hの等ー秘

主主の趨勢は、支那事幾673辺機として、政治 J 二、終 でなし、。都市のま昔生、後主主の原因! 主力、〈多樋多様

済 上、 岡防ヒ等よりの強烈なる要求 lこより、1: [ ¥こ でめるが、何れ に し て い J長率I t の技術力: キ自信にi l i : :

新なる段階 に 入つ ＱＺ かの如ｾ草月もある。これらの 歩して災事長以外の生活手段が可能となり 、閥内の

傾向 lま最近金# 激化しつ、ゐる人口の都市集中、 治安1， 1呆1: i1. 、交主主主E愉の芹IJl 従がめることを肩ij 誕

地方都市 に 於げる類宅 Ｕ ーな る重工業 のｾ塗又 ｬ 土問土 要件として、そこ lこ初めて都市の妥主主ーを? 約五| ミし1:

日鐙論、過大都市抑制論等の議論にも挽ふことが もの、如くである。

できるやう に思ふ。 かくして、我闘の都市[ 立大憾に於て奈主主籾l時代

時恰も皇紀2600年の記念すべき秋に際合し、百 から "0t 主主し? こものと忠はれるのであるが、 中 111以

般の事物はその暦史的叡勤lこ立って見直されんこ 前lこ於て先づ著しき登惑を塗げれのは、政治_t の

とな要求してゐる。この際に7S 9本邦都市のきま達 中心地7こる京都でめっ1: 。こ、』こ! 士; 侮庁1・よりの女

合研究してその待質を ｾ HJ lかに し、久 it[ に解決せら 化も その物資と共 ｬ こｾ に 愉入せられて滞日殺し大

れ若いま現に解決を要求しつ、める諸問題を! i J f JE ，、 lこ興り 、煉然1: る文化が建設せにれ 、枕 rll 郡市

することは、将来の飛燃に倫ふるにめに最 L 意 義 H: 殺事業: の )(11 きは頗る! 日大なしのでめっ 1: 。次で

※ 「都市問題J 14.12月銭より再去最
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経波、博多等の如きはその海 外貿易、 交主主上の要

衡と して相嘗に霊堂主主してゐ? こと君事せらる、が、一

自史的なる都市の音量主主力Z見られる の は鎌倉時代 以後

なり と廿ねばな るま L、。 それはこの時代に入って

から 、 地 方 に 於げる害者侯の笈 カが 頓に増大し、 そ

の保護の下 に ある減下町が僚主主する iこヨEつ? 二、め

で、こ れ iこより文化の地方的変主主も大い に助げら

れ仁左思ム。叉その後戦闘時代に及んで京都の虫n

きは一時著し〈衰微しれが、 他方に於ては海外と

の交通が盛に なっ7こ?こめ に待殊のき量主主を主主ぐる に

至つれ港湾都市も主主じ 、 殊 に 堺の虫日ｾＨま臣氏側 に於

げる自由都市に も似1: 強力なる存在とな ってゐれ

とも i専へられる。

「践題時代の末期力、も徳川時代の初期 に かげでデｾ

ii ，1的資展{ ! > 主主げれ港湾都市い徳川幕府の鈴図政

策に よりて大打騒を奥へ られ、 その雄大活溌なる

海 外 後 屋 l立金〈阻止せられ? 、が、こ れ と 共に久し

きに百って関 内の平和が保? 二れ、参勤交代市IJ 皮の

3  本邦都市の現状

次 には都市の政治上、経済上及び枇令上lこ於( ず

る現在の状態を究明し、その長短絡失ーを考究せ( ，

*1 A ごとを主主む。

これに主主ては、 先づ都市の分布状態力 f 問題とな

るであらう。我照都市の現状を見れば、巨大都市

への人口集中が最も綴若でゐる。それは人口 100

雨以上の芭大都市が良川こ4 を算してをり 、 しかも

これ ら巨大都市の人口 吸 牧率 が 最 L大でゐる こと

に も示されてゐる。而して 10訴以 t.30湾以下の都

市は34に注してゐるのに、 その中間に位する 30m;

以 上 100tA以T の L のは僅か 4 に過ぎないのであ

るカヘ こ れは果して健全な援蓬の姿でめらうか。

叉全憾に jたりる者[ 1mの 地 理 的分布を見れば、 その

務ーしき部分が京演地方、 名古屋地方、 京阪紳士也方

及び北九州地方等にl席在集中してゐる 1演があるが

これは何が故にか〈の如き形態をもっtこ至 つ1: の

でdうるか。その原因並に得 失に 闘しでは、 華社策と

のそ
0

 

・a
μ

久

川

ゐて

o

つ

4

9

作

首

す

う

待

ど

期

は

を

成

議

構

論

口

る

人

わ

悼

の

也

市

4

4

3

担

問

」

円

沼

郡

に

叩

〈

共

各

等

る

じ

設

す

る

開

腕

バ

ム

の

勃

加

出

来

て

、

産

以

れ

内

舎

か

部

川

智

開

、

る

に

殺

な

い

繁

新

大

の

久

'

が

町

は

治

下

市

の

城

郡

輸

の

、

遜

そ

で

惑

で

の

交

う

れ

じ

競

め

め

が

努

十

い

滞

に

に盃 つ1: 。 これ らの原閣に よりて最も著しく音量逮

しれ江戸の如きは、 IS.jil 止巴の初頭低に 100i閣総の

人 口 を 縫 い 営l時何れの歓米都市より も大なるも

のがあっ7二とい はれる。次で幕末から明治維新に

かりで各滞の産業保謎策の-nこ都市の経溌的地位

生地別、性 別、年 齢 別、秘書長別等の状態{ 立、 その

出生索、死亡王子ー等 と共 に、 都 市 に よりでも男 h

而し てそれ C，( j 政治七、終 演 上、 社 合L の諮問題

とも符搬なる 附聯{ ! > 有してゐる。殊に 住民の保健

衛生上から L 、へ ば、都市の生活は、甚 し く 非 衛 生

的に して伎民の生活力を弱 め るものであるともい

lま著しく向上し、 その後封建制度がE宣言与する に及 はれ、 その出生率の減退、 乳幼児死亡率の高きこ

ぴ新にな る中央集術館制の縫立 と 尖lこ、都市 は 新 し 停染病怠者の多き こと、 徴 兵 検 査lこ於 り る 不

成絞等の尋f 貨 にR費して論説せられてゐるやうでも

める。しかしながら 、 かくの如きは都市生活l こ泣

くべからさ' る運命でめるか、}jX; 1主計箆ーと指導との

車n伊J によりでは除去することもできる飲隔ではゐ

るまいか。これらの問題{ [ 明かlこすることは、 昔日

闘の都市 に見る刻1 ｾ減量産ｻＡ＾ｬ，つ に 至らなかっ工事
市に針する政策を決定する，: めにも甚だ必要であ

情 等に就ても これを答 lこすることは後註都市の授 らう o

しき資本主義時代 に 入つ? 二のでめる。

これら往時に於げる都71J の興隆製遜の跡を尋ね

その原 因 企 究 明 し、工夫はその祉令文 化的待 色、都

市建設計筑の規模乃至都市構築の様式、殊 に諸 外

主主を正しく瑳解し我掛都市の捺殊性を究める? 二め

に忽 にする を符ないと ，思ムo 亥;に叉現代 に 入って 4  都市の経溝と政治

からは、各都市が如何なる 議遜{ ! > 経て今 日の状態

者s市の竜要性はそれが終溌 ii占動の中心地れる こ

に主主し て昼夜? こか宏、 その政治的 、 経、ｾ的、 地 理的
と、甚だ大なる関係がめる。各種の官際、 取引 所

その他の諸事情と 共 に明かじす る こ と い 舵来の 商 工 合 議 所、銀 行、言者合枇等、政 治 上、経 i野上の

動向を察知し、こ れが劃策を講究する 1: めには 鉄 凡ゆる中枢機関 lま何れも都市に集 中 し て ゐ る が、

くことができない。
これらの諸機聞は、 どのやう に各都市 に集中若〈
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は分散せられてゐるか。叉、我園都市に於げる生

産額 ｬ 立、 ｡ｾ に全図生産主ｾｾ，額の半 Ａｦ を越えてをり、

しかも最近に於げる精力日芸容は頗る飛照的 で も あ

る。都市の生霊力とその膨脹カとの 問に は頗る 5応

援なる関係がゐるものと信せ' らる、が、こ れらの

事情ーはどの稜皮まで言十数的に明瞭なら しめ得るで

ゐらうか。

更に都市の表逮は、f也僚、地代、家 賃、一般生

活費等にも 、 さまさ' まな影響を及ぼしてゐるでゐ

もう。これらのものは如何なる形態ｾとって都市

民の よ引舌 に影響してゐるか。これらのもの主都市

の 大 丸 若 く は そ の 膨 脹率との 聞に は如何 なる関

係カ Zあるか。

都市は刻何なる政治上の地位を占むるか。都T!i

の医域内に於げる行政事務は、理主時叉は事総等に

際して如何なる質及び量の増減を受げるか。叉都

市の妥主主とその行政事務との簡には如何なる関係

共 同心に飲 くるとこ ろ多いれめにその自治政治

はとか〈悶滑を欽; き 、 ポス政治の跳梁する危険 L

多〈 、政治 11 . 不公互に rnt れ 易 い 仔 政11 . 能率を失

ひ勝ぢである害事とI W; 々 f比例せられてゐるが、都市

の後迭と自治行政の不f反との間 lこは、 どのやうな

因果関係が存夜するものでゐ るか。 これ らの関係

を明かにするこを l土、 自治政治の改善の 1: めに最

も必要なり t せ，ねばなるまい。

更に都市のｊＮｴＮｾ自主匿名的にして 、 批令的制裁 ｌ

比較的弱〈、れめに、犯罪者の比率も高〈 、肖f1婚

盟主ゃな生児数等が甚t:' 多いと いふものがある 。 こ

れも果してどの程度までｾＧ￟Ｈなのであらうか。こ

れらの駄に就てはその文化的、教育. 的の地位等主

共に ｻ依底的なる研究と批ヂ ｉｊ とがｾまし い 。
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究項目で め ること はb、ふまでもあるま L 、。

又都市の膨 ijQに従ひ、頻りに市域の抗張力:行は

れてゐるが、それの利答に就ても待に' j ! ( i [歪的な! i l f

究が翠ましし、。都市の膨』民主fj 主に主主j!I，ff; する? 二めに

は、その他にも、事務組合をつくるなり、待t
1
Jの

行政際を設置するなり J いろいろの方法がi I ) るで

あらう とも足、はれ る。市域の i威張には自らなる限

度も存すべきにより、これ らの方法に よる刺客 も

併せて討議せられんことを :活む。

都市の政治的任務は頗る重い L のである。その

行政が公正に且つ賢明に行はる、 と否とは凶迩の

消長にさへ影響する 。しかる にその主主賃金捻訴す

るところの市民の自治能力は満足し得べきもので

れらの方法を成功せしむる? こめには、如何なる俄

'iil ーと準備 t カ; 必要がゐらうか。これらに閉しては

斡に壬の経験を有する方商より忌陀なき意丸が開

きi': L、。

吠に巨大都市 にめりでは、 その殆ど i除限なきか

の虫1I < 凡ゆる膨朕によりて、中には大なる脅威主、

感じっ、ある入も多いゃうである。もとより際限

なき都市のwmHi 主主は: 必す' しも翠ましいものでは

なL、c 如何なる古i ¥"r!i にもその大さには何等かの適

度があり 、 その遁皮ケ超えれば' 州都過大都市の筈

恐が各方面[ に現れて、 これを救治するには多大の

後牲を' 必要とするやうなことがあるかも知れな

い。さうとすれば その遁皮含維持する には、何等

あ るか。殊に大都市 に於ては、 その住民の多< 1ま かの手段念講せ' ねばならぬが、 しかし、 その温度

各地方よりの移住者である 1: めに白ら愛市心、に乏 ｴ は何であるか 、 叉如何にしてこれｾｾを見すべき

しい叉その格成が甚し〈多額多様である 1: めに であるか¥) T.. の遁伎なる L の{ 士同定( J γ f ! t. ｾｾ＠ <  1  .  
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て、沈動的性質の L のでゐらうと忠 !:taL るが、 力、

、るV l E[uJ 的;mi 度をヶヰ佐J占する 1: めには、立111可なる方

策が必要でめるか。

或は大都市に集中する人口 {[ j 也方に分散して、

多〈の中小都市営つくる ζ と L 考へられるカ: 、こ

のことは言ムに易〈して、 なかなか成功が四重rtな

ゃうであるの これらの凶総を兄日11する仁め又戦時

に際してのさを袋、平湾に於ての地震、 火災、恭 乱

雨 、 ｨ 主 ｾ ￆｩ 等 の災害企ｲ＾ふ Ｑ ＱＭＮする ＱＺ めにＡ士 、 如何なる

準備と言十君主りが: 官、要でめるか。 こ，n，らの 問遮( 土、

我園都市の待殊事情に基いて、占 去し Ｑ Ｑ ｾｾ な る考 応

を7要する L ので めり 、待: 士吉r >rli ・務築 iこl.il ，J する技術

者の研究に 期待するところが頗る多い。 ＱＱｾ ｪＧ 、中 小

都市の充' i l l t反興 に日目する カ縫についても十分の研f"

究i が主主け'ら るべきは申す までもな い と こ ろ で め

る。以 k の論議は必然的に地方言十来、 関土計一送等

の校本間忍に き討して 肉げ られねばならぬが、 ! Eに

都市左災村との隙'1I:系、 .i i業立地主事に就ても多〈 の

問題 を従供する L ので めらう。

以 ヒ 11本議題にゆ1聯して、4寺に j 要なりと足、は

る、問涯の若干をj'A;ベ1: に過ゴないので、 もとよ

り重要問題が これに議きてゐるわげではなし、。こ

の外にも 多くの主要項 Mが i字復すること〉忠ばれ

るが、 イぽ宜上、 上j ' A; せる諸r. l ] i l [ ｾ寸断 ｩｃ すれば大 波

L大の 1m( でゐる。

本邦都市 t受注の特質

本手ri (i阿1 の俳賀

本手日前市の起源

本ヂ1¥昔1;市 夜連の諸原 因

本邦書1¥r1i ;:'受注の諸研究

王朝時代に於げる都市の主住吉tt

ぷ Ｎ ｾｾ 、 ｾｩｉｬｉ 汀 時代に於げ る誠司 ｪ のＰＺ［ヰニ

戦即時代に於げる首 Ｑ｜ 市のｾＮれ主

封建時代に於りる域干 ｉｈｊ の Ｇ ｾｸ Ｉｩ・

i11司、:[; lj i剥白可決に於り るii r>r/iーのよ事 j' ，(

明治維新以 後に於げる苦1¥市の禁法

;本王1I 苦1; 市のモii，!! 売

都市の 分布 状 態

都市の人口被戚状態

都市の衛生状態

者¥IT行の経i穿j 二及び政治卜ーに於げる地位

都 市 の 怒i質的補給阿波

者11Thの生 i'f2カ

都市に於げる行政事務の坊主豆

大都市の ii する斡球的地1 ! J :

都市民の自治能力

部 i/i の設iきとお筑

ホヂ1;都市の;¥ま主化

都 ｔｨ の佼ふザ ｊ 長 ｪｊｾ 定

都市の遡皮

ＧＱＧ 小部 ｔ ｦｩ の振興 Ｉｪ ｾ ，Ｚ

; / &大都i li の防汁 ) i 策

都市分限の方策

古¥>l' bの災者防ーIf 方 策

地方針.iit 、 図土 ';1 豆、 注染:';0色

都市と 1; 是: j : ; j との口Ijf系

計 劃 的 工 業 都 市 の 出 現 越 し

軍需工業 Ｗ コ司 ｾＱＱＱｾ 的資泌力、らずと漠＿こる草原や回「五 Ｑ ・ ｴ ゐ ｾ ＺＩ ＱＺ ｊＺＦ に 、 人口 敏 ｴｊ Ｚｾ ｩ ｾＭＮ イ Ｑ す る工業 ＱＱｪ が

ＺＭＱ Ｑ ， 現してゐる底力［少〈ないが、比 Ｈｭｾ［ 炊起すれば事 ｩ ｕＧ ｬ ， ＱＺ る工場 ｩ ￬ＺｊＡＺ f七し国策 i二百日くないと言

λ 、ので内務首都市計結諜では菊i1j i _ l 工業都市計妓五: 施行し li}j 火、 I: :ii ｾ堂 、 交通、保健日 ｾ Ｑ Ｎｴｊｬ 的 近

代工業部 ｻ｣ 建設するこ と に決 定 、 着々準備 ＧＱＧ でめる ｣ 比ｩＵ ￭￬ｈ 鈍行の Ｈ ｉ ｾ 械 にヒ ってゐる ところ

は 紳奈川般 の 相模 原 、 苦手馬断の大問 、 兵［康Ａ械の ｊ Ｑ Ｒ［ 、 茨木 ｉｾ ｘＺの多賀 、ｉＮｬｊ ｾｩ 般の Ji，] iJ.ょ変知憾の13

川、 勝 川、緑町' ころも J などの各国J 村で 1可れし大工JZのと宣言生につJl;:; ，j Ｈ 問に人口敏 千 、要文 ［ｉｪＺｾ

の工業部となっ1:認。

向 今回 の都市［ｩｉｾｦｩｊ 1ま工 業ft'J 合会副形成 しな し、 tj ，に 500 ;，j '!; C: 干の地域に有 って者同 i を施行 し、

i伺も工業 iJJ に隠しい大幅員道2昔、防 火用貯' ! ' <. : U1( 各民主 lこ〕防空m縁地炭場乞作' J ，; 澄位向上の絡

めの漣動公園等合 li 1 ' 事長、都市の別闘は環庁長級池で閏む等部百! 技術の全カを訟り' て近代的工業

部 ｾ建設しようと言ふので 、 その ＧｊＡｴＮ 月 ｉ ￬ＺＡ 也 元気僚 主凶席補助を以てＧ話てる方針で め る ＨＱＲＮＲ Ｑ Ｉ
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三 金 報

本 協 曾 員 中 軍 勢 公 用 者 氏 名

前日 ＧＯｾ 投去後に於ける本ｼ事合員中のＱＡｩ ｊ 考 公用 Ｚ 討は下記の通りであります。Ｈ受付 ＱＱ 国Ｉ
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F

F

E

F
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議
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今

明日
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許

月

ヂ

惑

H

詩

人

リ
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の

一

郊

郎

一

-R

平

ピ

次

好

太

一

財

リ

い

日
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出

一
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純

4
F

仰

川

端

野

綱

川

町

川

時

刈

山

仕

浅

結

石

制

1. 議 J毛布、選訟方法に付殺り? こるに評議員北垣熊之 : 時に午後 6時45分

介民より 右一括して前例II こより投票慈母の代り

に機長指名による詮術委員を滋げて人法自己一任 j

しれしとの提議ゐり依って議長よ b主主否営問ひ j 時

Ｗ こるに〈賛成 ｫｫ のｾあり〉異議者なく薮に詮 ［ 所

術委員制に依ることに決定議長より次の 5 民営 : 出席者

指名し承諾を; 1 . 辛? こり i  監 事 松 本 敗 事

井 上 脳 議 氏、猪瀬幸太郎民 、 石 井 君子ー雄民 j 常 務 桐 本 主 5日

松久保敬三氏、三 浦 泌 氏 l  1宇野， :t. f; 8  

イ守
勉君

τ Ｎ ｾ＠ 111 { . ・t'l _l

n  J ，J' j' :yも

地 方 作 品 柴 I:H 吋iffl ・

Ｑ 普通賛日 ｾ ｊ 主 Ｑ ili 高 井 i尚 治AJ

| 河本松太郎 g ! i ( 問良之助

:It 川l E fJi t i < 本猛攻

長 尾 清 一 野 中 駒 市

花 輪 正 戊 政 間 基 次

ニーニ q叫 111 j品 巡 回 泰i台Iil i

北 垣 熊 之 介

中 島 喜 平

沼 j京 徳 衛

松 久 保 敬 三

荻 中 一 頁 米 倉 成 夫 以 上 評 議 員 i

井上K < 百議 以 上 監 事 i

1. 午 後 6 時 10分 開 合、訊iJ 合長理事今林彦太郎氏議 :

長となり只今出席者24名にして定E次第2411慌に依

b評議員定員の 2 分 ノ l 以上の出席に付本合成

立の旨を告げ換で遁知の如〈次の選訟を執行す

る旨を宣す

1. 定款第 17僚 に 依 る理事 3 名選虫

2 ・定款第20俺 iこ依る省長 1 ｾ 名 、 訊 ｉｊ 合長 Ｒ 名選傘

3. 定2次第 17jl 際t二i &る常務 12名互選

J  6 0  

報告めりとて之: t ' Wl 殺す

理 事 合 長 片 間 安氏

同民IJ 合 長 今 林; 彦太郎民

間 同 坂 静止住民

常 務伊藤. J E 文民 岩尾 { 呆衛氏

勉弁書F吠I l f i民 北垣熊之介氏

オじ111 Ｎｊｅｾ崎氏 柄 本 楠f住民

棚 橋 3H1氏 玉置l). l ! l c;，RJI 民

政 間 基 歩:J も 三 浦 1t f忘

滋 中 一 文 民 うj C 倉威夫民

( 五十首・順〉

1. 議長右の; ; r n 夫々営濯になりし旨を告ぐ〈一同拍

手〉

1. 夫れより議長! 1本合諸事銭の代 表署名 者に次の

2 氏を? 指名 し共承諾を得1: り

石川純一郎氏 ｾ ［ 本猛衣氏

! 玄に於て議長は以上にて選着陸絡了に付本日の評

議 員 合!1之をヶ以て閉合する旨ぞ宜し散含す

同 4句

吊 務 合 ( 第22回〉

12月 4 日午後 6 時一 6 時50分

陳列答 別 室

理 事 今 林 則 合 長 坂 副 令 長

黒 田 主 記

三 浦 主 記



主 言 中 魚 沼 岩 尾 主 計

松 井 主 計 勉チ ｉ ｾ 編杭

議 事

1. 役員引縫合並慰安争台関総の件 . ..・療L認

2. 合員委員合より経1主要求のイヰ ・・ 承 認

3. 助手民用のイキ・・・・・ぃ・・・ 0 ・・・・・・ ・承 認

4.職員下半期主主奥並昇給のイキ- ・・吹田まで保留

5. 合 員 詮 衡

報
よヒ

aコ

1. 10 月分合計報告

2 入替、 l別縁者報 告

十二月 例 舎Ｈ治 ￬ｾｾ ｔＩ

時 12 月6 日午[ 式 61; 寺- 8 T，y !0分

所 大 l夜明日新聞位三階康問

出 席 者 約 250名

オこ ｩ 立建みｾヨ ｅ 統訓規則 ｪ にｼ税 ｪ する議決合

l 午後 6 時語講者; d 白に満員坂b¥IJ E i " 長関合の挨wをブ

述 べ 12月! 日より笈抱せら 111ノ様; 己規則に就き

大阪府' 活局の方より il' P解説全隠〈こととなりし

旨公告げ干犯の議雨議却を夫々紹介す

木 Slriti 弘建五; 品川lリ規 11リに税て

大 Ｚｾｉｉ Ｇ Ｎｲ ・往来課長 井 七 新 二 氏

同 課 地 力 rHl p 玉 ｦｾｾＧｾｉｾ 次郎氏

1.  ［Ａｉｾ 上課長［主上記規 ￴Ａｉｪ の湿 Ｎ ＢＱＱ にｦ［ｊ玉泣 ｪ 主仰は と 仁と j 議

して許可標準に就て恕切なる説明あり笈際問題

として出席合員一 同大いに科長をする所ゐり最後

にi ' U副主 宰に入り午後 Ｘ Ｑｩｾ講演終了

1. ｦ ｾ ドＩ， ［ＮｦＭｴ 記 ＿常務議 ＮＱＱｪｪ に狗 し一 同を代えして謝訴を・ ｩ 報

ｾへ合員一 同拍手伝以 て之にＺｦ ＱＱ し午後 Ｘ ii .'f l 0分

長自併にす滋義なる本議i氏舎を? 絞 り一 向散告す

材料委員 愈〈員 ｾＹ 回〉

H寺

月[

12 月 7 日午後 61持50分- 9 時

{具察官11室

: 1 ' . 席者委員長 松久保

幹 事 水 野111、退 問

委 員 秋 問、楠 湖、竹 花

タと 問

1. 用材生産統制規則に闘し寸法規械の統一案作成

のイ牛

日寺

法 制 委 員 会〈第 10図〉

12月 8 日午後 61侍30分- 8 1時20分

)肝 f具1終日目室

出 席 者 委 員 長 玉 置

幹 事 武 田

委 員 :本 問 、村 岡 、不 野 ，

書糸口 、横 九

ＱＮ 述［ｾ自日係法令集編纂に附する件

2. 市街地建築物法令編纂に闘するイヰ

主 記 舎 ( 第 7 回〕

時 12)J 13 日午民 4 時 一 81ヰ30分

)i)i ￭ ｴｾ ，ｻ ｩｩｦ｜ 室

出 席 者 桐 本、黒 田 、{宇 野、三 浦、

荻 '1' 、 各』三 je

ＱＮ職員 ｲＧａｾ 州政 Ｙ 阻止に昇給に防｝するイＪ

常 務 会( 第23回J

的 12  n  18 日午後 51冷却分ー 7 時

所 陳列焼却j 室

:B}布-13'・ 理 事 今 林 話Ij 'iii-長 主ｾ t;lj f1- 長

監 事 松 本 常 事

常 務 州 本 :r-. liC 熱 田 主 詰 日

f宇 野 :: t 百日 説 中 京 ;:8

岩 尾 三主 計 松 井 主 官 |

亀 井 編 料 側 椅 制t 編

堀 口 綴 'tn1:

t.l'; 

卜日召相 :51，1" 皮常務省に号 |総事項のfヰー ・・・・・耳MZ

2 議 員ーl' 半期党輿並昇給の件・ .. .. . ..... . ・・書記認

3 合員詮衝

且ニ

口

1. J  ｾ＠ ) j ( 州合終了報告

2. 役員引総合及倍、苦手官準備報告

3. 合員委員合結末報告

4.1 1  n分台・iii 報 告

5.  H¥征、 入管、 除隊報告

6. 片間合条害fU¥it Fedl  ，皆報告

. .0. . .  =  
冨 貝

一

一ぷ同一

合 員

除] 鍛 男 君 兵庫版川逸郡伊丹 l町大府守 135

〈大|俣市役所経絡線〉
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: l l 野社i島 松A ! ' 天王寺阪挺法院町 9 C京 都 市役 : 地 方 舎 員

所後総IT，' O i 永 井 忠、君佐世保市池田r71 ( 佐世保海軍工

篠 原 勝 行 君 旭限移. 小E奇6 ノ110 C株 式 令 批 浅 : ｾ連合計泌〉

高組大l仮文，古) : 金 弁 明 正 君 新 京 侍}] IJ市中央遁54児 玉 寮 17披

露 英 野 庄 次 肴 兵 底 限 川i企郡長尾村山木i ; t 30 ノ j 内Ｈ来沿道開設株式合社ｾ築課Ｉ

1  ( 1波堺電餓株式合社工務課) i 村 t  保清 岡 吉野町吉野袋内 C 同 〉

美 浪 徳 一 君 * 成以小橋商ノ1 l ! J 3 ノ 94 中尾由 : 和 問 敏 ii i::f当 検 松111月! 出注目r l441 ( 東洋紡紙株

松 方 Ci 常国 敏雄往築事務所) i  式令枇; 隆志普ー課〕

大 海 松 治 郎 君 住 吉 隠 住 ノ 江 町 157 ( 合名合枇 j 北 川 武 夫汚 徳山市東山徳山菅丞株式合i i d : 合

大阪橋本組) i  宿所内〈待。山' . w 建株式合枇建築

森、里好久君京都府乙 ￥ ｩｬｬ 郡向日町字書偽冠［ｊｪ ｾＱＲ 諜〕

〈京阪'i!t ; i 正俄道株式合制; 土木部 ; 勝 浦 武 治君 徳島市川間町宇中筋43 C徳 島 眼

建 築 課 ) i  隊管繕課〕

小 柴 秀 隆 君 主 普 通 賛 助 員 ヨ リ 料 絡 : 花 域 本 rt : 君沖縄阪宮古郡平交町: 字 l‘ l旦771

津 田 新 古 君 兵庫県事武庫郡御i i 0 町石屋友美也 i C沖縄際耕地謀宮古出張所〉

159 ( 津間工務底自轡〉

特 別 賛 E助B 員

中 川 建 雄 君 兵庫賑武庫脚君郡s!住主吉村字広高林 l凶8 i 大 谷 之 賊 則 糊j帰君 商成脚弘以比州ιι川:1ιb吉 回 町 lリ3( 杉関剛井材材オ才-机J

7 ノ6 ノ6 0探F尽別'，11川11川l川l附代芸祭長工:梁縫見所!庁i)〉

: 増 間 二F- .i l l . 君紳戸市紳戸 Ml; 山本通 4 ノ41 ( 三

7k 谷 正 男 沼 尼崎市大物町2 ノ190 C大阪 市 役 ; 井物産株式合祉大阪支j吉次長〉

所建設課〉

香 川 主 主 男 君 J{'f 下 三 J!i : l I s 茨木町上中保 ¥53

( 西本組大阪支j占〉

小 鳥 正 五 君 ｊｈｊ 、三島ｾＺ日高槻町宇高槻 ＱＱ Ｗ

〈株式合需1:'1'1I1製 鋼 所 捻1制 JID

') ト川蝉治till 君 JHI・:1I:，i l1r内iI s 枚方町附 12 ( 大阪

JHji: t令部〉

悩 ｉ 豆ｾ子靴沼 西宮市宮西町;'5 ( 西本組大! 波文

活〉

111 本 金 城 京 丙宮111今津 111f¥'阿1・45 - . 1三平寮ア

ごート | 勾( 大谷製鋼所法絡謀〕

杉 本 士 郎 君 大 正 陀 大 l E 遁8/ 48 ( 自管〉

待 問 甚D 治潤 j也阪大宮町 7 ノ61 ( 第一 陥 11. f.七

宅 ＡＢｾ［Ｚｩｾ ＨｲｪＭ枇主ＱＱＺ築課〉

普 通 賛 助 員

￯ｾ 内幸雄君ＪＧお以Ｊ跳谷町 Ｓ パ ＷＶ C三 j-l!lI t

築事務所〕

守 Jj 品 長 城 君 }f '、f 1."¥' 河内郡枚 ii( ，j IUJ 傾倒 1052

松; ，¥i 要認天王寺ｾｾ，ｾ 'ki 引 パ 03 船! 京: i FJ :r:;

カ

; 三村久利: F l ' [垣 iぷM海 遊111[57.: 1哲)(1仮工染作〕

ｬ ｾ ｔ 子三 コ
舎 員

小野 ｩ ムｾｾ主詔

地 方 合 員

同'1' 卜 ttti 台;{l' J付 1.' .1じ?司内 '1m枚方。SJ 大字古li 子 作 j 尾間J F . 友幸1 ，¥，;  ， ［，ｾ＠ 1むJ ¥l J Ii 

2. 465 ( 大阪府警狭山建築課) i 特 別 賛 助 長

jト! 京闘t : lt 潟 JHドぷ:1凶日蹴尾村上! ] f r 芝; 向ケl I . ; 背 柳 保君

344 ( 白轡〉

普 通 賛 劫 員

i:;f 村 似君 /1;1' 1・北河内' 1m守口 PIJ 宇土用 606
削 楠 吉 宗 ｾｫ 川ｩｦｩＨＡｒ君 河記事C大 iif<活

( 株式合枇清水品且大阪支jよ〕

岸 貞吉宗東淀川ｾＧＮ［［ Ｎ 三凶 ｉｑ ＱＧ ＹＲＲ C火阪市役

見 ｨ 経理 ｾ｜ｉ 瞥絡課〉
;主主i 亙翌"1

綴 悶 1応 吉 君 住 吉 院i住吉11¥]'州代 西5/ 41 ( 同) : 舎 員

戸 次 秀 夫 君 住 吉 凶 悶 沿 * ノ 開[5 ノ9 ( 同〉 昔 喜主主君 佐官民五 111坂 町 l ノ26て聡i l l ' j i : t)
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幸 田 武 雄 君 丸 ) 也 市 石 川 部 隊 問 附 隊

木 子 弘 吉 君 府下北河内百11友呂岐村宇香里淀

よいー丘

小西速夫君 ｜ｬｾ ｩＮ 中市柴原春日図 Ｖ ＶＴ

前 回 亥 之助君 東 淀川向i 柴 島田r9i

ｊｩ ｾ 信正信 君 ｉ ｲｦ 下 北 河 内 ￬ ｩｲｬ 枚 方 ｉｉｉ ｊ lffd 588 

納 永 庄 入 君 盟 中 市 新 免 1.039

燕 木 信 紘 づ 君 新 潟 阪 中 1M割 H十日開J 寅甲 l

伊 藤 市 君 大i阜市除plHiiiR伝防空諜

陶 t夏 貞 彦 君 住吉区住吉町ー尚代商 l 了 回

交 幾 荘 内

ｦ 生身木俊則君耳 ｬｾｾ 今橋 ｬ ノ Ｙ 帝国ピル内日Ｚ本

ボル トランド セ メン ト同 業合内

地 方 合 員

村 中 義雄，7 5 - Ｏ資，ｾ品販 ｩｾｐ ，j IWs I"J 応西村見[ ｾｾｴｩｦ＠

全日;E聯尾道肥料工場内( 株式合

枇 消7Ml i m張所内〉

:J i'  _t  ｽￌｾ＠ i雨潟 水天市紙面Fti 紡工i瓦四段 2 誠

(  ［Ｂｲ ｾｩｩ 州住友金脇工業株式合社〉

後 信 義 君 兵 庫 際 加 古21日加古川町木村78/

阪: 永金主主;潟

l河 原 義 2 f ' _沼

"，丙- Ii l; 君

4  

住 吉 川 si 主主本町 6 / 27  

高校市外浴毘 Ｑ Ｑｬ ｛ｾｧ ノｩｕｪＢ

主)f };i 締l ! IJ i打大同大l 1jY05J A ;'hU二

エE台目立松村組東京支j苫〕

杉 本 正 一 方 北 京 東 城却J j L"Iil J 8扱( 株式合枇

清水量E北 支支底〉

藤 井 氏 之f古君 j符下泉南郡演寺町下 913

ZTて七j j j { 、宗行沼 脳井市外牧島紹介高等工業率。校

内

特 別 賛 助 員

小 川 怒 治 活 j也係長最小Z奇111[44

中 村 和 夫 君 住 吉 区 昭 和 田TII' 4 ノ31

普 通 賛 助 員

J 二井 lt 介君 尼 崎 市 昭 和 通 J / 34石 関 義 平 方

岩 間 日Hi 夫君 WJ ; t ) 乱京城J(.f 大邪1i 1l T 2γ 目 75兵

隊 司令 ;}]i内

苅 ｉ ｅｬ淑次郎君東淀川ｾＭｲ［［｟ 'illl里町 1758 ノ 13

完封、本源 ￬ｦｴｾ 市中戸市灘区篠原中町 l ノ 111

市 消次lill 君 旭 区 新 森 小 路 '1]3 ノ 112 佐# 木

笹一方

用品 永 st Al 新京株Ｑ［ ｉ ｊ 市Ｏｩｩ ｾＱ 泉 ｅ 在中央銀行宿舎

145_jA  悩永燕方

涜 日1 i:応次iifl 沼 以 中 市 新 屋 敷 高 砂 通 3 ノ 7 パ

改 姓

ピル中央土木株式省、社主 Ｇ［ｦ Ｉｾｩ :J_j 9長 ; 合

員

山 内 氏 才4沼

i工島: i E J! リ.tl

5渋 川 端君主

12 永 炭 宥

古 閑 正 一 君

J_:;; 1， 占 平 沼

.， 

所内( 官: 1; 3. 296)

網 永 庄 八 君 U_U: 投勝本〕

市'1
1
奈 川 係 三 浦 郡 新 潟

宇 都 宮 市 京 阪 本1I 汀 l 丁目

町 ｾＺｩ［Ｑ 係 戸 ｩＧ，［Ａ， ￯Ｚｦ ｩｬ ＨＮｦ ｲ ｬＧ ｪ［ｻ ｊ 土生 。 ， 死 亡 1

31Ellh今 橋 4 了闘 三菱信託ピ ｉｉｾ ;  山一- ー~ー… ~一戸、一一、一、

東よW. :l f . 三i l l : Zs事務所内 j 普・遜賀 町J 員

A点:[ }京i江L了市|行T市瑚担泌波!住t 谷谷. ，川"

i恥瓦」以i以t-，市H勉 l川q町]品民色 l内有竿1I町H町l汀[ 1 /  1  ( 総 C&I ，八l で文怖のZ窓立tι. 正込λ、〈こす〕
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… … … 一 一 一…

問 虫 削 に 版 印 切 る E附え ;

編 揖 分を'υ ‘話t させ、 然るべき li d"'芸N-t rへパエ」こ j

Ｑｾ＠ ｾｅ＠
とな〈克服仕様ではゐりませんか。 ｾ

: ^，宰ひ、 f.*- 1) Jーがる元然のめふるう 2. 600 イ!え i  

を迎ふるの面市を多数の大家より ｩｾｪ ， Ｑ : のケ熔( ｾ＠

公 事f或 i、の新年で、而も主主義める 2. 600 5j ミの 感 じ、 今年こそ 11 合 員 と 協 合 が 打 っ て ー 簡 と i  

春Ｚｲ迎へ＿Ｚ。閣は緑げて本製感壊 に ｊ ｦＡｩｾｾ 色せん なって ｻｦ Ｇｻｾ 適 切なる掛河合仔ひ、 ＱＱ 寺対と共に '  

と す る 新 年 で も ゐ る 。 新 しL 、琵悟と我が民族

的 自 琵 の t に 底 力 の め る 忍 耐 カ を 以っ て 挺 の

笠岡心をよ古拐せねばならぬ l時に迎 お し てj汗る

ｾ ｊｉ 七の ｬ 時にめれ ｨ 、 我等司王: 縫の i!!z民 主 共に、

新 に な る 様 相 を 以 っ て lJ j:轡j感甥 に Til lす る 堤 氏

ｲ ｩｩｬｬＺ［Ａ￭ｾと枇合 ｊ の ｦｴ ｩｋｩ＾ ｷｊ してゐる。

合 ffri も今年イ士、我協会の 1) i1J¥Wi!! _!I 穏 な る 都ibli 口

組合械がよ，n京 iよ於て開催される故、都市( : ｾｾ＠

認と ＱＺＺ 不可分なる ｈｍｦＺ 矛の ｾ｜Ｈ ｉ こ ［ ｾＭｪｾ￬ なる Ｇ ｊ ， Ｚｩ￬ｾＡｴ｛ が

本 誌 上 lこて行ばれる ;塁手五' 刻侍してゐる。

の一市分を我: 等の伎術及知識: 都合湿じて推! 土 u !.liに 、 勢 務 有 住 宅 問 題 L 、 法 件 メ ー カ ー の p  

ねばならぬのは勿論でめる。 訓却机li 'fゑL斤用J註詩}の苅汀「

1公な」此1出七の意 :- 1よ、で我が a訟止2築盗と t制枇1:沿台」 の ｨ広，ｾ Ａ ふベき 』尺主{ 住セ宅の5授奇益生二 t含..!rt助t)力j 去去. ぜる窓外のなに( ，のでし i  

ｦ使史命 Ｗ仁ＺＧるるや買索 ｅ 尽つ火なるものカがＺゐる ｊ率事を含 ｾｴ ，認忍『日 ｢必』総 ｴ ない故、 心心、‘ ゐちる1述i主19祭在1京: の Iμl 琵しき i，泊'斤討号Eu1侃土ゐい i  

せ ね ば な ら な L 、。今や我々は? 池袋と批合Ji ' ! 丈って此の問題に附する J 長しき芯凡のEまたも i  

通じて一つの谷栄運動を質成し、法主主報闘の 期 待 し て ゐ る o ｾ＠

1.( 0 恋 げ ね ば な ら な い l博 で は な い で せ う かo fr 本 協 に 長mなる玉同♀. H')j つ1: 浦 氏 に 多 〈 の t  

カ 只1. i t (， : こ迷築京{ 中間のJ ) 良 の) ; に食電 74 る ｅ 草刈 ＧＢＺＱ 奉ると同時に｟ｉ ＭＮ［［ｃ の ｦｾＡ に ｩ にに指導的宝 :  

紙百[ を削愛する l時でなし、、我 等 建 築 家 の み が 縞 ｾ｣Ａ 貼るＺｚ ｊｾＧ ｾＢｊ 則的して編 Ｚｪｬ ｴ ＧｦＭｾ Ｚ ， ･ とす ｯ U也.Ij.) ｾ＠

建 築 と 社 曾 |  廃 告 掲 載 料 金 I  ｾ＠

ｾＲ 竺 ｦｩ ｬ ｦｌ 一一一｟Ｎ I 普 議 1 1 頁 1 1 同 1 15. 00 !}  

制 l 回 l 刊 行 定 似 l地強例議; | 普 誕 l三百二1 L f f Llj

昭利 14午 12月25 日 印 刷 昭 和 15
l
f. 1  )] 1 日 夜 行 | 普 泡 I 1 頁 i 1  [司 I 45. 00 1  i  

一ー一一一一一一一一一一一 |  円前官j制 約 !  - .  1  1  1  (  

m吋 戸 川 弘 15ud!ヱ-i- 2 - L 11111

大阪市 Ｎ Ｑ ＱＺ，凶籾 ＱＺ ピル ＱＱ 本述築 ｬｩｦｾ 合内 | 導 主ｾ I  1 瓦 I 1  IlIl I  25 ，00 I  f  

U.! 之主主1辺社り' LL! _. _____I ーー し !{  

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 nU: 1ア ー ト I ｾん頁 ｉ 1  DTI -1  20人o() - !f

大 阪 市 市 岡 江 戸 湖 南 誕 2 "r 目13客地 Ｑ Ｍ ー Ｈ中一 一 民 しＡ一 一一一一 ｬ 一一ｾＭＭ Ａ ＮＭ _ . - 一一一1)

夜 行 J ' lr 紋 日 本 建 築 協 伶 ｬ 二三一竺三己主｟Ａ｟ Ｎ ｾ旦 ーし 竺空 ｟ＮＱ Ｑ
大阪市北開; 中之島 3 ノ 3 朝 日 ピ ル |決 紙 3  I  1 頁! 1 回 1 45. 00 1;  

電 話 長 北 筑( 23)4501替 ( 9) I一一一一一一一一| 一一一. 1 . 一一一一L一一一一一一li

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番 | 茨 紙 4  I  1 頁 I 1 回 I 80，00 I  i  

斡約日反動占 柳 々 飲 岩 山 「 一 一 一ー 一 ; 一 一 一 ー 「 一 一 一 「 一 一 一 一1¥

大 阪 市 商 瓜 川E京E ド 川l

i  
電E窃苦土f佐左堀 2 4 4 幡 1  ( 悶ぜ悦摂棚胤脳係儲軍訂仰怨剖n内川'J) I  1  i矧羽 1  1  回 |  日 o Iは

4綴汚替口皮大阪2初08叫4苦番f 1_一一一 |  一一一一よ一一一 ｉ 一一一一一一 Ｚ｟ｉ ｾ

一 一 一一 一一 一 一 - 一 一 一 一 一 一- - 1  応朕?告J禍為Z恥お御申; 込込はネ木;合 へ 直4接妥顕ひ土す。 li

禁 碍 載 | コ! 崎町t紛 れ よ 交 は す べτ 前 公 で 本 合 流 按 叉 li

本盟主に 掲 載 せ る ものは、 一切これを' 無断にて 1  ｬｩＱ 寺約九吉へ 、 仮裕 ｪ 貯金又は知容で ｪｾ ｉｉ Ｚｪ ［ｭｩ もを 1;  

将戦し叉Ａま単行本 ｩ こ ＱＺＭ ＺＱ キその他の複製行Ｉｾｻ，｟Ｎ 1  願ひます。郡安F代 用 は ー 制 J昔、 代 金 引換 は li  

なすこ とを7禁子。 1 tJWi  1 ) 主主します。 1ｾ＠



“ 建 築 と 枇 音 " 第 23 緯 第 1 競

ア 旭署宵子総式合主1 : . . …・・… ・…・田・… -… … ・… ・・・ 12

浅 野 λ レー ト株式合社目…・- …. . . .. ・H ・.. 一14

阿部銭工所・一 ・・ …. . .. . ... .・ H ・-… ・・・・… -… .26

イ 伊i M; 式コンクリート製造所・・ ・・.....・・ ・・・ e ・l

エ 苦長准量士・・・・… ・・…・・・・ ・・ …・ ・・・ ・・…・- ……・・ ・… 25 

荏 原 製 作 所 …・・・・・・ …. ， …  ..・・・・・・・ 31

オ 大 阪 窯 業 セ メ ン ト 株式 合 従 … … ・・ ・・・ ・・中持

大 阪伊丹} 笥 J占 …・・・ ・0 ・・・・… ・…・・……・…ー ..24

大野製作月rr … ・…・・ ・・・…・・・…. . . .... .. . …・表紙 4

奥 村 重 兵 衛 商J苫. . . .. . …. .・・…・ ・・・一・…・・・23

カ i' l l J津袋oM.li ・・ ・・ ・・・・. ぃ " '， ・・・・ ・・… ・…. ..… ...27  

キ 桐関商合・・・・ … ・…・・・・ ・・・・ ・υ …・・・・・・…・・・ 18

ク 久保商底・………・……・…・・ ・… - ・・… ...19

ケ 主主篠} 街曾 . .. . ・一・. .. .. . . …・ 白… .... . ...... ・・ ・・・・ 6

サ 佐久間工業株式合制: ・ ー・・…・……… ・・ ・・ .. 17

援問ベ ｙ チレ ＭｰＭ 製作 ｊｾｩ Ｎ Ｎ . ……・ …. ..・ H ・6

A

U

n

ソ

Q

J

1

J

内

L

内

4

J

3

l

ぺ
山
抗

日
舵b

w
 

式

断

…

…

…

株

作

…

泣

.

工

製

…

合

一

化

出

回

合

資

周

也

市

開

ム

ロ

祉

惣

尖

疋

疋

光

島

三

三

政

治

国

セ

タ

1.f.l 'I' 畠前商Jι ・6 ・ー ・・・・・・ ー・・・・…・・ ・・ 9  

大洋車¥ll ... . . ... ・… ・.. .一一・・・・ ・山…・… …・・・… 20

鹿 告 索 引

111村 商 令ー ー.. .. . . ... . . ・ … ーー・・・ ... . . 一...28

ト ポ') 伝辛 商j占 ・…・・ー ーー ・・ …. . ' ・・・・・・ ・・ 7  

) . R 洋リノリユ ーム株式曾量士- 一 一・ …・. . …・・・ 2

東洋陶器株式合言土… ー ・…・・ー ・……・ー .. ...29

巴商合・- …-・ ー・ー・・ ・ー… ・・・ .......・・・ ・・21

ナ 窃w屋家 具袋 仰 山 一 一…. . …- …・・ 言及紙 3

南 ￹ ｬｾ 鉱業建材合資台 首 ｴ Ｎ ＮＮ Ｎ ＮＮ Ｎ ＮＮ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮＮＮＮ ＮＮ Ｎ ＮＮ Ｎ ＮＮＮ Ｎ ＱＵ

ニ 日本m築 紙 工 株 式 合 祉・・ぃ・ ・・・・田・・…・・ 田・・・・・ 7  

日本陶織株式合社・・…・ー・…・・ ・…・…・・ ー・1I ・32

日東物産株式合批. ..... ...... . .... . … ・・ ・… .13  

凶原衛生工業所-…・・・ ・・・・… ・・・・ ・・・…・・ー..... 10

西孫雨宿建築金物1m. .… … … ・… … ・・・… 5  

ノ 野 i宰幸三郎商腐・・ ・・・・…・・…・・…・ ・…・ ・・…・・ ..22

ハ 汎ｾ製作 ｊｾｲＮＮＮ ＮＮＮ ＮＮＮ ＮＮ ・ ・ …・…・・ ・…・ ・ ・・ ・ ー・ 15 

ヒ 美 索 工 業 所 e ・e ・・・・ ・・・・ ・・…・… ・・・ ・ｾ ， 指

マ 松 井 商 j苫. ... .. .ー・…・ ・ l

松 l' 官Z器株式省首士コンヂツト音I i ' ，…・…・ ・ 4  

h  三井物産株式合量士一・・ - … - ……・…・・・…・・ ・・.. Il 

ム 村岡腐食・. ......... . ・・・・ …・・… …・・・・前 附 1

ヤ 矢 橋 大 理 石I笥J占・・・・……・・・・…・・回目 ・ー・・… ・・ ・5  

ヨ 被M:僑梁製作所 ・- …… ・・・・ー .. …・・ 16  

淀川鍛工) iJi. .一 - …- ・・…… -一. . … ー 27


